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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







おおかみさんいやいや三匹のデブと対決することになる

赤頭巾ちゃんおおかみさんに食べられる

おおかみさんとてもお堅い地蔵さんの秘密を目撃する

おおかみさん池に落ちてかわいくなる

あとがき
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　　　おおかみさんいやいや三匹びきのデブと対決することになる







「失礼します」

　おおかみさんたち三人がいつものようにだらだらとしていた放課後、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会と名の付いたプレハブ小屋に入ってきたのは、見覚えのある顔だった。

「あら、お久しぶりですの」

　りんごさんは立ち上がるとにこやかにご挨あい拶さつする。

「赤あか井いさん、何飲みますかー」

　と最近パシリ……もとい給仕係が板に付いてきた亮りよう士しくんが隣となりの給湯室から顔を出し、知り合いがいたので声をかける。

「あっグレーテルさん、どうしたんっスか？」

　唐とう突とつな訪問者の正体は亮士くんと同じ下宿の住人、グレーテルさん。日本人ではあり得ないブラウンの髪かみにグレーの瞳ひとみ。三つ編みにされた髪は身体からだの前側にたらされている。

　グレーテルさんの制服はブレザーをベースに改造されている。白いブラウスに黒い胸当て、スカートは長く、足には白いタイツと、ドイツの民族衣い装しようを彷ほう彿ふつとさせる格好だ。

「はい。すいませんが、至急力を貸していただけませんか？」

　静かにそう言うグレーテルさんに、りんごさんは聞いた。

「それは生徒会からの依い頼らいということでいいんですの？」

「はい」

　グレーテルさんが、冷静であまり感情を感じさせない声で応こたえる。

　このグレーテルさんは生徒会の書記をしていて、お兄さんのヘンゼルさんが生徒会長だったりするんです。ちなみに仲が良すぎてどう考えても一線越こえちゃってるだろうなんて感じの兄妹きようだいで、二人でおかし荘そうというおかしな名前の付いたアパートに住んでいるんですよ。そして二人の住んでいる隣となり合った二部屋というか壁かべをぶち抜ぬいてできあがった一部屋はまさしくスイートルーム。スイートルームのスイートの意味は一揃そろいとか一組とかいう意味らしいですが、この場合は甘いという意味の方があってる気がしますね。お菓か子しですし。

「ではご存じだと思いますので、システムなどの説明は省きますけどよろしいですの？」

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行は学生たちの学園生活を補助する目的で設立された組織だ。要するに様々な問題を抱かかえた人の力になるために作られたのだが、ただ助けるだけではない。御伽銀行は助け合いをモットーとしているので、基本的に力を貸したあとは、必要なときにその貸しを返してもらうという、ギブアンドテイクな活動をしているのだ。

　そうやって作った貸しと活動によって得た多方面にわたる情報をしこたま貯ため込んでいることで、御伽銀行という通称がついたのだが……貸しを貯め込むということは弱みを握にぎっていることに近く、その貸しは場合によってはその人の都合も考えずに強制的に徴ちよう収しゆうすることもあるので、生徒たちには微び妙みように恐おそれられたりしている。あと、所属している人間がおかしいので、そういう面でも恐れられたりしている。

　それでも、使い方さえ間ま違ちがえなければとても便利で、問題解決の達成率も高い。一癖くせも二癖もある変人集団だがそれは能力のあることの裏返しであり、ある意味で信頼もされているのだ。

　というわけで、自分で解決できない問題を抱えた人は御伽学園学生相互扶助協会、通称御伽銀行の戸を叩たたくのだ。

「はい、かまいません」

　頷うなずくグレーテルさんに同じ下宿の住人で同じ釜かまの飯を食っている亮りよう士しくんが聞く。

「それで、何が起こったんスか？」

　一つ屋根の下に住んでいるだけあって、多少は慣れているらしい。もちろん視線は合わせないんですが。

「はい、それなのですが……先ほど美食クラブを名乗る集団が第一特別教室棟とうを占せん拠きよしたのです」

　そのグレーテルさんの言葉の中でとりあえず三人が反応したのは……

「…………まんまですのね」

「……カタカナにすれば大だい丈じよう夫ぶって問題でもねーだろ」

「そうっスよねー」

　美食クラブの部分だった。やっぱ至高がどうのと言い出しそうな名前なので気になりますよね。

「まあ、それはともかくですの。占せん拠きよとはまた穏おだやかな話じゃないですのね」

「実際は占拠ではなく、結果的に占拠することになってしまったということなのですが……」

　微び妙みように言葉を濁にごすグレーテルさんに、ふんぞりかえって話を聞いていたおおかみさんが口を開いた。

「……どういうことなんだ？」

「それを説明するにはまず美食クラブの説明から入った方がいいと思うのですが？」

「いちいち調べるのも面めん倒どうですので、説明していただけるならお願いしますの」

　御お伽とぎ銀行が貯ため込んだ大量の情報の中には美食クラブのものもあるはずだが、説明してくれるならとりんごさんは頼たのんだ。

「はい、美食クラブとはその名の通り食を楽しもうというクラブです。美食クラブの前身は料理研究会だったのですが、いつしか一部の者が、その活動を美味おいしいものを食べる方向へとシフトしていったのです。そして、料理研究会は内部で二つに分ぶん裂れつ。料理そのものを楽しむ者は料理研究会に残留、食を楽しむことを目的とする者は料理研究会から独立し美食クラブを創設したのです。

　活動内容は学食メニューや購こう買ばいで売られている食料品の食べ比べ、御お伽とぎ花ばな市しの飲食店の食べ歩きなど食に関する評価で、それらグルメ情報をまとめて定期的に発行していたのです。クラブとして認められ部費も出ていました。ですが……最近はグルメ情報を発行することはなくなりました。有あり体ていに言えば学校からお金をもらって美味しいものを食べているという集団になってしまったのです。故ゆえにほかの生徒からクレームが出て、生徒会が動くことになったのです」

「……そりゃあ出るだろ」

　おおかみさんがあきれて言う。

「はい。なのできちんと皆みなが認めるような活動をするよう何度も勧かん告こくを行いましたが、彼らはそれを無視。そのため部から同好会へ格下げ、部費の支給を停止することを決定したのです」

「まあ当然っスよねー」

「……ですが美食クラブのメンバーはそれに抗こう議ぎ、学園長に直じか談だん判ぱんしたらしいのです。そうしたら……」

「あのエロじじいが、またなんか余計なこと言っちゃったんですのね？」

　この場合のエロじじいとはおおかみさんたち御伽銀行のボス、学園長の荒アラ神ガミ洋燈ランプさんのことです。おおかみさんたち女の子はいろいろセクハラされているらしく、名前が出ただけでぴきぴききている模様。

「はい。美食クラブのメンバーに、そこまで言うなら覚かく悟ごの程ほどを見せてみろとか言ったらしく……」

「断食でも始めたのか？」

　美食クラブから連想した覚悟を見せる方法をおおかみさんは口にする。

「いえ……断食ならぬ断だん風ぶ呂ろを始めたのです」

「断風呂かよ!!」

　が、あまりに予想外すぎて思わず叫さけぶおおかみさん。

「食べることが好きな人が断食するなら、それはすごい覚悟だと思うんっスけどねー」

「そこで風呂断ってどうするんですの……」

　亮りよう士しくんとりんごさんもあきれ顔だ。

「それが占せん拠きよにどう関係するかわかりませんの」

「はい、それですが……美食クラブは食を楽しむクラブらしく、体格の良い方が揃そろってらっしゃいますので……」

　歯切れの悪いグレーテルさん。

「要するに太った方々が風呂に入らず、臭においがすごいことになってしまったということですのね」

「有あり体ていに言えばそうです」

「最近暑いしなー」

「きつそうっスね」

　時期はもう少しで夏本番といったところ。デブが汗あせをかきまくればものすごい臭いを発散してしまうのも頷うなずけます。

「はい、美食クラブのほかにも第一特別教室棟とうを活動の場としている部がいくつかあるのですが、建物全体に充じゆう満まんしているその臭いは既すでに人体に有害なレベルにまで達しているらしく、皆みな耐たえられずに逃にげ出し……」

「結果として占拠と同じことになってしまったんですのね」

「その通りです」

　その惨さん状じようを想像してしまったのか嫌いやな顔でおおかみさんは聞いた。

「それで立てこもってるメンバーは？」

「中ちゆう核かくとなっているのは美食クラブ創設者の豚とん田だ太ふとしとその兄、広ひろしと高たかしです。豚田三兄弟としてそれなりに有名です」

「有名なのか？」

「御お伽とぎ学園三大デブと呼ばれてますの。見た目そっくりの三つ子で三人合わせて四〇〇キロオーバー、三兄弟が揃うと廊ろう下かが通れなくなるとか」

「そりゃあすごそうだ」

　四〇〇キロ？　オレ何人分だ？　なんて考えているおおかみさん。あ、おおかみさんの名めい誉よのために言っておきますが、おおかみさんはその身長からすれば軽いです。脂し肪ぼうないですしね……必要なのも必要じゃないのも。

「見分ける方法は髪かみ型の違ちがいですの。右分けが長男、真ん中分けが次男、左分けが三男ですの」

「ふーん、でもなんで弟がリーダーなんだ？」

「三つ子なので兄か弟かなんて関係ないんじゃないですの？　まあ、あの三人の中で一番リーダーシップを発はつ揮きできたのが三男の太ふとしさんということなんでしょうですの。それでほかにはどうですの？」

「あとは彼らに付き従った方々が十人ほどです」

「ふーん、結構いるな。でもよ、生徒会には桃ももちゃん先せん輩ぱいがいるだろ。なんでオレらに頼たのむんだ？」

　おおかみさんが疑問を口にする。

　風紀の番人、生徒会のリーサルウエポン桃ちゃん。スタイルが破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんなだけでなく、物理的な攻こう撃げき力も抜群なのだ。鞭むちでビシバシお仕置きする女王様ですし、三匹びきの下げ僕ぼくもいますし。なので、普ふ通つうは桃ちゃんが行くはずなのだが……

　そんなおおかみさんの問いに、グレーテルさんはその声こわ音ねを少しだけ困こまった感じにして答える。

「はい、最初は吉き備び津つさんに頼んだのですが…………見事に撃退されて帰ってきたのです」

　その言葉におおかみさんたちは思いっきり驚おどろきの表情を浮かべた。

「おいおい、桃ちゃん先輩がやられたのかよ」

「マジっスか？」

　信じられないとおおかみさんと亮りよう士しくんがつぶやく。りんごさんもビックリ顔だ。

「それはまたビックリ仰ぎよう天てんですの。……しかし、それが本当だとすると、これはかなり大きな貸しになりますのよ？」

　桃ちゃんですら解決できなかった事件、相当の貸しになるはずだ。

「はい、承知しています。こちらとしては、早くこの件を解決したいのですよ。生徒からの苦情が既すでにものすごい件数に達しているのです」

　なるほど、相当せっぱ詰つまっているらしいな……とおおかみさんと亮士くんは顔を見合わせ、りんごさんは悪い顔で何か考え込んでいる。うまく立ち回って、できるだけ大きな貸しを作りますのよ～なんて考えているのかもしれない。

「だけど、桃ちゃん先輩はなんで撃退されたんだ？」

「はい、気分が悪いとすぐに帰宅してしまったので詳くわしくは聞いていませんが……『……もう嫌いやよん、二度と行きたくないわよん。アタシお家うち帰る～』などと青い顔でうわごとのようにつぶやきつつ涙なみだ目めでふらふらになっていたのです」

「……あの桃ももちゃん先せん輩ぱいがですの？　想像できませんの」

「あの人がそんな風になるのか、いったい何されたんだ？」

「そんなにすごい臭においなんっスかね？」

　疑問を口々にする三人だが、こればかりは実際に経験するしか答えは出ない。

「それで引き受けていただけますか？　これからすぐ頼たのみたいのですが……」

　なんてグレーテルさんが交こう渉しように入ったそのとき、グレーテルさんの携けい帯たい電話が鳴った。

「ちょっと失礼します」

　グレーテルさんは部屋の隅すみに行き電話を受ける。

「……お兄さま!!」

　そして激変するその口調。先ほどまでとは違ちがい感情が入りに入って、その燃えさかる熱い想おもいが目に見えるようだ。

「はい……はい、その件で今依い頼らいをしている最中です」

　その豹ひよう変へんっぷりを見て、おおかみさんがあきれながら亮りよう士しくんに言った。

「……相変わらずすごいな」

「おれは慣れたっスよ、家にいるときはずっとこんな感じっスから。逆にさっきの冷静な顔の方が珍めずらしかったっス」

　二人揃そろうとバラの舞まう少女漫まん画がの世界に突とつ入にゆうしてしまうこの兄妹きようだいは、ある意味御お伽とぎ学園の名物になっているんですよ。目立つし。

「そんなお兄さま……私もお逢あいしとうございます。お兄さまとこんなにも離はなれてしまい私は私は……」

　感きわまって涙なみだ声ごえになるグレーテルさん。その姿は生き別れになった兄妹といった感じなのだが……

「亮士、グレーテル先輩はヘンゼル先輩と一いつ緒しよに学校来たんだろ？」

「たぶん。仲良く朝ご飯食べてたっスし」

「そもそもにーちゃんの方は学園内にいるだろ」

「そうっスよねー」

　そんな外野の声が耳に入らないほど自分の世界に入り込んでいるのか、おおかみさんの視線の先ではいろいろな意味でクライマックスに突入しているらしいグレーテルさんが瞳ひとみを潤うるませている。

「嗚呼ああ、お兄さま…………」

　そしてグレーテルさんは電話を終え少ししたあと、戻もどってきて冷静な顔で言った。

「お待たせしました」

　そのあまりの変わりっぷりに言葉もないおおかみさんと亮士くん。そんなおもしろいグレーテルさんを気にもせず真しん剣けんに考え込んでいたりんごさんは、考えがまとまったらしく口を開いた。

「…………んー。わかりましたの。今日の予定は空いてますので大だい丈じよう夫ぶですの。まあ、たぶん私たちなら、どうにかなると思いますし」

　生徒会に大きな貸しを作るチャンスですし、なんて本音はりんごさんはもちろん口に出さない。

「それではよろしくお願いします」

　そんなわけでグレーテルさんは頭を下げたあと、多た忙ぼうを理由にそそくさと帰っていった。

　もちろんおおかみさんたちは、「多忙」なんて理由を一ミクロンも信じていなかったが。




　特別教室棟とうとは音楽室、家庭科室、理科室等々、普ふ通つうの教室では行えない教科のための部屋が集まった建物で、御お伽とぎ学園高等部の敷しき地ち内にいくつか点在している。

　その中の一つ、占せん拠きよされたという第一特別教室棟の前におおかみさんたちはいた。百聞は一見にしかずと、とりあえず様子を窺うかがいに来たのだ。簡単にすみそうならこのまま終わらせるし、無理そうなら引き返して準備を整えて再チャレンジということになる。

「ここですのね。教室の窓もカーテンも締しめ切られてて中が見えませんの」

　鉄筋コンクリート三階建ての建物を見上げつつりんごさんは言った。

「だなー。しゃーねー直接入ってみるか。おい、亮りよう士し」

「了りよう解かいっス」

　亮士くんがおそるおそるドアを開け、油断なく辺りを窺う。桃ももちゃんすら撃げき退たいされたのだ、何があるかわからない。

「誰だれもいませんの」

　隙すき間まから生暖かい風が流れてくる。かすかに漂ただよう饐すえた臭においに口だけの呼吸に切り替かえ、用心しつつ三人は内部に入り込み…………悶もん絶ぜつ。

「うげっ、くはっ」

「すっぱ！　マジすっぱいっス！」

「目が～目が[image: ～][image: ～]!!」

　校舎内に充じゆう満まんしていた空気におおかみさんは咳せき込み、亮士くんは鼻を押さえ、臭いが目にしみたのかりんごさんは目を押さえて叫さけんでいる。

　りんごさん、チャームポイントともいえるつぶらで大きな瞳ひとみが仇あだとなってしまったのでしょう。ぽろぽろと流れ出る涙なみだが痛々しい。

　しかしりんごさん、それ悪役の悲鳴ですから!!　もう少しサブヒロインらしい悲鳴を頼たのみますよ。

　まあそんな愉ゆ快かいなりんごさんはともかく、建物の中は地じ獄ごくだったのだ。

　建物の中に充満していたのはただの汗あせの臭い。が、その濃のう度どが普通ではなかった。臭いが物理的な攻こう撃げき力を備えておおかみさんたちを攻撃してきたのだ。もう既すでに毒ガスの域に達している。まさに最さい臭しゆう兵器。
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　そんなわけで、

「にっ逃にげるぞ!!」

「異議なしっス!!」

「めっ目が痛いですの～」

　おおかみさんはぽろぽろ涙なみだを流しているりんごさんの手を引いて、一目散に逃げ出した。




　三人は特別教室棟とうからかなり離はなれた場所まで逃げたところでようやく一息ついた。

　ぺたりと地面に座り込んで、おおかみさんたちはす～は～す～は～と新しん鮮せんな空気を吸すい込む。

　ああ、空気ってこんなに美味おいしかったんだと心から感動する。

　そして落ち着いたところでようやく口を開いた。

「うう……目にきましたの。ただの臭においもあそこまで濃のう度どが濃こいと、もう凶きよう器きですの。臭いってちゃんとそこにあるんですのよ？」

「うげえ……気持ちわりぃ。それにしても、まさかあれほどとはな。甘く見てた。桃ももちゃん先せん輩ぱいが逃げ帰った理由が嫌いやってほどわかった」

「桃ちゃん先輩快楽主義者っスからね」

「あの不快すぎる空間に一秒たりとも耐たえられないと思いますの」

　というか、快楽主義者がどうこうというレベルじゃないですね。人体に有害なレベルまで濃こくなった臭においなので、耐えられる人はいないに違ちがいない。

　もう嫌いやだ、あそこには行きたくない……と桃ももちゃんと同じ感想を顔に貼はり付けて亮りよう士しくんは聞いた。

「それで、マジこれからどうするんっスか？」

　そんな情けない亮士くんに、目を真っ赤にしたりんごさんが応こたえる。

「まあ、ほかの方たちならともかく、私たちならばどうにかなりますのよ。とりあえず、魔ま女じよ先せん輩ぱいに装備を用意してもらってから出直しましょうですの」

　そのりんごさんの提案に、おおかみさんはほっとした表情を浮かべる。

「なるほど、そりゃ名案だ」

「というか、それ以外は無理っスよね。ハンカチ濡ぬらして口と鼻に当てても目にしみるっスし」

　というわけで、おめおめと戦略的撤てつ退たいをすることにした三人でした。




　そんなこんなで三十分後、ガスマスクをつけた怪あやしすぎる人ひと影かげが特別教室棟とうの前にあった。その人影はもちろんおおかみさんたち三人。この格好でここまで歩いてきたのだが、すれ違う生徒たちに思いっきり引かれていた。

　だが、それでもあの空気をわずかでも吸すい込むことが耐えられなかった三人は、臭いが絶対届かないであろう場所でガスマスクを装着してきたのだ。

　にしても……かわいくなさすぎる絵え面づらですね。顔隠かくれてますし、素す敵てきに改造された制服がガスマスクと全くマッチせず、なんかもうすごいことに。

　みんな怪しいですが、中でも一番怪しいのはりんごさんでしょうか。小さな背、かわいい制服、ピクニックに持っていったらとても素敵な感じのバスケット、そして……ガスマスク。似合わないにも程ほどがある。

「それでは行きましょうですの」

　見た目がとてもかわいくなくなってしまったりんごさんは、もごもごと微び妙みようにくぐもった声で気合いを入れると扉とびらを開いた。それに続くやっぱり見た目がかわいくないおおかみさんと亮士くん。

　しかし今度はガスマスクなので防ぼう御ぎよ力は格段にアップし、おおかみさんが咳せき込んだり、りんごさんが泣き出したりすることはない。かっこよさのステータスはマイナスに突とつ入にゆうしてますが。

　特別教室棟に入り込んだ見た目が怪しい三人は、一階にある教室を端はしから一つ一つ調べていく。ついでに、窓も開放していく。

　そして、突つき当たりの教室の扉を開けた瞬しゆん間かん、中にいた人物が言った。

「よくやって来たブー」

　そう言ったのは一人のデブ。そのデブは教室の中で仁に王おう立だちして、扉とびらを開いたおおかみさんたちを見ている。

「………………」

「………………」

「………………」

　おおかみさんたちはとりあえず無言で扉を閉めたあと、ごにょごにょと作戦会議というか井い戸ど端ばた会議を始めた。

「おい、あの語ご尾びはさすがにあり得んだろ」

　おおかみさんはとても微び妙みような顔をしている。

「あれって、もしかしてキャラ作りですの？　確かにあの体型で『ブー』はナイスチョイスではあるんですけど、作るならもっとマシなキャラがあると思いますのよ」

　キャラ作りについて語るりんごさん。なぜかりんごさんが言うととても説得力がありますね。

「それに、あれはＯＫなんっスか？　微妙にまずいんじゃないっスか？」

　日曜日の夕方に出てきそうなキャラですしね。

　でも、亮りよう士しくんに他人の語尾について語る資格はありません。皆みなさん慣れて気にならなくなってらっしゃいますけど、あなたの語尾も相当ダメですよ？

「……で、あれは誰だれだ？」

「えーと……髪かみが右分けだったので豚とん田だ三兄弟の長男、高たかしさんだと思いますの」

　持ってきていたバスケットからノーパソを取り出して、りんごさんは写真を確かく認にんする。

「あれがか……というか、あんなのがほかに二人もいるのか？」

「それは……すごいっスね」

　というわけで、一通り話したあと、三人は再び部屋に戻もどる。

「待たせたな」

　そんな三人に高さんことデブは聞いた。

「それでおまえたちは何しに来たブー」

「わかってんだろうが」

「ふっまた来たブーか」

　この場合、またとは桃ももちゃんのことがあったからだろう。

「しかし、おまえたちも……」

　なんていうデブの決め台詞ぜりふを遮さえぎるようにしてりんごさんが言った。

「とりあえず、ここを占せん拠きよされてるととても邪じや魔まなので、今すぐ立ち退のいて欲しいですの。ただでさえ、人より余分に二酸化炭素発散して地球温暖化を促そく進しんさせて、見た目の暑苦しさから周囲の人の体感温度を引き上げまくってるんですのに、これ以上迷めい惑わくをかけないで欲しいですの。はっきり言ってあなたマジ臭くさいんですのよ」

　とても無む邪じや気きな笑え顔がおで、りんごさんはさらっと全世界の太った人を敵に回す発言をする。実はかなり怒おこっているらしいです。泣かされちゃいましたしね。

　笑顔でキレる恐おそろしい表情はガスマスクで隠かくされて見えないのがせめてもの救いだ。

「そっそこまで言うブー？」

　あまりの言われように、少しだけショックを受けているデブ。いや、少しのようでその実かなりショックを受けているデブ。地味に涙なみだ目めだし。

「全く、無む駄だに不快指数あげてんじゃねーですのよ。けっ」

　りんごさんはさらに追い打ちをかける。もう毒全開、見た目は赤あか頭ず巾きんちゃんのように無む垢くな少女なのに……実にもったいない。まあ、今は怪あやしいガスマスク少女なんですが。

　りんごさんに泣かし返されたデブは気にしてないふりで叫さけんだ。

「りっ理由はわかったブー。だが、そう簡単にいくと思ってるブーか？　俺たちは要求が受け入れられるまでここから出ないし、風ふ呂ろにも入らないブー!!　それでもどうにかしたいなら弟に直じか談だん判ぱんするブー。でもまあ簡単に先に進めるとは思わないことだブー」

　そこでデブは不敵に笑った。

「そう、先に進みたいならば、俺を倒たおしてからにするブー!!　倒せたらだがなブハハハハハー」

　そしてラスボスの手前にいる中ボスっぽい発言をかますデブ。が、

「わかった」

　それなら話が早いとおおかみさんがガチャガチャとねこねこナックルを装備し始めるのを見て、デブは思いっきりうろたえて叫さけんだ。

「まっ待つブー!!　誰だれも腕わん力りよく勝負なんて言ってないブー!!」

「……なんだよ、それを先に言えよ」

　そんな焦あせりまくりのデブの言葉に、おおかみさんはしぶしぶねこねこナックルをしまう。ちなみに、殴なぐった瞬しゆん間かんににゃ～んと癒いやしを垂たれ流すねこねこナックル改マークⅡの機能は、おおかみさんの必死の説得、お願いのあと、最後にはおおかみさんが自力でどうにかしようとしたことから、仕方なく折れたりんごさんにより排はい除じよされました。

　まあそれはともかく、ねこねこナックルをしまう様子を見てデブは胸をなで下ろす。

「こっこれだから野や蛮ばん人じんは困るブー」

「ああ？　なんか言ったかてめえ!?」

　すごむおおかみさん。ガスマスクなので地味に怖こわい。

「ひーっ!!　なっなんでもないブー」

　そして思いっきりビクビクしているデブ。本能がおおかみさんを天敵と判断したらしい。まあ、豚ぶたですしね。

「はぁ……それでは、いったいなんで勝負するんですの？」

　あきれたりんごさんがくぐもった声で聞く。人差し指を頰ほおに当てるといういつも通りのかわいらしいポーズ決めたりしているが、ガスマスクなのでやっぱり怖こわい。

「ふっふっふっよくぞ聞いてくれたブー。種目は……種目は……」

　そこまで言ったところでじーっとおおかみさんとりんごさんを見るデブ。ちなみに亮りよう士しくんのことはガン無視です。

「種目は……」

　女に縁えんがなさそうなデブはそこでようやく女が二人ということに気がついたらしい。

　顔はわからないが、このけったいな装備からしてあの御お伽とぎ銀行のメンバーに違ちがいない。御伽銀行の女性行員は一癖くせも二癖もあって性格もおかしいが、見た目だけは良いという噂うわさ。

　デブは目をつぶり何か考え込み……

「……どうしたんですの？」

　りんごさんのそのかわいらしい声が決定打となったらしく、見開かれたデブの目は何かを決めた男のそれだった。

「……よし、種目は鬼おにさんこちらだブー!!」

　錯さつ覚かくでした、どうにも女の色いろ香かとやらに血迷っていたらしい。というか、おおかみさんとりんごさんの色香に迷うってどれだけ女に恵めぐまれてないんでしょうかこのデブは。

　そんなデブのお馬ば鹿か発言を聞いた三人は無言で黙だまり込む。

「………………」

「………………」

「………………」

　ガチャガチャ

「むっ無言でその物ぶつ騒そうなブツを装備するのはやめるブー!!」

　黙ってねこねこナックルを装備し始めたおおかみさんにデブはあわてて叫さけんだ。

「りんご、こいつ無視して上あがらねえ？」

「んーそうしたいところですけど、無視して臭くさいままでいられても困りますの」

　やる気ゼロのおおかみさんと、仕方ないですのーなんて首をかしげるりんごさん。

「……で、一応聞いておきますけどそのふざけた勝負方法はいったいなんですの？」

「ふっ俺たちは学園長に覚かく悟ごを見せろと言われたブー。そして覚悟を見せるからには、俺たちがどれだけ食に対する愛を持っているかを知らしめるのが一番だブー!!　故ゆえに食に関連した勝負で来訪者を撃げき退たいするんだブー!!」

　ちなみに鬼おにさんこちらとは……言うまでもないですね。子供がやる場合はただの愉ゆ快かいな遊びなんですが、ある一定の年ねん齢れいを超こえると目め隠かくしして女の子を追い回すとっても楽しいゲームになるんですよ。

　まあそんな駄だ目めな解説はともかく、おおかみさんは誰だれもが気になるであろうことを聞いた。

「…………どのあたりが食に関係してるんだ？」

「全くわかんないっスよ」

　確かに全く関係ない。いや、「食べる」という言葉的には合ってるかもしれないですね？　この場合食べられるのは女の子なんですが、というかいったいなに書いてるんでしょうか。

「ふっ食通に求められるのは味覚だけではないブー。視覚、嗅きゆう覚かく、聴ちよう覚かく、触しよつ覚かく、そう料理とは五感をフルに使って味わうものなんだブー!!　故ゆえに鬼さんこちらだブー!!　視覚を閉とざすことによりほかの四つの感覚をより鋭えい敏びんにし…………」

「…………コ～……ホ[image: ～][image: ～]」

　おおかみさんはそんな馬ば鹿かな説明を遮さえぎるように深呼吸をして、戦せん闘とう状態に自身を持っていく。ガスマスクをつけているので、黒ヘルメットのあの人を彷ほう彿ふつとさせる吐と息いきが漏もれる。

　デブはその吐息に吹き飛ばされたように部屋の隅すみに後退し、ガチャガチャと凶きよう器きを装備し始めたおおかみさんに叫さけぶ。

「だっだから、その物ぶつ騒そうなブツのことは忘れるブー!!　お願いだからブー!!　そっそれに、暴力で排はい除じよされた場合は、絶対に俺たちは同じことをやってやるブー!!　暴力には屈くつしないブー!!」

　おおかみさんの剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに怯おびえつつも、デブははっきりと言い切る。そんなデブを見たりんごさんはため息をついた。

「…………はあ条件付きで認めますの」

「条件を言うブー」

「五分間私たちが捕つかまらなかったら私たちの勝ち、捕まったらあなたの勝ち。あと手て拍びよう子しじゃなくて、鬼さんこちら音ねの鳴る方へという感じで、手を叩たたく代わりにほかの音を出しますの」

　その条件にデブは考え込む。

　手拍子じゃなくて音ブーか……でも、音が聞こえるならどうにかなるブー。

　それに部屋の中で行動できる範はん囲いは決まっているブーし、問題はないはずブー。そしてなにより俺の体積の大きさはこのゲームでかなり有利になるはずブー。部屋の間取りを把は握あくしてるからプレッシャーをかけて袋ふくろ小路こうじに追い込んで、そして……

　そう考えたデブはりんごさんの条件をのんだ。

「………………わかったブー!!　その条件をのむブー!!」

　そして意気揚よう々ようとデブは目め隠かくしをした。目先のめくるめく桃もも色いろ体験に血湧わき肉躍おどっているらしい。

「では開始ですの～」




　一階　鬼おにさんこちら




「はい、鬼さんこちら音ねの鳴る方へ♪」

　その声に、うへへへとだらしない表情で歩みを進めるデブ。

　頭にネクタイでも巻いていたらまんま酔よっぱらいのサラリーマンだ。

「どこにいるブ～」

　……とふらふら歩くデブにりんごさんがかわいらしい声で歌う。

「こっちですの～鬼さんこちら～音の鳴る方へ～♪」

　バチバチバチッ

　とても特とく徴ちよう的な音がりんごさんの方から聞こえる。

　おおかみさんからは台詞せりふの代わりに黒ヘルメットのあの人の吐と息いきが聞こえる。

「コ[image: ～][image: ～]ホ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　なんというか……闘とう志しを練りに練っているらしいです。

　それだけでなく何か奇き妙みような音も聞こえる。

　ガシッガシッ

　しかし、目の前の餌えさに釣つられたデブは、その音の持つ危あやうさに気がつかない。

　その音にデブはふらふらと誘さそわれるように進み、音のすぐ側そば、りんごさんがいると思われる場所に手を伸のばした。

「そこかブー……捕つかまえた……」

　が、デブがりんごさんに触ふれることはなかった。

　かわりにバチバチバチバチッときて、

「ブブブブブッ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　ドガッ

「ブッ!?」

　と吹ふっ飛んだ。

　もちろんバチバチバチッはりんごさんのスタンガンの音で、ガシッガシッはおおかみさんがねこねこナックルを打ち付け合う音だ。

　要するに、デブはりんごさんのスタンガンで電でん撃げきを食らったあとに、おおかみさんにぶっ飛ばされたわけなのだ。

　何が起こったのかわからず、それでも微び妙みように幸せそうな顔で気を失っているデブを見下ろし、りんごさんは勝利の笑えみを浮かべる。……まあマスクで見えてないんですけど。

「攻こう撃げきしちゃダメってルールはなかったですのよ」

「あーやっぱりこういうのがスカッとして良いな」

　おおかみさんもとてもすっきりしたようだ。

　確かに五分間捕つかまらなかったのでおおかみさんチームの勝ちだ。しかし、手段を選ばないのも程ほどがあるでしょうに……

「じゃあ行くか」

「そうですのね」

　なんて感じで動かなくなったデブを何事もなかったかのようにスルーして行こうとしたおおかみさんたちだが、がばっと起きあがったデブに足を止めた。

「おおっ起きた」

「……タフですのね」

　どうやら、蓄たくわえた脂し肪ぼうがデブの身を助けたらしい。

　そんなわけで致ち命めい傷しようを受けずに、どうにか立ち上がったデブは、

「おっ憶おぼえていろブー!!　俺の弟はすごいんだブー!!」

　なんて涙なみだ目めでダメでお約束な言葉を叫さけびながら部屋を飛び出していった。

　それを見たおおかみさんは一言。

「…………なんか愉ゆ快かいな奴やつだな」




　階段を上のぼり窓を開放しつつ、おおかみさんたちは二階の探たん索さくを開始する。

　そして二階のある部屋の中を覗のぞき込むと……

「ふっふっふっ高たかしを倒たおすとはなかなかやるブヒね」

　またデブがいた。

「くっ油断しただけブー」

　泣きながら逃にげ出した一階のデブ、高さんもいる。

「………………」

「………………」

「………………」

　おおかみさんたちはまた扉とびらを閉めて廊ろう下かでこそこそ内ない緒しよ話を始める。

「おい、今度はブヒだよブヒ」

「実にあり得ませんの」

「いやまあ、あの体型でブーとかブヒとか以外の語尾つけられても困るっちゃあ困るんスけどね」

　デブが語尾になになにだぴょんとかなになにだにゃんとかつけてたら、絶対キレれますね。不特定多数の人たちが。

「で、あいつは？」

「髪かみの毛真ん中分けでしたし、たぶん豚とん田だ三兄弟次男の広ひろしさんですの」

「なんか名が体たいを表しまくってるっスねー」

「つーか、二人揃そろっただけでかなりの暑苦しさだな」

「三人揃ったらすごいことになりそうっスねー」

　そんな感じで言いたいことを存分に言ったあと、おおかみさんたちは部屋の中に入る。

「で、おまえも素す直なおに出ていって風ふ呂ろに入る気ないんだな」

「もちろんだブヒ!!　これより先に進みたいなら俺の屍しかばねを越こえていくブヒ!!」

「そうだブーそうだブー!!」

　二人に増えたので二倍暑苦しいデブ兄弟だった。

　まあ、それはともかく……

「わかった」

　ガチャガチャ

　やっぱりねこねこナックルを装備し始めるおおかみさん。

　そしてあわてるデブ。

「ちょっ待つブヒッ!!」

「……なんだよ」

　おおかみさんは不満そうだ。

「なんでもかんでも暴力で解決するのはいけないと思うブヒ!!」

「そうだブー!!」

　そんな冷や汗あせかいても暑苦しいデブたちにりんごさんは聞いた。

「……はあ、で、あなたはどんな勝負をふっかけてくるんですの」

　そのりんごさんにデブは得意満面に説明し始める。

「よくぞ聞いてくれたブヒ!!　食通は、我々の血肉となってくれた幾いく多たの命に感謝しなければならないブヒッ。そしてそのためには食材の気持ちになるのが一番だブヒ!!　というわけで今度のゲームは………………ツイスターゲームだブヒ!!」

　ヒートアップする暑苦しいデブに、クールダウンして黙だまり込む三人。

「…………」

「…………」

「…………」

　そして……

　ガチャガチャ

　おおかみさんはまた凶きよう器きを装備し始めた。

「だっだからそれはやめるブヒ!!」

　プリティーな外見の割にはとても痛そうなその武器にデブはうろたえる。

「で、なんだって？」

　おおかみさんがあ～ん？　なんて剣けん吞のんな表情で聞く。

　しかし、デブはそんな危ない雰ふん囲い気きにも負けず熱く言い放つ。

「ツイスターゲームだブヒッ!!」

　その姿はまさに漢おとこ。

　瞳ひとみの中ではめらめらと炎ほのおが燃えている。

　このデブ、ボインにタッチ（死語）

　いやーん、まいっちんぐー（やっぱり死語）

　なんてことを考えているに違ちがいないですね。

　しかし、あまい。あま[image: ～][image: ～]い。二人にはそんな立派なものは付いてな……

「うっせー!!」

「ですの!!」

　……いこともないような気がしないでもないんじゃないでしょうか。

「…………で、今度の理由はなんなんっスか？」

　おおかみさんたちがあらぬ方向につっこみを入れていたので仕方なく亮りよう士しくんが聞いた。

「ふっよく聞いてくれたブヒ。ツイスターゲームのシートはまな板、それに乗せられるのは食材である俺たち、乗ったあとは自分たちの運命を料理人たにんに任せるだけ。そう、ここ二階では、食材の気持ちを味わうことで覚かく悟ごを見せるんだブヒ!!　まさにツイスターゲームとは食材の気持ちを味わうにピッタリなゲームなんだブヒッ!!」

　なんだか良いことを言っているような気がしないでもないが、よく考えてみればすさまじく馬ば鹿かで強引な論理展開だ。しかもこれで要求しているのがツイスターゲームですしね。

「で、私たちが勝ったらおとなしく先に進ませてくれるんですの？」

「そうだブヒ」

「そうだブー」

　鼻息荒く頷うなずくデブ×２。

「…………はあ、今度も条件付きで認めますの」

「ほんとかブヒ!!」

　激しく喜ぶデブ。どうやらこちらも建て前以外のこともちょっぴり期待していたようだ。おおかみさんりんごさんと組んずほぐれつとか夢想しているのかもしれませんね。実にダメですね。

「条件は今回も私たちが決めたルールで行うことですの。そのルールは、互たがいに二名ずつ出し合ってそれぞれでゲームをし、勝敗は回したルーレットの回数で決めるということでどうですの？」

「そっそれはブー……」

　おおかみさんかりんごさんと組んずほぐれつしたいデブは言いよどむ。

「認められない場合は実力行使で排はい除じよしますの。めんどくさいですけど、そちらがあきらめるまでこっちも付き合いますのよ？　何度現れようがその都度涼りよう子こちゃんがやって来て実力で排除ですの」

「うっ」

「あ、ちなみにこちらは私と涼子ちゃんが出ることにしますのよ」

　それを聞いてデブは考え込んだ。

　女の子二人が組んずほぐれつ……いいかも。というわけで、デブは鼻息荒あらく言った。

「わかった、その勝負受けたブヒ!!」




　二階　ツイスターゲーム




　先せん攻こうおおかみさんチーム。

「あっ涼子ちゃん、赤いけますの？」

「おっおう、どうにか大だい丈じよう……夫ぶ」

　シートの上で組んずほぐれつになっているりんごさんとおおかみさん。

「……よし。亮りよう士し、次だ」

「ハイっス」

　亮士くんがルーレットを回す。

「次は青っス」

　りんごさんのスカートがひらひらときわどくめくれ上がり、スリットからおおかみさんの長い足が伸のびる。抱だきつくような状態になっている二人に漂ただようのは妖あやしい空気。

「…………」

「…………」

　が、豚とん田だ兄弟のテンションが上がらない。

　なぜならば……

「まっマスクが」

「邪じや魔まだブー」

　そう、おおかみさんとりんごさんはガスマスク被かぶっているのだ。妖しさ大だい爆ばく発はつのガスマスクをつけた少女二人が組んずほぐれつ……シュールすぎる光景だ。

　人間は中身が重要って言いますけど、外面もやっぱり重要ですよね。

「次は緑っスー」




　というわけで、おおかみさんチームは二十回ほどルーレットを回しました。




　後こう攻こう　デブ……もとい美食クラブチーム。

「ふっふっふっ、次は俺たちブヒね、いくぞ、高たかし!!」

「腕うでが鳴るブー!!」

　ルーレットを回す役の小デブが来たあと、シートの上にデブ兄弟が乗る。

　そして……

「…………ブヒッ!?」

「…………ブーッ!?」

　描びよう写しやするまでもなく体重を支えきれずにつぶれるデブ二人。

　ルーレットの回数を数えるまでもなくおおかみさんチームの勝ち。




　勝者のりんごさんがデブが折り重なってる暑苦しすぎる光景を見ながら言った。

「ま、というわけで先に進みますの。あ、負け犬ならぬ負け豚ぶたの皆みなさんはちゃんとシャワーを浴びるようにしてくださいの」

　デブを見下ろしながらそんなことを言うりんごさんに、おおかみさんはあきれ顔だ。

「りんご、こうなることわかってたろ」

「もちろんですの。デブは安定してますけど、一度バランスが崩くずれたら自分の体重を支えられるわけありませんの」

　そんなりんごさんの言葉をぷるぷる震ふるえながら聞いていたデブ兄弟は、デブにあるまじき敏びん捷しようさで立ち上がり言った。

「おっ憶おぼえていろブヒッ!!」

「そうだブー!!　弟に言いつけてやるブー!!　ほんとだぞブー!!」

　そして捨すて台詞ぜりふと共に走って逃にげるデブ二人。そんな二人を見ながら亮りよう士しくんが言った。

「…………愉ゆ快かいな人たちっスねー」

　というわけで、豚とん田だ三兄弟長男と次男を倒たおしたおおかみさんたちは三階へと進んだ。




　三階へと向かう階段でおおかみさんが口を開いた。

「……つーかこいつらは何がしたいんだ？」

　勝負をふっかけられたが、その勝負は両方ともパーティーゲームというか、女の子とやったら楽しいゲームだった。

　しかも吹ふけば飛ぶほど簡単にやられてしまった。

「さあ？　わかんないっス」

「ん～脳が脂し肪ぼうに変わっちゃってるお馬ば鹿かな方の考えなんてわかりませんの」

「？」を浮かべる亮士くんと、なにげにひどいことを言っているりんごさん。

「でもまあ、次であいつらのボスをどうにかすりゃ終わるだろ」

　おおかみさんは少々投げやりな感じで言った。




　そして三階、探たん索さく後ラスボスであるはずの太ふとしさんのいる部屋を突つき止めたおおかみさんは、その扉とびらに手をかけつつ口を開いた。

「……次の奴やつはどんな奴なんだろうな」

「順番的には三男の太さんですのね……かなり気になりますの」

「ブーと来て次はブヒでしたっスからねー」

　三人は話の本筋以外が気になって仕方がない。

「じゃあ行くぞ」

　おおかみさんは扉を開ける。

　中を見ると……前二階と同様、そこにはデブが待っていた。左右にデブが二人……というか高たかしさんと広ひろしさんが控ひかえているということは、真ん中のデブが三男の太さんなのだろう。

「いよいよだぞ……」

「ですの」

　ゴクリと固唾かたずをのんで見守る三人に、そのデブは言った。

「よく来たな」

「………………」

「………………」

「………………」

　ちょっと待ってみてもそれ以上何もない。

　そのデブに思わずおおかみさんたちは叫さけんだ。

「……おい、それだけかよ!!」

「せっかく期待してたんですのに!!」

「ボスならボスらしく、もう少し特とく徴ちよう持って欲しいっス!!」

　理り不ふ尽じんな怒いかりを向けられた左分けのデブが言う。

「……何を言っているかわからないが」

　確かにこの場合はこのデブになんの落ち度もありませんね。

「で、あなたが部長の豚とん田だ太さんでよろしいんですの？」

　兄弟二人と見た目が全く同じなのでわかり切ったことだが、りんごさんは一応聞いてみる。

「そうだ」

「で、あなたもここをおとなしく出ていってお風ふ呂ろに入る気はないんですのね？」

「もちろんだ」

　頷うなずく太さん。左右の兄たちもうんうん頷いている。

「ですが、あなた方の言っていることはわがままでしかありませんのよ？」

「だな、ろくな活動もせずただ金をもらってうまいもん喰くってるなんざ許されるわけないだろ」

「おとなしく観念して、お風ふ呂ろに入ってくださいっス」

「そもそも空飛ぶあの方が言ってたように飛べない豚ぶたがただの豚だとしたら、飛べないどころか人様に迷めい惑わくかけてるあなたたちはただの豚以下なんですのよっ？」

　そんな三人の言葉というか、最後のりんごさんの一言でショックを受ける長男と次男。

「ひっひどいブー!!」

「そうだブヒ!!　飛んだりなんてできないけど俺らは元気に生きてるブヒよ!?」

　しかし、最後まで黙だまって聞いていたデブこと太ふとしさんはゆっくりと口を開いた。

「……最初は、うまい店を紹しよう介かいすることに喜びを感じていた。日の当たらないうまい店に日を当てる。店には感謝され、読者には教えてくれてありがとうと感謝され、皆みなが幸せになる」

　太さんは遠い目で窓の外を見ている。

「しかし……それは昔の話、今は……我々が内臓脂し肪ぼうを増やし血糖値を上げつつも足と舌で集めた情報はナンパの道具となりはててしまった!!」

　そこで太さんは怒いかりをあらわにする。

「……ナンパの道具？」

「んー、おれ美味おいしいお店知ってるんだけど一いつ緒しよに行かない？　……って感じじゃないですの？」

「なるほどな」

「なるほどっス」

　おおかみさんと亮りよう士しくんも納なつ得とくする。

「そして、店にはカップルが溢あふれ、オサレ空間ができあがり、我々デブは暑苦しい汗あせ臭くさいなどと冷たい目で見られ罵ののしられ、店に入ることすらできなくなるのだ!!　まいうーまいうー言ってちやほやされるのはテレビの中での話。世間はデブには厳しいのだ!!」

「…………あー」

　その駄だ目めな主張におおかみさんは頭をぽりぽり。

「そう、情報を発信し幸せになる皆の中には我々デブは入っていなかったのだ!!　美食を求めて部を立ち上げたというのに、我々が食べられなくなるなど本末転てん倒とう!!　だから我々は美食の情報を発信することをやめたのだ!!　そう、正義は我らにある！　我らは負けるわけにはいかない！　おまえたちを撃げき退たいすれば、我らの覚かく悟ごは学園中へと轟とどろくだろう!!　そうすれば、学園長の許可を得ることにより部の存続もあり得るのだ!!」

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通称御伽銀行は悪名高いのでおおかみさんたちを撃退したという噂うわさが流れれば、背に腹は替かえられないということになる可能性もなきにしもあらず。

　覚悟を見せれば、この学園のドン荒アラ神ガミ洋燈ランプ学園長が鶴つるの一声で存続を認めるかもしれない。

「我々は引かぬ!!　引くわけにはいかぬのだ!!　我々をどうにかしたいなら俺を倒たおしてみせろ!!」

　口調も体型も纏まとったオーラさえ暑苦しいデブにあきれ顔のおおかみさんが聞いた。

「……で、次の勝負は？」

「ふっこれだ」

　デブは無数の棒状のものを取り出した。

　次は箸はし使いで勝負でもするのかとおおかみさんたちが注目する中デブは言った。

「次のゲームは…………王様ゲームだ!!」

　どーだ参ったかと言わんばかりの勢いで言い放ったデブにりんごさんは聞いた。

「……………………あなたたち実はただ女の子と遊びたいだけなんじゃないですの？」

「だっ断じて否いな!!」

「そっそうだブヒ!!」

「そっそうだブー!!」

　りんごさんの的確すぎるつっこみに、デブ三兄弟は不自然に口ごもる。

「というか、王様ゲームでいったいどうやって勝敗つける気だよ」

「…………」

　おおかみさんの声に応こたえないデブというか応えられないデブ。どうやら考えていなかったらしい。というかもう既すでに食に関連づけてすらいねー。

　そんなデブたちにりんごさんがあきれと疲つかれが混じった声で言った。

「………………はぁ条件が二つありますの」

「なんだ？」

「一つ目。ルールは私たちに決めさせてくださいですの。ルールはだいたい普ふ通つうの王様ゲーム。人数はそちらが三人こちらが三人の計六人。ただ、王様は自分に何かしろという命令はできない。要するに、二番が三番に何々しろという命令はＯＫで、二番が王様に対して何々しろという命令はダメということですの。

　勝敗をつける方法は、王様の命令を履り行こうできなかった人、ギブアップした人が抜ぬけていき、最後に残った一人がいるチームの勝ちという感じでどうですの？　ギブアップありはこちらとしても譲ゆずれないところですし」

「むう、それは……」

　これでは、王様になってムフフな命令しても自分がおいしくない。しかも拒きよ否ひできるんならムフフな命令しても、全く意味がない。

「どんな命令をなさるつもりかはわかりませんけど、こういうルールならそこまで無茶な命令をしないと思いますの。まあ、こういうゲームは、そのぎりぎりなところをいくのが醍だい醐ご味みだと思いますのよ？　その代わりと言ってはなんですけど、同じチームの皆みなさんとくじを見せ合うのをＯＫにしますの。要するにこれはチーム戦なんですのよ。仲間の番号がわかれば、相手の番号も見えてくる。そうすれば仲間においしい思いをしてもらうこともできるんですのよ？」

「だが……」

　それでも渋しぶるデブ（三男）。それを見てりんごさんはため息をつく。

「はぁ、仕方ないですの。複数に命令できるというのも認めますの」

「……どういうことだブー？」

　もー大おお盤ばん振ぶる舞まいですのなんて言うりんごさんにデブ（長男）が聞いた。

「まあ、簡単に言いますと、運が良ければ私と涼りよう子こちゃん二人が誰だれ々だれに～なんて命令ができるわけですの。番号の見当がつくのでかなりの確率で狙ねらえますのよ？」

「……なるほど」

　りんごさんの言葉を聞いたデブ三人は顔をつきあわせてゴニョゴニョと相談したあと、三男が代表して頷うなずいた。

「……そういうことならいいだろう」

　ハーレム!!

　おおかみさんとりんごさんがセットでいろいろやってくれる!!

　なんてことを考えてるんでしょうね。実におめでたい人たちですね。もう二回も愉ゆ快かいに負けたの忘わすれてるんでしょうか？

「では二つめですの。二つめは、この校舎のすべての窓を開けて空気の入れ換かえ。あなたたちは家に帰ってシャワーを浴びてこぎれいにしてからもう一度来ること」

「そっそれは」

「じゃないと私たち、このガスマスクはずしませんのよ？」

　その言葉にデブ三兄弟は考え込む。

　このガスマスク少女と王様ゲーム……それは正直楽しくない。せめてガスマスクははずしてもらわないと。しかし……なんて葛かつ藤とうをしているデブたちに最後の一押しをするために、りんごさんがガスマスクをはずし、とっておきの笑え顔がおでにっこりと微笑ほほえんだ。

　デブ三兄弟はそのかわいらしい笑顔に見とれる。そう、りんごさんは外見だけはそれはもうプリチーなんですよ。

　が、その行動にあわてたのはおおかみさんと亮りよう士しくんだ。

「なっ、りんご、ガスマスクをしろ!!」

「そうっス!!　取り返しのつかないことになるっスよ!!」

　必死にガスマスクをはめさせようとするが、りんごさんはガスマスクをはずしたままでおおかみさんたちを一いち瞥べつし……それでもまだデブたちに微笑み続ける。

「りっりんご、おまえ……」

「赤あか井いさん……あなたの決意、しかと見届けたっス」

　この最さい臭しゆう地じ獄ごくの中でガスマスクをはずすというりんごさんの勇気ある行動に、なんかとても感動しているらしいおおかみさんと亮りょう士しくん。

「……………………」

「………………ブー」

「………………ブヒ」

　そして完全に取り残された感のあるデブ三人。

　でも、端はたから見たら馬ば鹿かですけど、本人たちは本気なんですよ。それほどにこの部屋の臭においは酷ひどいんですよ。

　そんな感じでりんごさんは存分に笑え顔がおをデブたちに見せたあと、ガスマスクをはめ咳せき込み某ぼう有名な台詞せりふを言った。

「こほ……うっ少し肺に入ったですの」

「それなんてその者蒼あおき衣を纏まといてっ!?」

　目の前で繰くり広げられたベタな寸劇に思わず三男の太さんがつっこんだ。

　その後、りんごさんの見た目のかわいらしさと、腐ふ海かい扱あつかいされたショックなどからりんごさんの提案を受け入れる。

「いいだろう！　シャワーを浴びに行くぞ!!」

「わかったブヒ」

「わかったブー」

　窓を開けたあと、デブたちを引き連れデブ三兄弟は部屋を出ていく。そのデブたちを見届けたあと、おおかみさんは言った。

「…………もしかしてあいつら馬鹿なんじゃねえ？」

「もしかしなくても馬鹿ですの」

「依い頼らい達成しちゃったっスからねー」

　生徒会からの依頼は、立てこもったデブたちをどうにかしてくれだったので、もう既すでに依頼達成しちゃいました。

「それでどうすんだ？　帰るか？」

「んーこのまま帰ったら、彼らは絶対また同じこと繰り返すと思いますの」

「だからって、王様ゲームに付き合うんスか？　それは……」

　嫌いやそうな顔をする亮士くん。

「あら、もしかしたら涼りよう子こちゃんとむふふ～な素す敵てき体験できるかもしれないですのよ？」

「そうなればうれしいっスけど、あのデブと涼子さんがあんなことやこんなことまでしてしまったらと考えただけで……くうぅ」

　想像だけで滂ぼう沱だと涙なみだを流す亮士くんをおおかみさんがどつく。

「そんなことになるかボケッ!!」

「痛いっス!!」

「でもまあ、ギブアップもできますし大だい丈じよう夫ぶですの。それに私に考えがありますの」

「考え？　だからルールでいろいろ注文つけてたのか」

「そうですの。というわけで森もり野の君」

「なんっスか？」

「これにはあなたの力を借りないといけませんの」

「はあ、おれにできることならいいっスけど」

「じゃ、お耳を拝借ですの。涼りよう子こちゃんも」

　そんなわけで三人は顔をつきあわせてデブが帰ってくるまで作戦会議をしていました。




　三階　王様ゲーム




　一回戦

　シャワーを浴びてこぎれいになってきたデブたちが帰ってきたので、細かなルールを詰つめたあと王様ゲームが始まった。

　参加するのは美食クラブチームから豚とん田だ三兄弟とおおかみさんたち三人の計六人。座り順は、時計回りにおおかみさん亮りよう士しくんりんごさん太ふとしさん広ひろしさん高たかしさんの順で車くるま座ざになっている。

　まずは太さんが六本の割わり箸ばしを手に持ち、皆みなにそれを見せる。

　見た目そっくりな割り箸に、王様と一から五の数字が書かれている。

「一応もう一度ルールの確かく認にんですの。くじはいかさまのないようにみんなの目の前でシャッフルする。シャッフルする人は太さんから時計回りで移動。あなたたち美食クラブチームがシャッフルする場合は、私たち三人が先に割り箸を引き、私たちがシャッフルする場合はあなた方が先に割り箸を引く。同じチームでくじは見せ合ってもいい。複数人に対しての命令もＯＫ。問題ないですの？」

　かなり奇き妙みようなルールだ。特に同じチームでくじを見せてもいいというのは王様ゲームとしてはかなり異質なのだが、そもそも王様ゲームで勝負とかそのあたりからしてあり得ないのでまあ気にしない方向で。

「ああ、問題ない」

　りんごさんの言葉に太さんは頷うなずき、皆の目の前で手の中のくじを見せたあと、割り箸をシャッフルした。

「じゃあいくぞ」

　皆が手を伸のばして割り箸を取る。

「「「「「「王様だ～れだ」」」」」」

　その言葉に手を挙げたのは……

「ハイ、おれが王様っス!!」

　亮りよう士しくんでした。

「命令は……三番と四番と五番がそれぞれにキスっス」

　その命令にデブ三兄弟が絶望。相手の番号がわかっているのでまあ当たり前の結果ですね。

「じゃ、ぶちゅーといってくれ」

　完全他人事でおもしろそうにそうはやし立てるおおかみさん。

　太ふとしさんが青い顔で兄弟たちに言う。

「あきらめるな！　あきらめたらここで終わりだぞ!!」

　いやまあその通りなんですがね……その台詞せりふは使いやすいですけどもっとマシな状じよう況きようで使いましょうよ。

　しかしその太さんの言葉に何かクるものがあったらしくデブ二人は頷うなずき……三人で交こう互ごにぶちゅーといった。

　映像があったら間ま違ちがいなくお花畑の映像が流れてましたね、あまりの見苦しさに。

「…………おお、まじでやった」

「……うわぁですの」

「…………マジきついっスね」

　未いまだかつてここまで見苦しいキスシーンがあっただろうか。この世のすべてをかけ算にしてしまう腐ふ女じよ子しの皆みなさんでもこれには萌もえられないに違ちがいない。

　そんな前ぜん人じん未み踏とうというか人外魔ま境きような熱いベーゼを交かわし青い顔をしたデブたちは、それでも夢を追い求める。そう、女の子たちとのふれあいを。

「……次だ」

　デブたちは今、間違いなく輝かがやいていた。




　二回戦

「「「「「「王様だ～れだ」」」」」」

「私ですの」

　お次の王様はりんごさんだった。

「え～とですの」

　りんごさんは少し考えたあと、

「一番と二番と五番がキスですの」

　言うまでもなく命令されるのはデブ三人。

「…………」

「…………」

「…………」

　先ほど熱いベーゼを見せてくれた太さんと高たかしさん広ひろしさんの三兄弟は真っ青で、いつもとは違ちがう汗あせを流している。

「またまた王様引けないなんてついてないですのねー。ま、二分の一の確率なのでこんなこともありますの。ではルールはルールなので、ブチューといってくださいの」

　さあさあとりんごさんが三人を追いつめる。

「おまえたち!!　ここであきらめてもいいのか!!」

　やばくなってきた顔色で励はげます太ふとしさんの言葉に高たかしさん広ひろしさんは頷うなずき、また三人でブチューと。

「……これが美形兄弟ならよかったんだろうがな」

「まぁ、私としても美形兄弟のキスならそれなりに美味おいしくいただけると思うんですけど……。流石さすがにこれは無理ですの」

　なんて完全他人事で話してるのはおおかみさんと、さらっと自分が腐ふ女じよ子しだとカミングアウトしているりんごさん。

　そんな二人の会話を無視して、いっぱいいっぱいになってきたデブたちが言った。

「……つっ……次だ」

　デブたちはやはり輝かがやいていた。……このくそ熱いのに冷ひや汗あせで。




　三回戦

「「「「「「王様だ～れだ」」」」」」

「オレだな」

　お次の王様はおおかみさんだった。

「じゃあ四番と二番と五番がぶちゅーとキス。舌も入れろ舌も」

　そのおおかみさんの無情な言葉に……

「…………」

「…………」

　ダダッと泣きながらデブ二人が逃にげ出した。流石にデブ同士のキス三連発はきつかったらしい。逃げ出したのは長男高さんと次男広さん。

「はい、これで二人退場ですの」

　りんごさんが逃げ出した高さんと広さんにさよならですの～とハンカチを振ふる。

　そんなりんごさんに太さんは叫さけんだ。

「いっいかさまだ!!」

　三連続でおおかみさんチームのメンバーが王様になればそう言いたくもなるだろう。

「そんなこと言われましても。目の前であなたたちがシャッフルしてるのにどうやればいかさまなんてできるんですの？」

「くっ」

　太ふとしさんは悔くやしそうに顔を歪ゆがめる。確かにそうなのだ。目の前でシャッフルしたのは自分たちなのだ、いかさまはしようがない。

　しかし、偶ぐう然ぜんでこんなのが続くわけもない。種明かしをすると、おおかみさんたちはいかさまは使ってないが、反則技わざは使っているのだ。

　どうしておおかみさんチームに王様が集中しているのかというと、亮りよう士しくんが見て憶おぼえているのだ。

　亮士くんは生まれ育った環かん境きようから目が無茶苦茶良かったりするのだが、視力だけでなく動体視力も抜ばつ群ぐんなのだ。この目があるからこその亮士くんの射しや撃げき能力だったりする。

　まあ、普ふ段だんは対人恐きよう怖ふ症しようで身体からだが固まっちゃってうまく動かないので、その目も宝の持もち腐ぐされなんですけどね。

　では、説明しよう。流れはこう。手の中でシャッフルをする際に、亮士くんがひたすら見て番号を確かく認にんする。りんごさんの提案で、最初に割わり箸ばしを見せていかさまがないというのを確認させてから目の前でシャッフルするので、目が良ければくじを追つい跡せきできる。

　順番も重要だ。りんごさんは最初は太ふとしさん、次は広ひろしさん、その次は高たかしさんと順番にシャッフルするように誘ゆう導どうしていた。デブチームがシャッフルする場合はおおかみさんチームが先に引くことになっているので、三回連続でおおかみさんたちが先にくじを引くことになる。

　亮士くんはおおかみさんとりんごさんに挟はさまれて座っているので、おおかみさんとりんごさんがどれにしようかなーなんてくじの上で手をさまよわせている間に密ひそかに身体からだをつついて合図を出して王様のくじを引かせていたのだ。

　そして王様になった人は三連続でデブ三兄弟を攻こう撃げき。ここでギブアップありのルールが効きいてくる。りんごさんの予定通りにデブ同士の熱いベーゼに耐たえられなかった二人が脱だつ走そうし、あっという間に三対一になったというわけだ。

「…………わかった次だ」

　反論できない太さんは次のゲームを始めようと促うながす。

　そんな太さんにおおかみさんたちはこそこそ話を始める。

「んーなかなかやりますの。予定ならこれで終わってたんですけど」

「なかなか根性あるなー」

「そうっスねー」

「で、次はどうするんスか」

「ここまで来たらもう大だい丈じよう夫ぶじゃねえか？」

「油断大敵ですけど、ここからは運が重要になってきますのよ」

　そんな感じでいろいろ相談したあと、りんごさんは策を巡めぐらしハメていたことなど全く感じさせない笑え顔がおで太さんに言った。

「まあ、あなたも命令を完かん遂すいできてないんですけどそれはサービスにしておきますの。それでは、次いきましょうですの」




　四回戦

「「「「王様だ～れだ」」」」

　今回王様になったのは……

「ふふ……ふはははは!!　俺だっ!!　俺が王様だっ!!」

　とうとう太ふとしさんが王様になって大喜び。

　この回からはシャッフルするのが美食クラブチームからおおかみさんチームに替かわったので、ルール上太さんが先にくじを引くことになる。なので、自分たちが王様を先に引くことができずこういうこともある。

　しかし……

「王様は自分に対する命令はできない～ですのよ？」

「はっ」

　そこで先に決めていたルールが太さんの行動を制限する。仲間二人も消えたので、もうどうしようもない。

「むぐぐ」

　完全にりんごさんの手のひらの上で踊おどらされている太さん。

　が、このままでは終われんといろいろ考え、起死回生の一手を思いついた。

「一番と二番と三番がキスだ！　もちろん舌を入れたディープなやつだ!!」

　男が一人に女が二人。どういう関係かは知らないが、恋人同士ではなさそうなのでこれはできないだろうと思ったのだ。

　そして、三人がギブアップすれば勝負には勝てる。

　もう、ムフフな展開は無理だが、太さんとしては最悪でも勝たなければならないのだ。

　……が、

「くっどうするよ」

「いや、どうするって言われましても」

　困ったのはおおかみさんと亮りよう士しくんだ。お互たがいを意識しているのかおおかみさんも亮士くんも真っ赤になっている。特に亮士くんの挙動不ふ審しん具合はもう変質者の域に達しようとしてますよ。これで道歩いてたら絶対職質受けちゃいますね。

　そんな感じで二人がテンパっている間に、いつの間にかおおかみさんの後ろに忍しのび寄っていたのはりんごさん。ちょいちょいとおおかみさんの肩かたを叩たたく。

「涼りよう子こちゃん涼子ちゃん」

「あ？」

　おおかみさんは振ふり向き……

　ぶちゅー

　いきなりりんごさんに唇くちびるを奪うばわれた。

　命令通り舌まで入れてれろれろするりんごさんにおおかみさんは啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんと固まってされるがままになっている。

　亮りよう士しくんはそれをぽかーんと見ていた。

　大好きなおおかみさんの唇がりんごさんに奪われているのだ。思考が停止するのも仕方がなしか。

　しばらくしてちゅぽんとりんごさんが離はなれるとようやくおおかみさんが叫さけんだ。

「なななななななな何しやがる!!」

「まあ、初めてじゃないですし、いいじゃないですの」

　衝しよう撃げきの告白にがーんとショックを受ける亮士くん。

「はっ初めてじゃないんスかっ!?」

「そうですの。寝ね起きの涼りよう子こちゃんがあまりにかわいかったもんで、目覚まし代わりに思わずちゅっちゅと」

「あっあれは不意打ちされたからだろうが!!」

「はいはいですの」

「おい、軽く流すんじゃねーよ!!」
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　必死に弁解するおおかみさんを無視して、りんごさんがとても充じゆう実じつした顔で言った。

「で、森もり野の君はギブアップでいいですの？」

「あっハイっス。ギブアップっス」

　亮りよう士しくんはこくこくと頷うなずく。まだ微び妙みように放心しているらしい。

「それでは、私と涼りよう子こちゃんは森野君とキスできなくなったので、これでおしまいということでよいですのね？」

「…………」

　有無を言わせない口調のりんごさんに、太ふとしさんは無言になる。

　実際、先ほどのデブ三兄弟の状じよう況きようと全く同じなので口を挟はさめないのだ。口を挟んだら、太さんは兄弟のところにキスしに行かないといけなくなりますしね。

「じゃあまあ次いきましょうですの」




　そして三十分後、息も絶え絶えで動かなくなった太さんがいた。

「はーい、次の命令は二番さんがダッシュですの～え～と、今度は校門まで行ってきましょうですの」

　あれ以来、運に見放されたのか太さんが王様を引くことはなく、おおかみさんとりんごさんのどちらかが王様になれば太さんの番号は丸わかりなので、太さんはこのダッシュ命令をひたすらに続けさせられているのだ。

「あら、もう無理ですの？」

「くっくそう」

　汗あせだくのデブが悔くやしそうに言う。デブに運動は鬼き門もんですからね。太さんもどうにか立ち上がろうとするのだが、身体からだが言うことを聞かないようだ。

「じゃあ私たちの勝ちですのね」

　それを見てりんごさんは勝利を宣言する。

「というわけで、約束通り断だん風ぶ呂ろとかいう馬ば鹿かな真似まねはやめてくださいですの」

　りんごさんの勝利宣言に、太さんは床ゆかにはいつくばったまま脱だつ力りよくする。

「ううっ我々はデブということで様々なものを失った。その上最後に残った食という楽しみまで失うのか……」

「んな大げさな……」

「大げさではない！　我々デブにはもうこれしか残っていないのだ!!　時間健康容姿に機き敏びんな肉体、我々が失ったものは数多い。中でも青春、これを失ったのは辛つらい。そう、俺たちだって女の子と楽しく遊んだりしたいんだ!!」

　うおーんとデブは泣き出した。

「…………やっと本音が出ましたのね」

　あきれるりんごさん。

　この本音があったからこそ、勝負方法がパーティーゲームだったりしたんですね。

「しかし、それは無理な相談。故ゆえにデブは食へと走る。だが、その食べる楽しみまで奪うばわれてしまったら我々はいったいどうすればいい!?」

「…………瘦やせりゃいいだろ」

「そうっスねー」

　なんて話してるのは瘦せ気味と普ふ通つうの間あたりに位置しているおおかみさんと亮りよう士しくん。脂し肪ぼうとは無む縁えんなのでデブの気持ちなどわかろうはずがない。

　そんな二人にデブは叫さけび返す。

「ダイエットができるような強い意志があるならデブなんかやってないわ!!」

「…………んな駄だ目めなことを力一いつ杯ぱい言われてもな」

　心底あきれるおおかみさん。

「まあ要するに、一番の理由は食がどうのこうのというより、自分たちが集めた情報でほかのイケメンさんたちが女の子ゲットして愉ゆ快かいに遊ぶのが許せないってことですのね。しかもそんなイケメン連中のせいで自分たちの生いき甲斐がいである食すら脅おびやかされてしまいぶち切れたと」

「…………そうだ」

「ということは、それさえどうにかすれば風ふ呂ろにも入るし普通に活動するってことですのね……」

　りんごさんはそれだけ言うと脳内作戦会議を始めた。そして、ぴっぴっぴ～んと答えが出た。

　りんごさんはデブに顔を向けた。

「そちらの主張はわかりましたの。それを踏ふまえてのこちらからの提案なんですけど……そんなに女の子と遊びたいなら合コンの席を設けてもいいんですのよ？」

　女の子と青春したくてたまらないデブの皆みなさんにとっては渡わたりに船の提案だ。

「しかしそれは……」

　いやいや集められた女の子たちと遊んでも楽しくないだろうとデブは思う。

「そのへんは安心してくださいの。集める女の子は身体からだの大きな人が好きな方……要するにデブ専って方に集まってもらいますの」

「それは本当かっ!?」

　デブ専、デブにとってそれはなんと魅み惑わくの響ひびきか。

「この世にはいろいろな趣しゆ味みの人がいるってことですの。だてに御お伽とぎ銀行がキューピッド役としてそこそこ有名になってるわけじゃないですのよ。学園の人々の趣味はかなりの範はん囲いで網もう羅らしてますの。まあ、そんな趣味を持っているからといっても、どうなるかはあなた方次し第だいということになりますけど。当たり前のことですけど、自分の好みに合うからといって、それが即そく付き合うとかそういうことになるわけではありませんのよ？」

「そっそれはわかっている!!」

　デブは鼻息荒あらく頷うなずく。

「でも、これはおとなしくこちらの条件に従っていただけるならの話になりますの」

　そのりんごさんの提案にデブこと美食クラブリーダー太ふとしさんはしばらく考え込んだあと頷いた。

「……わかった、その条件をすべてのもう」

　これが、たくさんの人に迷めい惑わくかけまくった臭くさいデブ立てこもり事件が解決した瞬しゆん間かんだった。




　そんなわけでおおかみさんと三人のデブとその仲間たち籠ろう城じよう事件はこれにておしまい。

　おおかみさんとりんごさんの怪あやしい関係を目の当たりにしてしまった亮りよう士しくんは……

「赤あか井いさん……」

「なんですの？　ああ、涼りよう子こちゃんにキスしたことが気になって仕方がないと」

「…………」

「んー基本的に私はノーマルなんですのよ。でも、涼子ちゃんとなら百合ゆりってもいいかなーなんて思ってるわけですの。私涼子ちゃんのこと大好きですし」

「そっそれは……」

「でも私としては涼子ちゃんの幸せが第一なので、私以外に涼子ちゃんを幸せにしてくれる人がいるならおとなしく身を引きますの。だって、私は女の子なので涼子ちゃんとずっと親友できますし。まあ、森もり野の君が不ふ甲斐がいないようだったら、私が涼子ちゃんをもらっちゃいますのよということですのね」

「……わかったっス!!」

　というわけでおおかみさんを悪の道というか百合の道に引きずり込ませはしないと決意を新たにしました。




　一方おおかみさんたちに敗れたデブは……

「すごーいぷよぷよ～」

「ぶほほほ」

「うわーおおきいですねー」

「そうかブー？」

「かわいい～」

「ブヒッ!?」

　……ものすごく青春を謳おう歌かしているのでした。


めでたしめでたし









　おまけ




　最後のりんごさんと亮りよう士しくんの会話に完全置いてけぼりにされたおおかみさんですが……




「おい、おまえら勝手に話進めてんじゃねーよ!!　あと、りんご!!　オレを変な道に引きずり込もうとすんな!!」

「まあまあ、落ち着いてくださいの」

「落ち着けるか!!」




　怒いかりからか恥はずかしさからか真っ赤に。そんなおおかみさんにりんごさんは見た目に似合わない妖よう艶えんな笑え顔がおを浮かべて言いました。




「じゃないと……………………また食べちゃいますのよ」

「っ!?」


……めでたしめでたし？









　　　赤あか頭ず巾きんちゃんおおかみさんに食べられる







「……赤あか井いさん」

「はい、なんですの？」

　ある日の放課後、御お伽とぎ銀行地上支店につめていた亮士くんがまじめな顔でりんごさんに話しかけた。

　珍めずらしく、亮士くんとりんごさんの二人きり。ちなみにおおかみさんは、「眠ねむたい寝ねる」と言って地下の仮か眠みん室に行った。お客が来なくて暇ひまだったのだ。

　いや、やることはあるんですけどね。りんごさんはアリスさんに頼たのまれ、いろいろなところからたれ込まれた情報をノートパソコンでぺこぺこ打ち込んでるし、亮士くんは積み上がった書類を整理してたりするし。

　まあそれはともかく、仕事の手を止めた亮士くんは真しん剣けんな顔でりんごさんの方を向いて言った。

「……涼りよう子こさんのことで話があるんっス」

　桃ももちゃんに率いられて鬼おにヶが島しまに攻せめ込んだのは先週のこと。りんごさんと二人きりになった亮りよう士しくんは、これは良い機会だと前々から聞こうと思っていたことを切り出したのだ。

　涼子さんという名前が出たことで、ぺこぺことキーボードを叩たたいていた小さな手を止め、りんごさんは亮士くんを見る。

「……聞きましょうですの」

　とはいっても、しっかりと見つめ返して錯さく乱らんされても困るので、りんごさんの視線は亮士くんから少しはずれているんですが。

「この前、桃ちゃん先せん輩ぱいと鬼ヶ島にかち込みに行ったときのことなんスけど……」

　りんごさんが聞くモードに入ったのを確かく認にんした亮士くんは、あのときに起こった出来事をりんごさんに話す。

　ある男と出会った瞬しゆん間かんおおかみさんの様子がおかしくなり、一瞬でおおかみさんの纏まとった噓うその毛皮が剝はがれそうになったこと。

　自分が叫さけんだことで、どうにかそれは避さけられたこと。

　その男とおおかみさんは知り合いだということ。

　その男の名は羊ひつじ飼かい士し狼ろうということ。

　事態の推すい移いをなぞるようにして亮士くんは詳くわしく説明をする。

　そしてすべてを聞いたりんごさんは、深刻な顔で考え込みかすかにつぶやいた。

「……なるほどですの。どうりで……」

　おおかみさんの大親友のりんごさんは、おおかみさんの様子がおかしいことに気がついていたらしい。

　おおかみさんはここ数日、パッと見はいつも通り。お得意の噓の毛皮で本心を隠かくしていたのだ。でもりんごさんには通用しなかったようだ。そんな噓つきおおかみさんの噓を見破るとは流石さすがりんごさんです。

「赤あか井いさん、何か心当たりはあるっスか？」

　そう聞かれたりんごさんが見返すと、亮士くんはビクッとしつつもりんごさんから視線をそらさない。

　りんごさんの目には亮士くんの中でいろいろな感情が渦うず巻いているのが見て取れる。

　不安、恐きよう怖ふ、心配、怒いかりなど様々な感情が入り交じり……

　でも、それらの感情が生まれたのは、おおかみさんのことを心から気き遣づかっているからこそ。

「………………ふう、仕方ないですのね。長い話になるんですけど」

　亮士くんの真しん剣けんさを見て取ったりんごさんは、ゆっくりと語り始めた。

　昔のこと、自分がおおかみさんと出会ったあの日の出来事を。




　むか～しむかし、御お伽とぎ花ばな市しという街にりんごさんという、見た目だけはそれはそれはかわいらしい女の子がおったそうな。

　……というわけで、りんごさんがぴっかぴかの中学一年生だった頃ころのお話。

「あ、赤あか井いさん」

　ホームルームのあと、小さな中学生りんごさんが帰りの準備をしていると先生に声をかけられた。小さいとはいっても、見た目は高校生りんごさんとあんまり変わっていなかったりするんですけどね。

　そんなぺったんロリのりんごさんは……

「はい、なんですの？　先生」

　きょとんという感じのプリチーきわまりない表情で首をかしげる。

「大おお神かみさんが今日は休みだったでしょう？　確か赤井さんは同じ寮りようだったはずだから、プリント届けてもらいたいんだけど……」

　そんなかわいらしいりんごさんに、はふぅーんとか萌もえつつ女教師は申し訳なさそうに言う。その女教師にりんごさんは純粋ピユアな笑え顔がおで頷うなずいた。

「わかりましたの」

　その笑顔はまるで汚けがれを知らぬ赤あか頭ず巾きんちゃんのよう。

　…………が、その天使の笑顔エンジエルスマイル展開中のりんごさんが考えていたことはこんな感じだった。

　正直、めんどくさいですの。でもここで断らずに笑顔で頷いておいた方が、好感度アップでのちのち便利かもしれませんの。まだ一年生も半分残ってますし、進級しても絡からむことがあるかもしれませんから、ここで恩を売っておいても損はないですのよ。

　……非常に打算溢あふれる腹黒い考え、りんごさんはやっぱり中学一年生でも黒かった。

　しかしまだ若い女教師は、その荒あら削けずりながらものちのりんごさんを彷ほう彿ふつとさせる見事なかわいこぶりっこにころりと騙だまされた。

「ほんとう？　助かるわ」

　女教師は、りんごさんのかわいらしさに頰ほほをゆるめつつ手に持ったプリントを渡わたす。

「おやすいごようですの」

　そして、女教師を見送るりんごさんですが、女教師が見えなくなったところでつぶやいた。

「……で、大神さんってあの転校生さんですのよね？　……んー怖こわかったことだけは憶おぼえてるんですけど。まだ転校してきたばっかりですし、関かかわりがないからどんな方かわかりませんの」

　おおかみさんのことをよく知らないのに、りんごさんは思いっきり安やす請うけ合いをしていた。

　なんてちゃっかりさんなんでしょう。将来が実に危あやぶまれますね、この娘むすめさん。

　そんなちゃっかりりんごさんは窓まど際ぎわ一番後ろにある空席……おおかみさんの席の隣となりに座っているクラスメイトに話しかける。

「あの、少し聞きたいことがあるんですの」

「あ、りんごちゃん、どうしたの？　私にわかることならいいけど」

　りんごさんのにっこり笑え顔がおにつられてその女生徒も笑顔を返す。

　この時代からもう既すでに世渡わたりうまそうなりんごさん。…………やっぱりものすごく将来が危あやぶまれますね、この娘むすめさん。いや、ものすごく将来安あん泰たいなんですか？

「はい、それなんですけど……お隣となりの大おお神かみさんってどんな方なんですの？」

「おっ大神さん？」

　りんごさんが聞くと、そのクラスメイトはビクリと反応し、困ったような怖こわがってるような顔で答えた。

「えっと……実はあまりよく知らないの。いっつも不ふ機き嫌げんそうな顔してるし、ほかの人が勇気出して話しかけても嫌いやそうに一言二言答えるだけだし、誰だれとも仲良くする気はないみたい」

「なるほど……ありがとうですの」

　りんごさんは、転校してきたときのおおかみさんの姿を思い出す。

　確かに、おおかみさんはにこやかに人付き合いするタイプには見えなかった。自己紹しよう介かいのときにブスッとした顔で、

『大神涼りよう子こだ。趣しゆ味みは特にない』

　なんて言っちゃって、その後もひたすらに人を寄せ付けない雰ふん囲い気きをまき散らしていたせいで、転校してきて二週間は経たつのに今も一人で誰ともつるまずにいる。

　まあ、おおかみさんがそんなだったからこそ、つるんでもメリットなさそうだし、君くん子し危うきに近寄らずですのよねーなんて感じで、りんごさんも周囲に倣ならっておおかみさんのことを見て見ないふりをしていたのだが。

「……んー」

　ほっぺに指を当てたぶりっこポーズで、りんごさんは考え込む。

　りんごさんの脳裏に浮かぶのは、ぐるぐる唸うなって今にも嚙かみつきそうなおおかみさんの姿だ。嚙まれたら、犬けん歯しが刺ささってとても痛そうだ。

　もちろんその想像はりんごさん補正がかかってかなり誇こ張ちようされてますけど。

「……んんー」

　さっき聞いたクラスメイトもやっぱり腫はれ物に触さわるような感じでしたし……なんて考えつつ、りんごさんはつぶやいた。

「……もしかして、はやまってしまいましたの？」

　ちょっとばかり後こう悔かいするりんごさん。

　でも請うけ負ってしまったものは仕方ないし、まあなるようになるだろうと帰り支度じたくをし、りんごさんはお使いに出かけましたとさ。




　りんごさんがもし食べられちゃったらどうしましょうですの～なんてドキドキしながらやって来たのはおおかみさんのお部屋。

「ここですのね？」

　りんごさんが寮りよう長ちようさんに聞いたところによると、同室の子がおおかみさんのことが怖こわいと部屋替がえを希望したせいで二人部屋に独ひとりで住んでるとのことだ。そういうわけなのでりんごさんに白羽の矢が立ってしまったらしい。

　その新たなるおおかみさん情報に、まだ引ひっ越こしてきて二週間しか経たってないのに……と、りんごさんのおおかみさんへのイメージにマイナス補正がかかる。具体的に言うと想像上のおおかみさんが、鋭するどく伸のびた爪つめに付いた血をぺろぺろなめてたりする。

　…………あの、りんごさん。そのおおかみさんの姿はもう既すでに文明人失格なんですがどうですか？

　そんな想像力のたくましすぎるりんごさんは、表札を確かく認にん後ドアを叩たたく。

　トントン

「もしも～し、ごめんくださいですの～」

　ノックのあとに声をかけるが、返事がない。

　トントン

「もしも～しですの～」

　やっぱり返事がない。

　………………そういえば、体調を崩くずして学校を休んでいたとか。

　そこまで考えたところで、りんごさんはごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

　……なっなんか嫌いやな予感がしてきましたの。

　おおかみさん一人だけの部屋、体調を崩したにもかかわらず看護してくれる人はいない。そしておおかみさんはそのまま……

　はっそれとも、体調が悪いというのが病気じゃなくて、実はどっかで鉛なまり玉だまを受け大けがしちゃって、どうにか家にたどり着いたけど、そこで力尽つき……

　しゃっ洒落しやれになってませんのよ～。

　やっぱりものすごく想像力豊かなりんごさんだった。というか、そのおおかみさんはバイオレンスすぎやしませんか？　さっきから、りんごさんの想像するおおかみさんはとんでもないことになってるんですが。

「とっともかく、中に入った方がいいかもしれませんの」

　えっと鍵かぎは～とりんごさんがドアノブに手をかけるとスムーズに回る。

「…………鍵開いてますの」

　寮りよう長ちようさんに合い鍵かぎを借りに行かないといけないんですの？　と考えていたりんごさんですが、開いているなら話は早いと「よしっ！」と気合いを入れ扉とびらを開いた。

「じゃあ、とりあえず、おじゃましますですの～」

　りんごさんはそろそろと扉の隙すき間まから入り込んだ。電気のついてない部屋は薄うす暗ぐらく、足あし下もとも見えないが、りんごさんの歩調はしっかりしている。りんごさんの部屋と同じ間取りなので、暗くても行動することが可能なのだ。

　りんごさんとおおかみさんの住んでいるこの寮は御お伽とぎ学園の中高生が住んでいる学生寮だ。

　それぞれの部屋の間取りはほぼ同じ。扉を入ってすぐに小さな玄げん関かんがあり、数メートルもない短い廊ろう下かを進んですぐ右には小さなキッチンと備え付けの冷蔵庫がある。自じ炊すいする者のために小さなキッチンが付いているのだ。左側にはトイレとバスルーム。さらに進むと扉に突つき当たり、その向こうには十畳じようほどのスペースが広がっている。ベッドは二段ベッドで、部屋の奥には窓と机が二つ、これが基本的な二人部屋の内装だ。

　りんごさんは抜ぬき足差し足忍しのび足と、不法侵しん入にゆう者の足取りで音を立てずに廊下を進む。

　そしておおかみさんがいると思われる部屋のドアのノブに手をかける。

　ええと、こういうときに使う言葉は……鬼おにが出るか、蛇じやが出るか……だったですの？　なんか、かわいらしいものが出てきて欲しいですの～。

　なんて益やく体たいもないことを考えながら、りんごさんは意を決してドアを開いた。

「あのー大おお神かみさん、いますの～？　いたら返事してくださいですの～。私は、不ふ審しん者じゃないので食べないでくださいですの～」

　そしておそるおそる入り込んだりんごさんが部屋の中で見たのは…………カーテンの閉じられた薄うす暗ぐらい部屋の中、たった一人でベッドで眠ねむる少女の姿だった。

「うう……」

　熱があるのか汗あせをかいたその少女はうなされて何かをつぶやいている。

　大だい丈じよう夫ぶなんですの？　とりんごさんが近寄ると何を言っているのかわかった。

「……どうして……だれも信じてくれないの？」

　その何かに怯おびえるようにしてうなされる少女は、

「私は……噓うそなんかついてない」

　りんごさんの知る凶きよう暴ぼうで無愛想な態度の少女とは全く違ちがい、

「…………信じてよ、……おねがいだから」

　触ふれたら壊こわれてしまいそうなほどに脆もろそうな、ただの普ふ通つうの少女だった。そこにはいつものどう猛もうな姿などみじんもない。

「……だれか……信じて」

　おおかみさんの閉じられた瞳ひとみから涙なみだが流れる。

「…………………………………………あ」

　思いもかけない光景に啞あ然ぜんとしていたりんごさんはどうにか我に返ると、うなされるおおかみさんに近寄りその手を握にぎった。そうしなければならない気がした。こうしないと目の前の少女が今にも壊こわれてしまいそうな気がしたのだ。

　りんごさんがおおかみさんの手を優やさしく握る。もう怖こわいものは何もないですのよと。

　その思いが伝わったのか、おおかみさんの手はりんごさんの小さな手をぎゅっと握り返した。

　震ふるえながら自分の手を握る少女。りんごさんは少女……おおかみさんのこれが真の姿なのだと知った。いつもの誰だれにでも嚙かみつきそうなどう猛もうなオオカミの姿はこの少女が作り上げた噓うその姿で、一人で泣いている女の子が真の姿なのだと。

　そんなことを考えながらりんごさんは疑問に思う。

　なぜそんなことを？

　少女はオオカミの毛皮を被かぶって誰も近寄らせず、いつも一人きり。こんなに弱ってるのに誰にも頼たよらず……

　りんごさんは、少しだけ穏おだやかになってきたおおかみさんの顔を見ながら聞いた。

「あなたはなぜ…………噓をついているんですの？」

　もちろん答える者はなく、その問いは薄うす暗ぐらい部屋に吸い込まれていった。




　それからどれくらいそうしていただろうか。カーテンの隙すき間まからかすかに差し込む光が、日が沈しずみかけていることを知らせてくる。
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　りんごさんが手を握にぎっていたためか、途と中ちゆうからおおかみさんはすやすやと穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。

　りんごさんはそのおおかみさんのかわいらしい姿を思うままに堪たん能のうしていたし、この娘こはどんな娘なんだろう？　この娘はどんなことを考えているんだろう？　この娘は何が好きなんだろう？　などといろいろなことを考えていたので時が経たつのはあっという間だった。

　そして、そんなうきうきと心を弾はずませている自分に気がついたりんごさんは、なぜこの娘にこんなにも惹ひかれているのだろうと自問自答する。

　見た目？　確かにかわいいし磨みがけば光るはず。でも、それだけか。

　性格？　話したこともないのにわかるはずがない。

　りんごさんはそんな風に考えていき一つの答えに行き着いた。

「…………なるほど、私に似てるんですのね」

　噓うそをついて、本当の自分を覆おおい隠かくして、一人で泣いて……

　りんごさんはきゅっと握る手に力を入れる。きゅっと無意識に握り返される手。

　自然と顔がほころんでくる。

　りんごさんにとっても久しぶりの人とのふれあい。

　それはとても、とても幸せな時間だった。




　しかしその至福の時間は唐とう突とつに終わりを迎むかえた。

「……だれ？」

　おおかみさんが目を覚ましたのだ。その寝ねぼけ眼まなこのおおかみさんに、りんごさんはとっておきの笑え顔がおでご挨あい拶さつする。

「同じクラスの赤あか井い林りん檎ごですの。初めましてと言った方がよろしいですの？」

「同じ……クラス」

　そこで寝起きと熱で、もうろうとしていたおおかみさんの頭が復活する。

「なっ、なんでこんなところにいやがる!?」

　いつものおおかみさんに戻もどり、りんごさんを威い嚇かくする。

「先生にプリントを届けるよう頼たのまれたんですのよ」

　そんなおおかみさんに怖こわがる様子も見せず、りんごさんははいですのと片手でプリントを差し出す。

　その動じてないりんごさんの様子を不可解に思いながらも、おおかみさんはもう一度吠ほえる。

「ならもう用はすんだだろうが、帰れ!!」

　おおかみさんはりんごさんを鋭するどい瞳ひとみで睨にらむ。犬けん歯しをむき出しにして、今にも嚙かみつきそうだ。

　その姿はまさしくいつものみんなに恐おそれられているおおかみさんの姿だった。なので、この威い嚇かくはさっきまでのりんごさんになら通用しただろう。

　しかし、今のりんごさんには通用しない。あの涙なみだを流すおおかみさんを見てしまったりんごさんには。きゅっと手を握にぎり返してくるおおかみさんの手の柔やわらかさを感じたりんごさんには。

　りんごさんは、怖こわい顔をしたおおかみさんに向けにっこり微笑ほほえんだ。

「それはいいのですけど…………それなら私の手を離はなして欲しいですの」

「なっ!?」

　そこで初めて、りんごさんの手を握っていることに気がついたおおかみさんは、真っ赤になりながらその手を離す。

「はっ離したぞ！　帰れ!!」

「嫌いやですの」

　思いもかけないりんごさんの即そく答とうに、おおかみさんは口をぱくぱくさせる。このかわいい口ではりんごさんを食べることなんてできるわけがなく、りんごさんはおおかみさんのことが全く怖くない。それどころか、予想外の出来事に啞あ然ぜんとしているおおかみさんのことがかわいくて仕方がない。

　というわけで、りんごさんはもう押せ押せモードだ。

「じゃあ、軽く何か食べるものでも作りますの。何か食べたいものありますの？　まだまだ練習中なのであんまり難しいのはできないんですけど、おかゆくらいならばっちりですの」

「いや、だからな……」

　全く自分を怖がっていないりんごさんに、おおかみさんはとまどいどうすればいいのかわからない。こんなタイプの人間に会ったのは初めてなのだ。

「ほらほら、涼りよう子こちゃんは病人なんですから寝ねててくださいの」

「りょっ涼子ちゃん!?」

　りんごさんは涼子ちゃんと呼ばれ目を丸くしているおおかみさんをベッドに押し戻もどす。弱ったおおかみさんはそのままボスッと倒たおれた。すぐさまおおかみさんは文句を言おうとするが、りんごさんはその暇ひまを与あたえず部屋を出ていき、すぐに戻ってきた。

「はい、濡ぬれタオルですの。とりあえず目についたのを濡らして持ってきたんですけどよかったですの？」

「だから……」

　なおもおおかみさんはりんごさんに文句を言おうとするが……

「とりあえず、それで汗あせを拭ふいて着き替がえてくださいの」

　やっぱりりんごさんは全く聞く耳を持っていない。

「……人の話聞けよおい」

　りんごさんはおおかみさんの言葉を聞き流しつつ冷蔵庫を開き……

「まあ、冷蔵庫の中何も入ってないじゃないですの!!　ちょっと私の部屋にある食材持ってきますので、ちゃんと良い子にして待ってるんですのよ？」

　なんて言ったあと出ていった。

「……………………なんなんだ、いったい」

　嵐あらしのように現れて好き勝手したあげくに嵐のように去っていったテンションの高いりんごさんを、おおかみさんは呆ぼう然ぜんとして見送る。とりあえずおおかみさんは現状を把は握あくできていなかった。




「美味おいしかったですの？」

　床ゆかに座りベッドの上で頰ほほ杖づえをついてにこにことそう聞くりんごさんに、ベッドの上で上体を起こした状態のおおかみさんはブスッと答えた。

「…………ああ」

　おおかみさんの膝ひざの上に置かれたお盆ぼんに載っているのは小さなお鍋なべ。そこには先ほどまでは湯ゆ気げを上げる熱々のおかゆが入っていた。中学一年生で料理修業中のりんごさんが作ったので、もちろん出来としては中ちゆう途と半はん端ぱなものだったが、それでも昨日から何も食べてなかったおおかみさんなので美味しかった。

　しかし、おおかみさんは未いまだに現状が理解できてない。

「で、おまえはなんでここにいるんだ？」

　しかも、オレのこと全く怖こわがってねーしとおおかみさんは心の中で愚ぐ痴ちる。

　そんなおおかみさんに、りんごさんはちっちっちっちっと人差し指を振ふって言う。

「りんごと呼んで欲しいですの」

「だから、おまえ……」

「り・ん・ご」

　てこでも動かなそうなりんごさんに、おおかみさんは折れた。

「……なんでりんごはここにいるんだ？」

「だからプリントを届けに来たんですの」

「いや、その用事はもうすんだだろ？」

「……そういえばそうですの」

　そこではっとそのことに気がついたらしいりんごさん。

「で、なんでだ？」

　その問いにりんごさんは、

「それは……」

　しばらく考え込んでから、そのかわいらしいお口で逆に聞き返した。

「……なんででですの？」

　おおかみさんの眉み間けんにしわが寄る。

「………………馬ば鹿かにしてんのか？」

「いえいえ、そんなことないですの。ただ、涼りよう子こちゃんの手を握にぎって寝ね顔がおを堪たん能のうしてたらなぜかこんな時間に。んー強いて言うなら捨て犬拾って世話する感じですの？　まあ、母性本能が湧わいちゃったんですのね？」

「……やっぱ喧けん嘩か売ってんだろ、おまえ」

　さらにおおかみさんの眉み間けんにしわが寄る。まあ、捨て犬呼ばわりされたんだからそれもやむなしか。しかしりんごさんは気にしない。

「めっそうもないですの」

「だいたい、涼子ちゃんってのはなんだよ」

「涼子ちゃんは涼子ちゃんですのよ。私と涼子ちゃんの仲ですのに、名字で呼び合うなんて他人行ぎよう儀ぎはなしですのよ？」

「……いったいどんな仲だよ」

　あきれ顔のおおかみさんに、りんごさんはにっこりと笑え顔がおを向けた。

「んー私としては涼子ちゃんとお友達な仲になりたいですの」

　しかし、お友達という言葉が出た瞬しゆん間かんからのおおかみさんの変わり様は劇的だった。

　犬けん歯しをむき出しにし唸うなるようにしてりんごさんに言う。

「オレは誰だれともつるむ気はねえよ」

　それを聞いてりんごさんは思う。

　やっぱり涼子ちゃんが頑かたくななまでに一人に拘こだわるのは何かあったんですのね。

　そして、その何かを悪夢として見たおおかみさんがもらしたのが……

『…………だれか信じて』

　あれは弱ったおおかみさんからこぼれたおおかみさんの心。噓うその毛皮で自分をガチガチに守っているときには決して漏もれ出してこない、おおかみさんの心。

「さっさと出ていきやがれ!!」

　おおかみさんが吠ほえる。りんごさんには目の前のどう猛もうなオオカミが、ただ人を怖こわがっている傷ついた少女にしか見えない。

「……それは本気の本気で言ってるんですの？」

　りんごさんは悲しそうな寂さびしそうな顔で聞いた。

「当たり前だ!!」

　りんごさんとおおかみさんはしばし睨にらみ合い……りんごさんは大きくため息をついた。

　このままここにいてもどうにもならないみたいですの。

　何か対策を立てないと……

「…………わかりましたの、今日のところはこれで帰りますのよ。じゃあ、温かくしてゆっくり寝ねてくださいですの」

　そう言ってとぼとぼと部屋を出ようとするりんごさん。ズ～ンと黒くてもやもやした陰いん気きな空気がりんごさんの周囲に漂ただよっている。しかも、りんごさんのかわいらしい顔には縦線がいっぱいだ。……もちろんおおかみさんの目の錯さつ覚かくですが。

　しかし、りんごさんがそんな風に見えてしまったおおかみさんはあーうーと奇き妙みような唸うなり声を上げたあと、真っ赤な顔で聞こえるか聞こえないかの小さな声で言った。

「………………おかゆさんきゅーな」

「っ!!　どういたしましてですの」

　それを耳ざとく聞きつけたりんごさんはパッと笑え顔がおを浮かべ、一転うれしそうに部屋を出ていった。

　そのあまりの変わり身の早さにおおかみさんは絶句する。

　そしてしばらくして、舌打ち。

「……………………ちっ」

　突つき放せなくて思わず最後にかけてしまった言葉におおかみさんはいらだつ。

　くそっ、まだ未練があるのか？　オレは決めただろうが。オレは誰だれともつるまない。絶対に強くなる、一人でも大だい丈じよう夫ぶなくらいに。一人ならあんな思いをすることはない。そう、もうあんなのはごめんだ。あんなのは……

「…………オレは狼おおかみだ」

　乱暴者で怖こわくて誰からも恐おそれられている一いつ匹ぴきの狼だ。

　おおかみさんはボスッとベッドに倒たおれ込み目を閉じる。お腹なかがふくれたからか、すぐに寝ね息いきを立て始める。

　その寝息は穏おだやかで、おおかみさんがその後悪夢を見ることはなかった。




「…………で、おまえはなんでそこにいるんだ？」

　翌朝体調の回復したおおかみさんが登校すると、なぜか隣となりの席にりんごさんがいた。

「席を替かわってもらいましたの」

「いや、そういうことじゃなくてな……」

　おおかみさんはそう言うが、りんごさんは気にしない。

「まあまあ、座ってくださいの。そろそろ先生来ますのよ？」

「…………」

　おおかみさんは無言で席に着く。

「あ、挨あい拶さつしてなかったですの。おはようですの涼りよう子こちゃん」

「あっああ」

　最高の笑顔をおおかみさんに向けるりんごさんと、その素す敵てきな笑顔に思わず返事をしてしまうおおかみさん。

　おおかみさんはすぐに自分が返事をしたことに気がつき顔をしかめるが、……でもまあ、しばらく無視してりゃ飽あきるだろ。なんて考えて気を落ち着ける。

　だが、これがすべての始まりだった。りんごさんは学校にいる間は四し六ろく時じ中ちゆうくっついて離はなれなくなっちゃったのだ。教室内でも特別教室でも、もちろんトイレでも一いつ緒しよ。流石さすがに個室の中までご一緒しようとしたときは、りんごさんはたたき出されてましたけど……というかご一緒しようとするなと。

　そんなわけで、なぜか始まっちゃったりんごさんのアプローチはしばらく続いた。おおかみさんもどうにか反はん撃げきしようとするが、りんごさんの方が一枚上うわ手てだった。ペースを奪うばわれ簡単にあしらわれてしまう。たとえば……




　例一　体育の授業

「一緒に柔じゆう軟なんしようですの」

「……一人でやるからいい」

「じゃあ、まずは私が下になりますの」

「おい、人の話を聞けよ」

　そんなぜんぜん嚙かみ合ってない二人を、クラスメイトが遠巻きに見守ったりしている。実に珍めずらしい組み合わせなのだ。しかも、怖こわいおおかみさんではなく、小さくかわいいりんごさんがどう見ても主導権を握にぎっているように見える。

　りんごさんは無理矢理おおかみさんと背中を合わせ腕うでを組もうとし……ついでにセクハラ。柔軟するふりをして、りんごさんの小さな手がおおかみさんの身体からだをはっている。

「…………うわっ、涼りよう子こちゃん細いですのねー。引き締しまっているのに、それでいて女の子の柔やわらかさも失っていない……」

「批評すんな!!　あと触さわんな!!」

「まあまあ、減るもんじゃないですし」

　りんごさんは中一のくせにとてもおっさんだった。




　例二　お昼休きゆう憩けい

「あ、そうそう。今日は涼子ちゃんにお弁当を作ってきたんですのよ。病やみ上がりなんだから栄養取らないと」

　昼休憩のチャイムと共にりんごさんは笑え顔がおで言った。

「いらねーよ、パンでも買って喰くう」

「せっかく作ってきたんですのに……」

　笑顔を一転、お弁当を手に持って、りんごさんは悲しそうにうるうると瞳ひとみを潤うるませる。

「…………」

「うるうる」

「…………あーもーわかったよ!!」

　とうとう折れるおおかみさん。

「おすすめは卵焼きですの。会心の出来なんですのよ」

　りんごさんはけろりとしてお弁当を手渡わたす。どうやらおおかみさんの操縦法を理解してきたらしい。

　りんごさんは中一のくせにとても策士だった。




　例三　放課後

「じゃあ、一いつ緒しよに帰りましょうですの」

「…………」

　そんなりんごさんを無視して、おおかみさんは帰ろうとするのだが、

「あっ待ってくださいの」

　おかまいなしにおおかみさんのお隣となりに並んで、りんごさんは歩き出す。

「…………ついてくんなよ」

　当然といった顔で隣となりに収まったりんごさんにおおかみさんは言った。

「たまたま一緒になっただけですの。帰る場所同じですのよ？　だから、たまにはこんなこともありますの」

「…………」

「あ、明日のお弁当何がいいですの？」

　りんごさんは中一のくせにとても図太かった。




　というわけで、おおかみさんはこんな感じでここ数日りんごさんにずっとつきまとわれていた。

　そしてりんごさんのストーキングが始まって三日目の放課後。

「…………で、おまえはいつまでオレについてくるつもりなんだ」

　学校を出ていつもと違ちがう道を進んでもやっぱりとことこついてくるりんごさんに、おおかみさんはあきれ顔で言った。

　今日おおかみさんは直接家に帰らず寄る場所があるので、たまたま方向が一緒というのはあり得ない。

「気がすむまでですの。まあ、私が勝手に涼りよう子こちゃんにくっついてるだけですから気にしないでくださいの」

「おまえが気にしなくてもオレが気にするんだよ。だからさっさと消えてくれ」

　おおかみさんは邪じや険けんにそう言う。

「そっそんなひどいですの」

　そしてまた、うるうるするりんごさん。その姿は実にかわいらしく保護欲をそそる。

　二人とすれ違ちがう人はその様子に、おおかみさんを責めるような目つきで見る。

「…………」

「しくしく」

「…………」

「うるうる」

　周囲の視線が痛い。

「……………………あーもーわかったよ。好きにしろ」

　とうとうあきらめ、おおかみさんはため息混じりにそう言う。この頃ころからやっぱりおおかみさんはかわいいものに弱かったんですね。

「はい、好きにしますの。ところで、涼りよう子こちゃんはいったいどこに行くんですの？」

「来りゃわかる」

　てめえと必要以上に話すつもりはねーってな感じで、りんごさんを突つき放すおおかみさん。

「それは着いてのお楽しみということですのね」

　しかし、りんごさんはやっぱり図太かった。

「…………めげない奴やつだな」

「なんですの？」

「なんでもねーよ」

　これでお終しまいと会話を断ち切り、おおかみさんは歩き出した。




　りんごさんをくっつけておおかみさんがやって来たのはとある建物だった。

「……ボクシングジムですの？」

　りんごさんが見上げているのはベアーボクシングジムと書かれた看板だ。

「そーだよ」

「涼子ちゃん、ダイエットでもしてるんですの？」

　りんごさんはおおかみさんに聞く。

　女の子がボクシングジム。普ふ通つうはそう考えるだろう。

　が、おおかみさんは否定する。

「んなわけねーだろ」

　非常に遺い憾かんながら中学生のおおかみさんも、不要な脂し肪ぼうどころか必要な脂肪もないですしね。まあ、数年後もそうなんだから当たり前ですが。

　りんごさんにそう答えながら、おおかみさんはジムの中に入る。

「ちーす」

　当たり前のようにりんごさんはおおかみさんについて入る。

「おじゃましますですの～」

　そんなりんごさんを見て、やっぱついてくるのかよとあきれるおおかみさん。正直ここで帰って欲しかった。

「…………とりあえず、見学者用の椅い子すがあるからそこに座ってろ。つまんなかったら帰っていいぞというかさっさと帰れよ」

「わかりましたの。帰りませんけど」

　りんごさんはやっぱり……以下略。




「見学かい？　お嬢じようちゃん」

　初めて入るボクシングジムが物もの珍めずらしいのか、ちょこんと座ってきょろきょろしていたりんごさんは急に目の前に現れた壁かべに目を丸くする。

　壁の正体はこのジムの主、熊くま田ださん。有名なアニメに影えい響きようを受けて眼帯つけてる困ったおやじなんですが、この頃ころからもう意味のない眼帯してたんですね。

　そんなハゲ髭ひげ眼帯おやじを興味深そうに見ながらりんごさんは答える。

「はいですの。涼りよう子こちゃんにくっついてきたんですの」

「涼子のダチか」

「私はそうなりたいんですけど……」

　熊田さんの問いにりんごさんは少し寂さびしそうな顔で答える。

「……まあ、涼子はあれだからな」

　熊田さんは苦笑する。

「そうですの。でも、あんなにぐるぐる唸うなって誰だれも寄せ付けないなんてもったいないと思うんですのよ。涼子ちゃんはかわいいし笑ったらもっとかわいいと思うんですのに」

「だなー、いっつも思い詰つめた顔しやがってにこりともしやがらねえ」

　そうやって話をしてると更こう衣い室からＴシャツ短パンという姿のおおかみさんが出てきた。

　熊田さんと話しているりんごさんをちらりと見たあと、準備運動を始める。

「それで涼子ちゃんはいつ頃からここに来てるんですの？」

「あー、来たのが八月の途と中ちゆうくらいだったから……一月ぐらい前だな。いきなり強くなりたいとか言ってやって来てな。最初は追い返したんだが、必死の目で頼たのむもんだからこっちが根負けしたんだよ。実際あいつはがんばってるよ。あんな小こ娘むすめが強くなりたいなんて何があったか知らねえがな……」

　言葉を濁にごす熊田さん。

「そんなにがんばってるんですの？」

「ああ、かなりな。ほとんど毎日顔を出す。まだ身体からだもできてないし、一応やりすぎないように注意してるがよ」

「でも、三日前涼りよう子こちゃん、熱出して寝ね込んでましたの。疲つかれが溜たまってるんじゃないですの？」

　それを聞いた熊くま田ださんは怒おこった顔をする。

「……だからここ三日は来てなかったのか。疲れて体調崩くずすなんざ……あいつ、ここ以外でも身体からだいじめてやがったな!!」

　熊田さんは怒おこった顔でおおかみさんをこいこいと手招きする。

「おい涼子」

「なんですか熊田さ……」

「おやっさんと呼べー!!」

　おやっさんと呼ばないと怒る難なん儀ぎな大人の熊田さん。

「…………なんですかおやっさん」

「おうよ！　……で、おまえ熱出して寝込んだんだってな」

「げっ」

　ちくりやがったなーとりんごさんを睨にらむおおかみさんに、りんごさんはそっぽむいて知らんぷりする。おおかみさんは体調を崩したことを悟さとられないために、わざわざここ数日ジムに来なかったのだ。しかし思いっきりバラされた。

　おおかみさんはこりゃあごまかせないなと観念する。

「……少し身体を冷やしたらしくて」

　バツが悪そうにそう言うおおかみさんに、熊田さんは真しん剣けんな顔で言った。

「涼子…………おまえここ以外でも身体いじめているだろう」

「それは……」

　おおかみさんは言い訳をしようとするが、熊田さんはその言葉を遮さえぎる。

「わしは言ったよな、身体ができてないうちはやりすぎるなってよ」

「…………はい」

「わしがおまえに合わせてトレーニングメニューも作ってやったよな？　おめぇそれを守らなかったのか？」

　その言葉におおかみさんは熊田さんを真正面から見て、拳こぶしを握にぎり叫さけぶ。

「でもオレは強くなりたいんです!!」

　その姿は、強さを追い求めるどう猛もうなオオカミらしい姿だった。

　が……りんごさんには、そのおおかみさんの姿が、ただ何かから逃にげようとしているようにしか見えない。限界以上に身体をいじめ何かに熱中することで、ほかの何かを忘れようとしているようにしか。

「んなもん、本末転てん倒とうだ。身体をいじめすぎると強くなる以前に弱くなるぞ？　何事にも限度ってのがある、適度に鍛きたえるなら良いが、やりすぎは毒にしかなんねーんだよ」

　熊くま田ださんはゆっくりと諭さとすように言う。しかしおおかみさんは言い縋すがる。

「でも……」

「デモもストもねー!!」

　埒らちのあかないおおかみさんに熊田さんはとうとう叫さけんだ。

　…………この数年後おおかみさんがおつうさん恩返し事件で、全く同じ時代錯さく誤ごな台詞せりふを叫んだんですが、このおっさんが原因だったんですね。

　それはともかく、ビクリとして固まったおおかみさんに、熊田さんは言う。

「なあ、涼りよう子こ。焦あせってもなんにもならねえんだよ。そんなに簡単に強くなれるんなら、誰だれも苦労しねえだろ。強さってのはゆっくり着実に積み上げていくもんだ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきに身につけたもんじゃ、簡単にポッキリいっちまう。それとも、おまえが手に入れたいのはそんな強さなのか？」

　その言葉を聞いたおおかみさんは……

「………………………………すいませんでした」

　奥歯を嚙かみしめ、暗く落ち込んだ顔で頭を下げた。

「……涼子、心配しなくてもおまえはちゃんと強くなってるよ。わしはこれでもプロのトレーナーだからな、大船に乗った気でいればいい。そうすりゃわしが強くしてやる」

　おおかみさんはこくんと頷うなずく。

「わかりゃあいい」

　熊田さんはおおかみさんの頭に、そのごつごつとした大きな手を載のせる。

「…………涼子、おまえがなんでそんなに強くなりてえのかは今は聞かねぇがな……いつか自分の中でけりがついたら教えてくれ。わしはそれを待ってるからよ」

　その強こわ面もてに豪ごう快かいな笑えみを浮かべて言う熊田さん。

「……はい、ありがとうございます」

　おおかみさんはもう一度深々と頭を下げた。




　夕方、二人きりの帰り道。

　しばらく前を歩くおおかみさんを見ながら、無言で歩いていたりんごさんが唐とう突とつに聞いた。

「涼子ちゃん、いつもあんなメニューこなしてるんですの？」

　りんごさんはずっとおおかみさんのトレーニングを見ていたのだが、かなりの量だった。運動音おん痴ちなりんごさんでは半分もこなせないに違ちがいない。

「……ああ」

　相変わらず、つっけんどんに、おおかみさんは嫌いやそうに答える。

　でもりんごさんは知っているのだ。こんなに嫌そうな顔してても、おおかみさんはりんごさんの歩調に合わせている。りんごさんとおおかみさんの身長の差はかなりあり、普ふ通つうに歩けばりんごさんはついていくのがやっとのはずなのだ。

　ほかにもある。りんごさんが悲しそうな顔をすると、おおかみさんはそっぽを向きつつも、ちらちらりんごさんの方を窺うかがうし、ぶつくさ文句を言いつつも、りんごさんを追い払はらおうとも逃にげ出そうともしないのだ。ただおおかみさんが全力で走るだけで、あっという間にりんごさんをまくことができるのにもかかわらず。

　そんなおおかみさんにりんごさんは思う。

　ほんとの涼りよう子こちゃんは優やさしくて素す敵てきな女の子。

　そんな涼子ちゃんが、あんなにもがんばって強くなろうとしてるなんて……

　りんごさんが答えは返ってこないことを知りながら、それでも問いかけようとしたそのとき……おおかみさんが唐とう突とつに止まった。

　とんっとおおかみさんの背中にぶつかるりんごさん。

「わっ、どうしたんですのいきなり……」

　りんごさんが目の前で壁かべになってるおおかみさんの脇わきからひょいと頭を出して前を見ると、そこには柄がらの悪いにーちゃん三人に絡からまれてる少年の姿があった。絡まれているのは制服からして、同じ学校の生徒に違ちがいない。

「あらま……とりあえず、ここから逃げてお巡まわりさんでも呼びましょうですの」

　それを見て、りんごさんは無難で的確な行動を取ろうとする。……が、おおかみさんが妙みようなことを言い出した。

「りんご、おまえは先に帰れ」

「えっ？」

　りんごさんは聞き返す。しかし、おおかみさんはそれに応こたえることなくいきなり叫さけんだ。

「おい、てめえらなにしてんだよ!!」

「ええっ!?」

　びっくらこいたりんごさん。中一の小こ娘むすめが、どう見ても高校生くらいの男三人に喧けん嘩か売る。正気の沙さ汰たではない。りんごさんはおおかみさんの顔を見上げるが、なんというか……正気だった。

「あん？」

　にーちゃんたちがおおかみさんに目をやる。

　今だチャンスと、少年はダダーッと見事に逃げ出す。男の風上にも置けない感じですが、それはおいておいて、逃げ出す少年に気づくにーちゃんのうち一人。

「あっおい……逃げやがった」

「追うか？」

「もーいい、めんどくせー。で、お嬢じようちゃんいったい何の用だ？」

　聞いてくるにーちゃんＡ。おおかみさんはそんなにーちゃんたちを鋭するどい目つきで睨にらんでる。

　そんな喧けん嘩か売りまくりのおおかみさんにりんごさんはあわてる。

　ああ、もうどうしましょうですの。

　おおかみさんがいくら鍛きたえてるっていっても、たかが小こ娘むすめ、どうにかなるわけがない。

　しかし、そんなりんごさんの葛かつ藤とうを尻しり目めに、おおかみさんは喧嘩の大バーゲンセールだ。

「いい歳とししてみっともねー真似まねしてんじゃねえよ」

　そのおおかみさんの言葉に、にーちゃんたちの雰ふん囲い気きがだらだらしたものから剣けん吞のんなものへと変わる。

「…………なんだこいつ」

「おれら、なめられてんじゃね？」

「こういうおいたする子には世の中の厳しさを教えてあげないといけないなー」

　ひっ、火に油を注ぎすぎですの!!　サーッとりんごさんの血の気が下がる。

　だが、おおかみさんは止まらない。

「やれるもんならやってみろ!!」

　おおかみさんは制服の赤いスカーフを抜ぬき取ると拳こぶしに巻いて、にーちゃんたちに殴なぐりかかった。

　うきゃーマジですの!!　まずいですの！　どうすればいいんですの!!

　おおかみさんのパンチが一番前にいたにーちゃんＡの顔面に突つき刺ささり……しかし、にーちゃんＡは体勢を少し崩くずしただけ。

「こっこのアマ!!」

　キレて、にーちゃんＡはおおかみさんを思いっきり殴る。

「りょっ」

　思わずりんごさんは叫さけびそうになり……それをどうにか押しとどめる。ここで叫んでも、自分に注意を向けるだけで意味がない。ここは……りんごさんはおおかみさんににーちゃんたちの意識が向いている隙すきにたぱたぱと走って逃にげる。

　後ろで聞こえる打だ撃げき音と怒ど声せいに顔をしかめつつりんごさんは全速力で走り、曲がり角の場所まで来ると手招きしながら叫んだ。

「お巡まわりさん、こっちですの!!　早く早く!!」

　もちろんお巡りさんなどいない。これは効きいたらいいなーというだけの必殺お約束攻こう撃げきだ。

　手招きしてない方の手に持った携けい帯たい電話で１１０番しているのが本命。お約束攻撃が効かなかったら、警察に電話かけましたのよ！　と言って、にーちゃんたちを追い払はらうつもりなのだ。

　いつの間にかいなくなってたりんごさんが、遠くで叫びながら手招きしている姿を見たにーちゃんたちは……

「ちっ、逃げろ」

　こりゃまずいと逃げ出す。

　一目散に走り去ってく不良たち。それを見てりんごさんは一言。

「…………あらまあ、ほんとにこれ効きくんですのね」

　無む駄だになった警察への電話でぺこぺこ謝あやまりつつ、りんごさんはおおかみさんの許もとへ走る。

　おおかみさんの様子は酷ひどいものだった。右目が腫はれ上がり、鼻血が出ている。膝ひざはすり切れ、制服で見えないところにはたくさんの痣あざができているはずだ。

「なんて酷い!!　女の子の顔を殴なぐるなんて!!」

　りんごさんは憤いきどおる。しかし、おおかみさんは気にした様子も見せずに聞いた。

「お巡まわりは？」

　口の中も切っているらしく、話したことでおおかみさんは顔をしかめる。

「そんなもの噓うそに決まってますの。……効くとは思いませんでしたけど」

「……そうか」

　おおかみさんはそう言って立ち上がり、スカートに付いた汚よごれを払はらう。

「近くに小さな公園があったはずなので、とりあえずそこに行きましょうですの」

「別にいい……」

　おおかみさんは腕うでで口と鼻の下をぬぐおうとし……

「いいわけないでしょうですの!!」

　りんごさんがぶち切れた。

「公園に行きますのよ!!　いいですのね!?」

「あっああ」

　その剣けん幕まくにビックリしたおおかみさんは、今度はそのままおとなしくりんごさんに引っ張られていった。




　公園へとやって来たりんごさんとおおかみさん。おおかみさんをベンチに座らせると、りんごさんは水道へ行く。

　りんごさんはまず濡ぬらしたハンカチで、おおかみさんの顔の血をぬぐう。そしてもう一度ハンカチを洗い、それをおおかみさんに渡わたし右目に当てるように言う。

　痛みに顔をしかめつつ、無言で手当てを受けるおおかみさんにりんごさんは聞いた。

「いったいなんで、あんな無茶を？　涼りよう子こちゃんは女の子なんですから……」

「…………オレの勝手だろーが」

　助けてもらい手当てまでしてもらったからかバツが悪そうに、それでもぶっきらぼうに言うおおかみさん。

「涼りよう子こちゃん!!」

「なっなんだよ」

　怒おこるりんごさんの剣幕におおかみさんは口ごもる。

　りんごさんは眉まゆ毛げを釣つり上げて、精せい一いつ杯ぱい怒おこった顔でしばらくおおかみさんを睨にらんだあと……へにゃっと泣きそうな顔になる。

「…………心臓が止まるかと思いましたのよ。三人もいる高校生に喧けん嘩か売るなんて無茶もいいところですの」

「…………」

「涼りよう子こちゃんは女の子なのに」

「…………」

「絶対おかしいですのよ」

「…………」

　しばらく、無言でりんごさんの言葉を聞いていたおおかみさんだが、

「…………おまえには関係ねーよ」

　唐とう突とつに話は終わりだと立ち上がった。目に当ててたハンカチをりんごさんに投げて返すと、そのまま背を向けて歩き出す。

　そんなおおかみさんの背中にりんごさんはぼそりと言った。

「…………誰だれか信じてよ」

「なっ」

　りんごさんの言った言葉に、おおかみさんは振ふり向く。

「てめえ……」

　なんでそれを……とおおかみさんは犬けん歯しをむき出しにして、りんごさんに詰つめ寄る。

「……プリント届けに行った日、涼子ちゃんが泣きながら言ってましたの」

　しかし、りんごさんは、そんな怖こわい顔をしたおおかみさんを真正面から見返す。

「だから私は、知ってますのよ。涼子ちゃんは、ほんとは寂さびしがりやな女の子だってことを……」

　りんごさんは、投げ返されたハンカチを再びおおかみさんの腫はれた右目に当てる。

「ここ数日で知りましたのよ。涼子ちゃんがとっても優やさしい女の子だってことを。…………なのに涼子ちゃんは……」

　すぐ側そばにあるおおかみさんの左目を見つめながらりんごさんは聞く。

「涼子ちゃん、……あなたはなぜこんなになってまで強くあろうとしてるんですの？」

「……うるせえよ」

　口ではそう言いながらも、おおかみさんは一歩下がる。しかしりんごさんはおおかみさんが下がった分だけ前に詰める。

「涼子ちゃん、……あなたはなぜ強くなろうとそんなにがんばってるんですの？」

「……うるせえ、だまれよ」

　静かでしかし有う無むを言わせないりんごさんにおおかみさんはまた下がるが、りんごさんはまた前に詰つめ二人の距きよ離りは変わらない。

　そしてりんごさんがおおかみさんの毛皮を剝はがす核かく心しんの一言を口にした。

「涼りよう子こちゃん、あなたはなぜ……………………そんなにも噓をついてるんですの？」

「…………うるせえっつってんだろ!!」

　決定的な一言に、りんごさんの胸むなぐらをつかむおおかみさん。

「ふざけるな！　噓うそなんかついてねえ!!　オレは大おお神かみ涼子だぞ!!　強くて、乱暴者で、怖こわがられて……」

　おおかみさんは犬けん歯しをむき出し、りんごさんを睨にらみ付け……

「……そして噓つきなんですのね」

　そう返されて言葉が詰まった。それでもおおかみさんはどうにか言い返す。

「……てめえ、いいかげんにしねえと」

「私は食べられちゃったりするんですの？」

「…………」

「ふふ、そんなもの怖こわくなんてありませんのよ。だって……」

　りんごさんはそこで優やさしく笑った。

「私はもう涼子ちゃんに食べられちゃってるんですもの。かわいくて強くてかっこよくて照れ屋で寂さびしがり屋なおおかみさんに一口で簡単にぱくりと」

　そこで何かを思い出すように、りんごさんは目を閉じる。

「涼子ちゃんの部屋に初めて行った日、私は本当の涼子ちゃんを知って思いましたの。

　ああ、この娘こは私に似ていると。

　自分を守るために噓をついて、誰だれも知らないところで一人泣いているところが。

　でも、私に似てないと。

　周りの人の庇ひ護ごを得るため、人当たり良く誰にでも好かれるように本心を隠かくして笑っている私とは」

　りんごさんは背せ伸のびをして、おおかみさんとの距離をさらに詰める。おおかみさんの顔はもうすぐ側そばだ。

「私には眩まぶしかったんですのよ。一人でがんばろうとしている涼子ちゃんの姿が。悲しかったんですのよ。たった一人でがんばっている涼子ちゃんの姿が。だから目を奪うばわれた。だから仲良くなりたいと思った。そう…………だから私は涼子ちゃんと友達になりたいんですのよ」

　りんごさんはそのつぶらな瞳ひとみで、おおかみさんの瞳を覗のぞき込む。

　おおかみさんの切れ長な瞳に映るのは怯おびえの色。

　そう、おおかみさんは怯えているのだ。自分の心の中を見透すかそうとするその瞳に。自分の弱さをさらけ出させようとするその瞳に。

「……ちっ、なにわけわかんないこと言ってんだよ、てめえ」

　怯おびえるおおかみさんは、強がりながらもりんごさんから目をそらす。

「怯えてるんですのね。でもそれは仕方ないことだと思いますの。涼りよう子こちゃんは今度裏切られたら一人で立つことすらできなくなる。一人で生きていこうと決めたのに、ここで誰だれかの手を取ってしまえば、もう一人ではいられない」

　そんなりんごさんの言葉におおかみさんが叫さけぶ。

「…………知ったようなこと言うんじゃねえよ!!」

「知っているからこそ私は誘ゆう惑わくしてるんですの。知っていてなお友達になろうと言ってるんですの。人が周りにいるかいないかだけで、私と涼子ちゃんは変わらない。人が側そばにいたって触ふれ合わなければその温かさは伝わらない。私みたいに噓うその笑顔でみんなと仲良くしてても、それは一人でいるのと何ら変わりはないんですの」

　りんごさんは左手で、おおかみさんの頰に触れた。

「私と涼子ちゃんは同じで、全然違ちがう。でも、だからこそわかり合えるし仲良くなれる」

　あのうなされ涙なみだを流すおおかみさんの手を握にぎって、ぬくもりを伝えたときと同じように。

「それに私はもう手を取ってしまったんですのよ。あの日、涼子ちゃんの手の温かさを知ってしまったんですのよ？　だから私は涼子ちゃんから離はなれられないし離れない。

　そう、涼子ちゃんに心を奪うばわれた……食べられちゃった私は何があろうと涼子ちゃんの側にいますのよ」
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　そしてりんごさんは、おおかみさんをその小さな身体からだで抱だきしめて優やさしく言った。

「だから涼りよう子こちゃんも私には……私だけには噓うそをつかなくてもいいんですのよ？　私の前では泣いたっていいんですの。私の前では弱くなったっていいんですの。……そう、私の前だけではがんばらなくたっていいんですのよ？　何があろうと私は涼子ちゃんを裏切らない……」

　なすがままにされていたおおかみさんの目から不意に滴しずくがこぼれた。

「…………くそっ」

　りんごさんに抱きしめられたまま、おおかみさんはぽつりと言う。

「……オレは強くなるって決めたんだよ」

「はい」

「……一人で大だい丈じよう夫ぶになるつもりだったんだ!!」

「はい」

「なのに……なのに……」

「はい」

「…………ちくしょう」

　りんごさんは涙なみだを流すおおかみさんを、小さな身体でずっと抱きしめていた。夕日に照らされ長く伸のびた二人の影かげは分かれることはなく、一つのまま夕ゆう闇やみに溶とけ込んでいった。




　そして次の日、自分の部屋にいたおおかみさんは、ドアをノックする音で目を覚ました。

「なんだよ……こんな朝っぱらから」

　寝ね起おきで微び妙みように不ふ機き嫌げんなおおかみさん。今日は土曜日で学校はお休みなので、昼まで寝ておくつもりだったのだ。

「……はい」

　ものすごい目つきで玄げん関かんのドアを開けたおおかみさんが見たのは……

「はーい、涼子ちゃん。ご機嫌いかがですの～？　私はちょーご機嫌ですの～」

　なんか、とってもご機嫌なりんごさんだった。おおかみさんは頭をぽりぽりとかきながら、大きなあくびをする。

「ふぁあぁ……りんごか。朝っぱらからやけにテンション高いな……というか、その荷物はなんだ」

　ドアの前に立ったりんごさんの両手には大きな鞄かばんが二つあった。

「今日からここに住むことにしましたの。ああ、ちゃんと寮りよう長ちようの許可は得てますの。というか、大喜びだったんですのよ」

　おおかみさんの住んでいる部屋は二人部屋なのに、おおかみさんは一人で住み、なおかつほかにおおかみさんと一いつ緒しよに住めそうな人がいなくて寮長さんは頭を悩なやませていたのだ。

　そんなときに舞まい込んだおおかみさんと一緒に住みたいというりんごさんの申し出は、まさに渡わたりに船だったのだろう。

「まだ、ほかにも荷物があるので、手伝って欲しいですの」

　にこにこしながらそんなことを言う、ずうずうしいりんごさん。

「…………はぁ、わかった」

「じゃあまあ、今日は私の歓かん迎げいパーティーですの」

「おいおい、自分で自分の歓迎パーティー開こうとすんなよ」

　そんな相変わらずなりんごさんに、おおかみさんはあきれた顔で大きくため息をついたあと、くすりと小さく微笑ほほえんだ。




　そんな感じで始まったおおかみさんとりんごさんの共同生活。

　一いつ緒しよに笑って一緒に怒おこって、二人で登校して二人で遊びに行って、時には喧けん嘩かして仲直りしてと、にぎやかでとても楽しいものだった。でも相変わらずおおかみさんは過去の経験からか見て見ぬふりというのが大嫌きらいで、いろんなところに首を突つっ込んでいった。りんごさんはそんなおおかみさんの側そばにいることで、必然的に相棒として活かつ躍やくすることになったわけです。でも、りんごさんは自分がおおかみさんみたいに鍛きたえればどうにかなるとは思っていなかったので、自分にできることを……ということでスタンガンなどの武器を手に入れ、相手の弱みを保存したり情報を手に入れるための手段として、ビデオカメラやパソコンなど電子機器を手に入れ扱あつかえるようになった。しかも、かわいこぶりっこで隠かくしていた毒までも存分に活用。

　そして、いろんな問題を解決するということを繰くり返していたら、おおかみさんとりんごさんは気がつけば御お伽とぎ花ばな市しの一部でそこそこ目立つ存在になっていたのです。そんな二人に目をつけた頭とう取どりさんにスカウトされて御伽銀行のメンバーになったのでした。




　そんなわけで、舞ぶ台たいは再び御伽銀行地上支店に。

「…………まあ、そんなことがあって私は涼りよう子こちゃんと仲良しになって、一いつ緒しよに住み始めたわけですの」

　えっへんと自じ慢まんげに、りんごさんはその真っ平らな胸を張っている。

　そんなりんごさんに向き合い真しん剣けんな顔で話を聞いていた亮りよう士しくんだが、話が途と切ぎれきりが良かったので、さっきから気になっていたことを聞いてみた。

「…………それで、それとさっきのおれの話がどう関係してるんっスか？」

　どう考えても、おおかみさんの様子がおかしくなった理由と関係ないし、おおかみさんといろいろあったらしい羊ひつじ飼かいさんなんて名前も出ていない。

　そんな疑問を口にする亮士くんに、りんごさんはふふふんと得意げに笑った。

「別にないですの。今までのはどれだけ私と涼子ちゃんが仲良しかを自慢しただけですの」

　今判明、短編一本まるまる自慢話に費ついやしたりんごさん。散々期待させといてこれですか。とても良い性格してますね。

　あまりのことに亮りよう士しくんの全身から力が抜ぬける。気を張ってた分余計に。

「…………そうっスか」

　そんな亮士くんを尻しり目めに、存分に自じ慢まんしまくれたりんごさんはとてもご満まん悦えつだ。

「うふふふ。でもまあ、ここから本題に入りますの」

「……無茶苦茶長かったっスね……マジで」

　そうですね、もうこのお話は終わりますよ。

「それで、私と涼りよう子こちゃんが一いつ緒しよに暮らすようになって初めての夜のことですの」

　りんごさんはきりりと表情を引き締しめる。

「仲良くなった私と涼子ちゃんはベッドの中でいろんなことを話してたんですの。好きなもの嫌きらいなもの家族のことから犬派か猫ねこ派かとかどうでもいいことまで、本当にいろいろなことを話しましたの。そして最後に話したのは…………昔のこと」

　そこでりんごさんは亮士くんを見つめる。

「だから、私は涼子ちゃんと森もり野の君の話に出てきた男との間にあった出来事も知ってますの。それこそが涼子ちゃんが今の涼子ちゃんに……噓うそつきオオカミ少女になった原因ですの」

　りんごさんはそこで一ひと際きわまじめな顔をして、ゆっくりと口を開いた。

「それで何が起こったかですけど…………」

　亮士くんはごくりとつばを飲み込む。

　しかし、りんごさんは雰ふん囲い気きを急に軽いものに変え、かわいらしく人差し指を口に当てる。

「……………それは内ない緒しよですの」

　肩かた透すかしを食った亮士くんはガクッとズッこける。

「……あっ赤あか井いさん？」

「というか、これは私から聞いちゃあ駄だ目めなことだと思うんですのよ。涼子ちゃんから聞かないと。……まあ、意地っ張り涼子ちゃんが、そう簡単に話すとは思いませんけど」

「…………そうっスよね」

　りんごさんの言葉に、亮士くんはとても情けない顔をする。おおかみさんが簡単に話してくれるようなら、りんごさんに相談なんてしていない。

「でも……それでも森野君には涼子ちゃんから聞き出して欲しいんですの。涼子ちゃんの心の底からの信しん頼らいを勝ち取ることができれば涼子ちゃんは話してくれるはず」

「……信頼」

「涼子ちゃんはあんな感じですけど女の子なんですのよ。例えばあの長い髪かみ、本人は勝手に伸のびたとか、切るのがめんどくさいとか言ってますけど、あれは涼子ちゃんが捨てきれなかった女の子の部分なんですの。強くなるためにはあの長い髪は邪じや魔まにしかならないんですのよ。

　……そう、本当の涼子ちゃんは乱暴者で嫌われ者のオオカミなんかじゃない、ただの女の子なんですのよ。森もり野の君が見破ったように、とっても優やさしくてかわいくてがんばってる普ふ通つうの女の子……」

　そこでりんごさんは亮りよう士しくんを強く見つめた。亮士くんはその視線にビクッと震ふるえるが、気力で発ほつ作さを押しとどめる。

「だから森野君、がんばって男を磨みがいてくださいの。私と出会って涼りよう子こちゃんはちょっとだけ素す直なおになった……でも私にできたのはここまで。涼子ちゃんはまだ噓うそつきオオカミのまま。

　なぜなら…………私では涼子ちゃんを護まもってあげることはできないんですのよ」

　寂さびしそうに、そして少しだけ悔くやしそうに苦笑いしたりんごさんは自分の小さな手を見る。

　りんごさんは小さくてお世辞にも発育が良いとはいえない。りんごさんではおおかみさんの心を救えたとしても、降りかかる悪意すべてからおおかみさんを護り通せるわけがない。

「私では弱い涼子ちゃんを護ってあげられない。だから涼子ちゃんは今でも噓をつき続けている……涼子ちゃんは何かに護られてないと生きていけない人なんですのよ。そして、その結果は森野君のご存じの通りですの。噓の毛皮は何度も破かれてぼろぼろで、それでも涼子ちゃんは必死に噓を纏まとい続ける」

　りんごさんはおおかみさんを孤こ独どくから救い出した。もしりんごさんがいなければ、今もおおかみさんは一人きりのはずだ。でもそれはりんごさんも同じ。

　おおかみさんとりんごさんの関係は、お互たがいの傷をなめ合うような関係で、そのためおおかみさんは毛皮を脱ぬぐことができなくなった。お互いを支え合うには強さがいる。

　だからりんごさんは待っていたのだ。……自分以外におおかみさんの噓を見破る人を、そしておおかみさんの毛皮を優やさしく脱がしてしまうような人を。

「涼子ちゃんに必要なのは、噓の代わりに涼子ちゃんを問答無用で護ってくれるような強い人、涼子ちゃんのすべてを一切合切包み込んでしまえるような強い人なんですのよ。そんな人がいれば涼子ちゃんはつぎはぎだらけの噓の毛皮を脱ぐことができる」

　そのりんごさんの言葉に亮士くんは少し考えたあと応こたえる。

「…………だから男を磨みがけっスか」

「はいですの。強く、強くなってくださいの。誰だれよりも強く」

　そこまで言ったところでりんごさんは真しん剣けんな表情をゆるめてぱちりとウインクをする。

「でも……まあ森野君なら大だい丈じよう夫ぶだと思いますの。これでも私はあなたのことを買っているんですのよ？」

「…………そうっスね。わかったっス。涼子さんとあの男の間に何があろうと、おれは涼子さんを護ると決めたんっスから。そして、今すぐとはいきませんけどいつかは涼子さんのすべてを受け止められるような男になるって約束するっスよ」

　いつものヘタレさを感じさせない、まさしく男の顔で亮士くんは決意を口にする。

　流石さすがです。ヒーローはこうでなくてはいけないですね。

「その意気ですの。では……森もり野の君のその決意のご褒ほう美びにとても良いお話をしてあげますの」

「なんスか？」

　りんごさんはそこでなぜかポッと頰ほほを染めた。

「それはあのあとの話ですの。…………二人で迎むかえた初めての夜、二人仲良く狭せまいベッドの上でいろいろ話してた私たちですけど、いつしか会話は途と切ぎれ二人の距きよ離りは縮ちぢまり、お互たがいの抱かかえていた寂さびしさを知った私たちは薄うす暗ぐらい部屋の中、その寂しさを埋うめるようにベッドで抱だき合っていましたの」

　……なんか空気が怪あやしくなってきました。なんというか、ピンク色の空気？

「そして私は涼りよう子こちゃんの柔やわらかな身体からだに身を沈しずめ、そのなめらかな肌はだに密着し、涼子ちゃんのまだ咲いていない蕾つぼみのような未み成せい熟じゆくな身体に手をはわせ、ゆっくり優やさしく花びらを開かせるように……」

　いきなり始まった男の子なら気になって仕方がない女の子同士の秘め事の話に、ごくりとつばを飲み込み、亮りよう士しくんは耳をダンボにしている。その思春期溢あふれる姿には、先ほどのヒーローの面おも影かげが全くありませんね。

「で、どうなったんスか!?」

　鼻息荒あらい亮士くん。マジで、面影ありませんね。

「うふふふ、おぬしも好きですのねー。で、私と涼子ちゃんは……

『あっ、りんご、やめっ!!』

『身体はそうは言ってませんのよ？　……ほら、こんなに……』

『あっあっ……ああっ！』

『ふふ……涼子ちゃん、かわいいですのよ？』

　そしてとうとう私たちは誰だれも到とう達たつしたことのない……………………」

　ぼかっ

「痛いですのっ!!」

　ストーリーがある意味クライマックスにさしかかろうとしたそのとき、りんごさんの後頭部に衝しよう撃げきが走った。もちろん、りんごさんの頭を叩たたいたのは……

「なななななななななななな」

　もちろんおおかみさん。いつの間にか地下の仮か眠みん室から上がってきていたらしい。

「なにやってんだよっ!!　というか、りんご何話してやがる!!」

　真っ赤な顔で吠ほえるおおかみさんに、りんごさんはしれっと答えた。

「私と涼子ちゃんの愛のストーリーですの」

「ほとんどねつ造だろうが!!」

「失敬な！　事実もありますのよ？　というか、途と中ちゆうまでは事実でしたの」

「なっ、だっだからといって軽々しく話すことじゃねーだろ！　そもそも、なんでオレがりんごに攻せめられてんだ!!」

「だって、私が受けというのは流石さすがに無理がありますの。基本的に私は攻めですのよ？　さらに詳くわしく言うならば、強気攻めですの！　えっへん!!」

「なんで得意げなんだよ!!」

　ころころと笑って埒らちがあかないりんごさんに、おおかみさんは頭をガシガシとかく。

「だーあーもう!!」

　そんなおおかみさんを見ながら亮りよう士しくんは、りんごさんに聞いた。

「……で、どこまで本当だったんスか？」

　その問いにりんごさんは……

「ふふっ……それは内ない緒しよですの」

　心底楽しそうに微笑ほほえんだ。




　そんなわけでオオカミに食べられちゃった赤あか頭ず巾きんちゃんは……

「うふふふふ～ですの」

「なんだよりんご、気持ち悪いな」

「涼子ちゃん、今日は何が食べたいですの？」

「あ？　今日はオレが食事当番だろ？」

「とても気分が良いので、今日は私が作りますの」




　……今もオオカミのお腹なかの中。




「いったい何があったんだ？　おまえが亮りよう士しに変な話をし始めたところくらいからしか聞いてないから、わけがわからねー」

「うふふふ、それは内緒ですの。でもまあ一つ言わせてもらうと……男の子ってのは変わるものですのねー。まあ、まだまだなんですけど」




　大遅ち刻こくしてやって来た猟りよう師しはヘタレで、オオカミが仕留められるのはまだまだ先の様子。




「やっぱわけわかんねーな」

「うふふふ、まあ私が涼りよう子こちゃんのことが大大大好きだということですの」

「なっ」

　そんなりんごさんの言葉に真っ赤になるおおかみさん。

　というわけで、赤頭巾ちゃんとオオカミは今でも二人で仲良く暮らしているのでした。


めでたしめでたし









　　　おおかみさんとてもお堅かたい地じ蔵ぞうさんの秘密を目もく撃げきする







「依い頼らいがあって来たんだが」

　放課後、御お伽とぎ銀行地上支店にノックのあとに入ってきたのは、落ち着いたというか大人っぽいというか……なぜかそれを通り越こして枯かれた印象を受ける少年だった。じじむさいと言い換かえてもいいかもしれない。

　少年の浮かべている表情もその印象に拍はく車しやをかけている。機き嫌げんが悪いのか、それとも常にしかめっ面つらなのかはわからないが、少年は憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべているのだ。

　まあそんな少年の印象はともかく、

「はいはいですの～」

　といつも通りにりんごさんがにこやかにお出で迎むかえ。いつも通りに亮りよう士しくんが飲み物を用意し、いつも通りにおおかみさんがソファにフンぞり返った状態でお仕事の話に移行した。

「二─Ｂ花はな咲さき仁じんだ、力を借りたい」

「……花咲？」

　なんか聞いたことのある名前だなとおおかみさんは首をかしげる。そんなおおかみさんにりんごさんが説明する。

「野球部のエースですの」

「おお！　そういや聞いたことがある」

　おおかみさんも思い出したらしい。実際、花咲さんの容姿は日に焼けた肌はだに引き締しまった身体からだ、そして坊ぼう主ず頭あたまとこれぞ野球部といった容姿をしているのでわかりそうなものですが……まあ興味がなかったので忘れてたんでしょう。おおかみさんですしね。

「そこそこ有名ですし、流石さすがの涼りよう子こちゃんでも聞いたことくらいはあると思いますの。花咲先せん輩ぱいは二年生にもかかわらず並なみ居いるライバルを押しのけてエース、そして見た目もそこそこなので結構もてるんですのよ？　ただ、そのストイックを通り越こしてじじくさい雰ふん囲い気きとその坊主頭でかなり損してまして、ミスター御お伽とぎ学園のトップ10には入ってませんの。あと、あまりに浮いた話がないのでホモ疑ぎ惑わくがかかってまして、その手の女の子に大人気なんですのよ。バッテリーを組んでる犬いぬ塚づか先輩が胃の弱そうな線の細い美少年なので、彼とカップリングにされているんですの」

「犬塚……ああ、あの人か」

　微び妙みような顔をするおおかみさん。

　ちなみに犬塚さんとは、桃ももちゃんの下げ僕ぼくその一です。（二巻参照のこと）

　それはともかく、依い頼らい人に対しても発はつ揮きされてしまうりんごさんの毒どく舌ぜつ。まあ、これでも人は選んでるんですけどね。

　実際、花はな咲さきさんは怒おこる様子もなくただあきれているだけ。

「……本人を目の前にしてよくそこまで言えるな」

「ほほほほ、それは失礼ですの。……で本当のところはどうなんですの？」

「ワシは女が好きだ。ただ、今は野球の方に集中したいので、誰だれかと交際するつもりはない。性欲なら自分で処理できるしな」

　なんだかとても男らしい花咲さんだった。性欲とか処理とか言ったときも赤面せず、入ってきたときと同じしかめっ面つらをしてますよ。

「こうもダイレクトに返されてしまうと、なんか照れますの。ねえ涼りよう子こちゃん？」

「……オレに振ふるなよ」

　頰ほほを染めるりんごさんに、嫌いやそうな顔のおおかみさん。

　りんごさんはこほんとかわいらしく咳せきをして気を取り直す。

「それでここのシステムはご存じですの？」

「ああ」

「わかりましたの。では話をどうぞ」

　知っているなら話は早いとりんごさんは話を促うながす。

「ああ……それでだな、ワシは一人暮らしをしているのだが、最近部屋で不可解なことが起こるのだ」

　表情を変えずしかめっ面つらで、花咲さんはそう言う。なんか立派なまゆげを寄せて眉み間けんに力が入っているように見えるが、やっぱりこれがデフォルトの状態らしい。

「ん～心しん霊れい現象は流石さすがに畑違ちがいですの。……ねえ、涼子ちゃん？」

「おっおう」

　何かを含ふくんだ目でおおかみさんを見ながらまたまた話題を振るりんごさんと、不自然に口ごもるおおかみさん。

　ほんと、りんごさんはおおかみさんをいじるのが好きですね。

　そんな二人の様子を「？」マークを浮かべて見ていた亮りよう士しくんに、りんごさんがうれしそうに説明する。

「涼子ちゃんは、霊みたいに殴なぐれないモノが怖こわいという強気っ娘こにありがちな設定があるんですのよ」

「設定って言うな!!」

　真っ赤になって怒おこるおおかみさん。しかしその赤い顔は間違いなく恥はずかしさからだ。んー実にラブリーとその顔を満足げに眺ながめたあと、りんごさんは花咲さんに向き直る。

「でもまあ、霊感が強いという方への貸しもいくつかありますので、その人を派は遣けんするという形ならまあどうにかなるかもしれませんの」

　だが、そんなりんごさんの言葉を花はな咲さきさんは否定する。

「いや、不可解は不可解なのだが、心しん霊れい現象というわけでもなさそうだ」

　そう言うと、花咲さんは相変わらずのしかめっ面で自分の部屋で起きた出来事を話し始める。

「あれは確か二週間ほど前だったか……家に帰ると誰だれかが部屋を物色した形けい跡せきがあるのだ。心なしかきれいになっていた気もする」

「親がいきなりやって来て掃そう除じでもしてたんじゃないのか」

「なるほどですの。それで机の上になぜか整然と並べられたエッチな本が……」

　おおかみさんとりんごさんがちゃちゃを入れる。

「いや、それはない。親に確かく認にんした。あと、そういう本は普ふ通つうに本ほん棚だなに並んでいる。一人暮らしだしな」

「あらまぁ、森もり野の君みたいですの」

「なんでそこでおれの名前が出るんっスか!!」

　嫌いやな話題でいきなり名前を出され、亮りよう士しくんは不自然にうろたえる。そんな亮士くんを見てりんごさんの目が怪あやしく光る。

「いえ、本棚に並んだエッチな本のページで、涼子ちゃんに似たスレンダー系のお姉さんの載のったところに不自然な折り目が付いていたことなんて知りませんのよ？」

「なんでそれをっ!!」

　ドガーンとショックを受ける亮士くん。

「雪ゆき女めさんが言ってましたの」

　どうやら雪女さんは勝手に侵しん入にゆうして漁あさったらしい。ちなみに雪女さんとは亮士くんの叔母おばで、下宿先のオーナーの女性だ。

「おっおれのプライバシーはどこいったんっスか!!」

「さあ？　とりあえず、年とし頃ごろの少年の行動を知り、それを作品に生かすという崇すう高こうな目的の前には、そんなものちり紙にも劣おとるみたいですのよ？」

　雪女さんは少女たちに夢を売る少女小説家だったりするので、ネタのためにこのような凶きよう行こうに及およんだらしい。……いや、違ちがいますね。これはどう考えても少女たちの夢を奪うばうネタなので、ただの興味本位という線が濃のう厚こうですね。

「そもそも見られたくないなら隠かくしてればいいじゃないですの」

「いっいや、部屋にいるときはなんか気が大きくなっているんスよ。だから堂々と本棚に」

　しどろもどろに応こたえる亮士くんにりんごさんは納なつ得とくする。

「あー周りに誰もいないんですものねー」

　そんな超ちよう内うち弁べん慶けい亮士くんにおおかみさんの汚お物ぶつでも見るような視線が突つき刺ささる。

「ふ～ん、ほー、へー」

「いやっその……あれはっスね。…………ひいっ見ないで見ないでー!!」

　おおかみさんの氷点下の瞳ひとみに、亮りよう士しくんは一いつ瞬しゆんでヘタれてしまう。やっぱりヘタレですね。

「まあまあ、年とし頃ごろの男の子ならしょうがないですのよ？」

　自分が話をこういう流れに持ってきたにもかかわらず、りんごさんはご満まん悦えつな顔で仲裁に回る。実にたちが悪いですね。

「…………話を続けていいか？」

　そこでとうとう、あまりの脱だつ線せんっぷりに依い頼らい人である花はな咲さきさんが口を挟はさんだ。

「あっどうぞですの」

「ああ。それでワシは話に出た通り野球部に所属し帰宅は部活のあとになる。なので、朝登校してから夕方までの間に何者かが部屋に侵しん入にゆうしているらしい。そしてその侵入者だが、なにも盗とらずに去っていくので何がしたいのかわからない」

「……ただの気のせいという可能性はありませんの？」

　少し考えたあと、りんごさんが聞く。

「ワシは几き帳ちよう面めんなものでな、いつも同じ場所に同じ物を置いているので、場所が動くとわかる。故ゆえに何者かが侵入したことは確かだ」

「ふーん、マジで何か盗ぬすまれたりしてねーのか？」

「ああ、盗られた物はなにもない。少しずつやることがエスカレートしてきているがな」

「エスカレート……その侵入者さんは何をなさってるんですの？」

　りんごさんが小首をかしげ、かわいらしく聞く。

「最初は部屋に入っていろいろ触さわっただけだったのだが、次は掃そう除じをするようになった」

「…………掃除っスか？」

　なんか掃除とかいう話題にそぐわない単語が出てきたので、亮士くんは思わず聞き返してしまう。

「掃除だ。ワシは元からこまめに掃除をしていたのだが、それ以上にきれいになりチリ一つ落ちていない。どうやら手慣れているようだな」

　確かに不可解な出来事には違ちがいないが、おおかみさんたちが想像していたモノと全く違った。

「しかも最近は料理まで作るようになった」

　どうやら家事万能らしい侵入者に、おおかみさんはつぶやいた。

「………………便利な奴やつだな」

「……こんな妖よう精せいが外国にいなかったスかね」

「ん？　……ああ、ブラウニーですの？　確かにそんな感じですの」

　ちなみにブラウニーとは家か人じんのいない間に家事をいろいろやってくれる、北ほく欧おうやイギリスにいるらしい一家に一匹ぴきは欲しい妖精さんの名前です。

「ああ、そういえば、さっき言ってなかったが先ほど話に出たエロ本だが、侵入者は一通り目を通したらしい。並びが変わっていたのでわかったのだがな」

　亮りよう士しくんとは違ちがい、顔色も変えずそんなことを言う、どこまでも男らしい花はな咲さきさん。

「ええと、まとめますの」

　りんごさんが、ん～と少し考えたあと今までの話を総そう括かつする。

「その正体不明のブラウニーさんは、花咲先せん輩ぱいの部屋に不法侵しん入にゆうしてお掃そう除じして夕飯を用意してエッチな本を読んでから帰っていったと」

「その通りだな」

　おおかみさんと亮士くんは無言で顔を見合わせる。

「…………」

「…………」

　正直わけがわからない。

　りんごさんも内心は二人と同様だ。しかしりんごさんはそんな考えを顔に出さずに、営業スマイルで商談を開始する。プロですね。

「それで、依い頼らいはなんでしょうですの？」

「便利なのでこのままでいいかとも思っていたのだが、流石さすがに気になってしょうがないのでな。侵入者が何者か突つき止めて欲しい」

　いや、便利なのでじゃねーだろ。

　そんなことを思いつつも、筋金入りのりんごさんはやっぱり笑え顔がおを崩くずさない。でも、最初に毒どく舌ぜつを発はつ揮きしてるんだから、もう今いま更さらじゃないですか？

「わかりましたの。そういう依頼なら、大だい丈じよう夫ぶだと思いますの。それでほかに手がかりはありますの？」

「隣となり近所に聞き込んだが目もく撃げき者はいなかった。なので手がかりというものはあまりないのだが……そうだな、食事はうまかった。料理は得意なようだ」

　そんな剛ごう胆たんなことを言う花咲さん。……いや剛胆というかやっぱり変な奴やつといった方がいいかもしれない。

「…………誰だれが作ったのかもわからないそんな怪あやしげなものを食べたんですの？」

「ああ、うまそうだったのでな。どうやら毒は入ってなかったらしい」

　あきれてるりんごさんに花咲さんは相変わらずのしかめっ面つらで答える。

「そう言えば、鍵かぎはかけてなかったんスか？」

　鍵がかかっているかいないかで話が全然変わってくるので、ここは重要なところだ。

「かけていた。だが、どうにかして開けたようだ」

「そのブラウニーさんは合い鍵でも持っているんですの？」

「いや、それはない。予備の鍵もワシが持っていて、誰かに鍵を預けているということはない。ただ……勝手に合い鍵を作られていたならばワシには知りようがないな」

　りんごさんは考え込むように、かわいらしく人差し指を頰ほほに当てる。

「では、勝手に合い鍵を作ったか、それともピッキングでもしているのかですのね」

「どちらにしても、素人しろうとっぽくねえなー」

「まあ、普ふ通つうの人は他人の家に、合い鍵作ったりピッキングしたりして無断で入ったりしないっスよね」

　全くです。

　そんなわけで、りんごさんは得られた情報から今後の方針を決め、皆みなに話す。

「わかりましたの……それでは、部屋にカメラを仕し掛かけたいんですけど、よろしいですの？　張り込みたいところですけど、なんだか気づかれてしまいそうな気がするんですの」

「毎日出入りしているのに、目もく撃げき者がいないくらいだからな」

「かなり用心深い人みたいっスね。万が一見つかったら来なくなりそうっスし」

　りんごさんの心配に二人も同意する。相手の目的、行動などなどすべてが謎なぞに包まれまくっているのでこれは当然ですね。

「そうですの。森もり野の君の影かげの薄うすさを利用して張り込みしてもらうのもいいんですけど、森野君の言うように万が一ということもありますの。なによりそうした場合、中で何が行われてるかわかりませんのよ。頃ころ合あいを見て踏ふみ込むのもありだとは思うんですけど、万が一危ない方だったら危き険けんですの。追いつめて自じ暴ぼう自じ棄きになられても困りますし。なので、隠かくしカメラがいいかなと思いますの」

　亮りよう士しくんの影の薄さというか、周囲にとけ込み待ち伏ぶせる猟りよう師しの能力は役に立つのだが、今回は相手も一ひと筋すじ縄なわではいかなそうなのでりんごさんは安全策に出ることにしたのだ。

「ブラウニーさんがどんな方か把は握あくしたあと、どう動くか決めたらいいと思いますの」

「それはいいがビデオなら以前仕掛けた。だが、中身はきっちり削さく除じよされていた。まあ、借りたのは普通のビデオカメラだったので、隠してはいたが簡単に見つかってしまったんだろう」

「……なるほど。でもまあ、これぞ隠しカメラという小さなカメラを仕掛けますので大だい丈じよう夫ぶだと思いますの。それでその方は毎日来るんですの？」

「ああ、基本は毎日だな。ただ、こちらのスケジュールを把握しているらしく、部活が休みのときは来ない。そういえば、知り合いに張り込んでもらったときも来なかったな」

「やっぱり用心深い方なんですのね。……なら、ビデオカメラの設置は野球部の練習が休みの日にしましょうですの。平日でもいいんですけど、それだとその不法侵しん入にゆう者さんに感づかれてしまうかもしれませんし。急ぎなら、真夜中にでもうかがいますけど」

「いや、急ぎでもないのでそれでいい」

「じゃあ、そういうことで決まりですの」

　というわけで、のちにあれは実に喜劇……もとい悲劇だったとおおかみさんたちが微び妙みような顔で語ることになる、花はな咲さきさん家ちのブラウニー事件が幕を開けたのでした。




　あの花はな咲さきさんの依い頼らいから五日後、おおかみさんたちは隠かくしカメラを仕し掛かけ、今はその翌日の放課後だ。おおかみさんとりんごさんと亮りよう士しくんの三人は無線式の隠しカメラから送られてくる映像を見ていた。同じ一年生組の浦うら島しまさんはいない。というか、浦島さんは美人の言うことなら二つ返事でなんでも聞いちゃうので、学年組の当番に関係なく便利に使われてたりする。

　でも今回いない理由は、それではない。おおかみさんたちが出発しようとしていたそのときに、浦島さんが乙おと姫ひめさんに仮か眠みん室に引きずり込まれようとしていたのに放っておいたから。今回はいなくても別に問題なさそうだったし。

　というわけでお願いだから連れてってと必死の表情で訴うつたえていた浦島さんを、おおかみさんたちは無視した。人って時にとても非情になれるんですね。

　あと、高性能マイク内蔵無線式小型カメラに受信チューナーと、普ふ通つうの高校生が持ってないというか持っちゃいけない装備の数々ですが、それはもうつっこんじゃダメだ。

「来るならそろそろ来てもいいんですけど」

「まー料理やら掃そう除じやらするなら早く来ねーと時間ないだろうしな」

「野球部の練習が終わるのは七時で今は四時前っスから、花咲先せん輩ぱいが帰宅する時間を考えてもあと三時間と少しってところっスか」

　今三人がいるのは花咲さんの部屋の隣となりの部屋。ちょうどこの部屋の住人に貸しがあったため、強制的に借りたのだ。その部屋で三人は、花咲さんの部屋が画面に映し出されたりんごさんのノートパソコンを覗のぞき込んでいる。

　花咲さんの部屋はワンルームの学生用マンションだ。玄げん関かんから部屋の突つき当たりまでいくらもない狭せまい部屋だが、中は映像からでもきっちりと整理整せい頓とんされているのが見て取れる。家具の配置、机の角度、本の整列具合、様々な小物の配置までもが整然とし、花咲さんの几き帳ちよう面めんさが画面から伝わってくるようだ。

　そんな花咲さんの部屋の監かん視しを開始して二十分ほど経たつが、相変わらず誰だれかが来る様子はない。おおかみさんはだれてきて、とうとう他人様の部屋でゆうゆうと寝ねっ転ころがり始めた。

　そしてさらに十分、今日は来ないんじゃないかなーと三人が考え始めた頃ころ……カチャカチャという音がドアの辺りで聞こえてきた。部屋が狭いので玄関の音すら拾えるのだ。

「来たか？」

　だらだらと寝っ転がっていたおおかみさんだが、その音にがばっと起き上がる。

　このカチャカチャは間ま違ちがいなく鍵かぎを開けようとする音だろう。

「合い鍵じゃなくて、ピッキングですのね」

　その音からりんごさんはそう判断する。

　そしてカチャカチャという音がいくらもしないうちに、ガチャリという鍵を開ける音が響ひびいた。

「……開いたっス」

「早いですのね、慣れてるみたいですの」

「まあ、何度も入ってるわけだしな」

　そんな言葉を交かわしながら三人は、侵しん入にゆう者がいったいどんな人だろうと固唾かたずをのんで見守る。

　そしてゆっくりと扉とびらが開き…………………………入ってきたのは一人の少女だった。

　一ひと重えで切れ長なきつめの瞳ひとみが印象的な、どことなくまじめで堅かたい雰ふん囲い気きの漂ただよう少女だった。学校帰りらしく服装はセーラー服。だが御お伽とぎ学園の生徒であるにもかかわらず手を加えてなく、ノーマルのままだ。……が、なぜか夏だというのに長袖そででスカートも長め、要するに冬服だった。ニーソックスで足を隠かくしているため肌はだが見えているのは顔と手しかない。少女の見た目はお堅く模も範はん的な冬の優等生。ただ、そんな中で、首に巻いた赤いスカーフと髪かみをお団子状でまとめるのに使っている赤い布が目立っていた。

　その優等生っぽい不法侵入少女は、鋭するどい瞳できょろきょろ部屋を見回し……

『うきゅー』

　見た目に似合わない奇き声せいを上げてベッドにぼふっとダイブした。そしてそのまま布ふ団とんを抱だきしめ顔を埋うめ、ごろごろ。ごろごろ。ごろ……

　それを見ておおかみさんは口を開いた。

「……りんご」
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「なんですの？」

「こりゃなんだ？　見てるだけで恥はずかしくなってくるんだが」

　見てしまったのはまじめでお堅かたい優等生少女の秘密って感じで、あまりの恥ずかしさにおおかみさんは赤面している。

「んー思春期にありがちな、若さの暴走といった感じじゃないですの？」

　りんごさんも、頰ほほを染めもじもじと居い心地ごこち悪そうにしている。

　画面の中では少女がまだごろごろしている。

『はふぅー』

　深呼吸し、どうやら胸一いつ杯ぱいに布ふ団とんの匂においを吸い込んでいるようだ。

　先ほどまでのお堅い優等生の雰ふん囲い気きはどこにもない。

　それを見て亮りよう士しくんがあきれた声を出す。

「……暴走しまくりっスねー」

　なんというか、微笑ほほえましく見守ればいいのか、それともあきれればいいのか判断に苦しむ光景だ。少女はこの醜しゆう態たいを見られているなど想像すらしていないだろう。まさに悲劇としか言いようがない。

　少女はそのまましばらくごろごろしていたが、途と中ちゆうではっと我に返る。

　頰を染める少女。流石さすがにトリップしてしまっていたのが恥ずかしかったらしい。

　その後少女は持ってきた買い物袋ぶくろから食材を取り出して冷蔵庫に入れ、部屋をてきぱきと掃そう除じし始める。入ってきたときの堅さを感じさせないゆるんだ頰、その顔はとても幸せそうだ。

　……が、棚たなの掃除に移ったときに、手が止まった。視線の先にあるのは…………いわゆるエッチな本。

『…………』

　少女はきょろきょろと挙動不ふ審しんな態度で周囲を窺うかがい、震ふるえる手で取り出して読み始めた。まじめな顔で、ふんふんなるほどと頷うなずいている。頰が少し赤いのはご愛あい敬きようだ。時折写っているグラビア女優のポーズを真似まねしたりもしている。

　そして、一ひと際きわスタイルの良い……要するにとてもおっぱいの大きな女優さんのページで手が止まり、少女はその写真を見ながら自分の胸に手を当て、画面で見てもわかるほどにずがーんと肩かたを落とした。

　それを見たりんごさんは絞しぼり出すようにして口を開いた。

「……涼りよう子こちゃん」

「………………言うな」

　なぜか、りんごさんとおおかみさんのテンションも目に見えるほどに下がっている。たぶん思いっきり共感してしまっているのでしょう。同病相憐あわれむってやつですね。

『うう……』

　突つきつけられた現実の厳しさにしばらく落ち込んでいた少女だが、どうにか気を取り直し読むのを再開する。が、こんなことをしている場合じゃないじゃん！　なんてことに今いま更さらながらに気づいたらしく、食事の下ごしらえを始める。その最中の空いた時間には掃そう除じを並行して進め、その手て際ぎわはとても良い。ノってきたのか鼻歌なんかも出てくる。

『ふんふんふ～ん♪』

　ほどなくして食事が完成、料理を皿に盛ったあとにちゃんとラップをかける。そして食事を作る際に出たゴミをビニール袋に入れて手に持ち、玄げん関かんの扉とびらの前まで行き最後に部屋の内部を見回すと…………

『うきゅー』

　もう一度ベッドにダイブした。どうやら名残なごり惜おしいらしい。

　少女は思う存分ごろごろしたあと布ふ団とんを整え、きれいになった部屋を見回し、よしっと満足げな顔で一つ頷うなずきそのまま出ていった。

　最後まで見届けたあと、りんごさんは無言でノートパソコンの電源を落とした。

　その全米が泣きそうな映像に皆みな言葉がなかった。




　しばらく経たって、我に返ったおおかみさんたちは御お伽とぎ銀行地上支店にいた。あのあと部屋の持ち主に部屋を返し、よろよろととても微び妙みような気分で帰ってきたのだ。

「…………で、アレはいったいなんだ？」

　おおかみさんにアレ呼ばわりされてる先ほどの不法侵しん入にゆうブラウニー少女。

「いや、なんというか見てはいけないものを見てしまった感じっスねー」

　流石さすがの亮りよう士しくんも苦笑ですよ。自分もダメだが、彼女よりはマシだとか五ご十じつ歩ぽ百ひやつ歩ぽなことを考えているのかもしれないですね。

「まったくですの。……まあとりあえず、うちの制服着てたので、学校にあの方がいるかどうか探してみましょうですの」

　なんてりんごさんはノートパソコンで生徒情報を検けん索さくする。画面にズラズラーッと女生徒の顔写真が並ぶ。りんごさんは画面をスクロールしながら一年生から順にその顔写真を眺ながめていき、

「……あ、いましたの」

　先ほど存分に青春のほとばしりを見せてくれた少女を発見した。

　液えき晶しよう画面に映っているのは、うきゅーとか奇き声せいを発しながら布団でごろごろしていたまさにあの少女だった。

　しかし、その写真は凜り々りしくまじめな雰ふん囲い気きが漂ただよい、とても同一人物には思えない。

「二年のＡ組、名前は地じ蔵ぞうあみさん。クラス委員長で、所属クラブはなし。性格はまじめでお堅かたい優等生タイプ。肌はだを晒さらすのが好きでないらしく夏でも長袖そでと書いてありますの」

「なるほど」

　確かに奇き行こうに出る前の少女……地じ蔵ぞうさんの雰ふん囲い気きはそんなだった。しかし……

「なんで、そのまじめな委員長さんがピッキングなんてできるんだ？」

「んー備考として実家が鍵かぎ屋やさんだと書いてありますの。だからできるんじゃないですの？　……でも優等生の特技じゃないと思いますの」

「そうっスねー」

　というか、優等生じゃなくても特技がピッキングっていかんでしょう。

「それにしても……お堅かたくまじめなクラス委員長の秘密の放課後、字じ面づらだけはとても萌もえるのですけど……」

　秘密の種類が特とく殊しゆすぎて萌えるというよりなんだか恥はずかしい。

「まあ、とりあえず明日、地蔵先せん輩ぱいを呼び出して話を聞いてみましょうですの」

　りんごさんはそう言って今日のところは締しめくくった。




　次の日の昼休きゆう憩けい、放送にて呼び出された地蔵さんが御お伽とぎ銀行地上支店へとやって来た。

「いきなり私を呼び出してなんだ？　私は君たちに借りもなければ頼たのむべきこともないが」

　やはりそこには情報通りの、凜り々りしくまじめでお堅いこれぞ委員長といった感じの少女がいた。しかし……凜々しければ凜々しいほど、まじめならまじめなほど、お堅ければお堅いほどに……可か哀わい想そうになってくる。

「地蔵先輩、いきなり呼び出したりしてすいませんでしたの。用事はこちらにあるんですのよ……」

　実に歯切れの悪いりんごさん。

　しかし、これから話すことを思えばそれも仕方なしか。彼女の一生の恥はじ的映像を見てしまったのだから。

　りんごさんもおおかみさんも亮りよう士しくんも非常に気まずい顔をしている。

「えと、非常に言いづらいことなのですけど……」

　流石さすがのりんごさんもこれには哀あわれすぎておもしろがれないらしい。

「私どもは花はな咲さき先輩の依い頼らいを受けたんです」

　花咲先輩という言葉に地蔵さんはぴくりと反応する。

「……花咲？」

「はい。依頼内容は、誰だれかが部屋に侵しん入にゆうしているらしく、それが気になって仕方がないので調べてくれというものでしたの」

　さああーと血の気がひいて石のように青くなり、地蔵さんは硬かたく固まってしまった。

「それで先日、花咲先輩の部屋に先輩の同意のもと、隠かくしカメラを仕し掛かけさせていただいたんですの」

　石になった地じ蔵ぞうさんの脳裏に昨日の奇き行こうが蘇よみがえる。

　うきゅーとか言いながら布ふ団とんにダイブしたり、はふぅーとか言いながら布団の匂においを胸一いつ杯ぱい吸い込んだり、エッチな本を真しん剣けんに読んだり、写真のポーズを真似まねしてみたり、グラビアの女優と胸を比べてずがーんと落ち込んだり、帰ると見せかけてもう一度うきゅーとダイブしたり……

「…………」

　硬こう直ちよくから立ち直った地蔵さんは青い顔のまま無言で立ち上がり……そのまま出口にダッシュ。それを見てりんごさんはあわてて叫さけぶ。

「涼りよう子こちゃん！」

「おっおう！」

　おおかみさんはその地蔵さんをあわてて取り押さえる。地蔵さんは先ほどまでの凜り々りしい委員長姿をどこにやったのか取り乱して泣き叫ぶ。

「しっ死なせてー！　お願いだから死なせてー!!」

　なんかマジ泣き。

　無理もない。絶対に人には見せられない、あられもなさすぎる馬ば鹿かな姿を見られてしまったのだ。恥はずかしい、本気で恥ずかしい。

　というか、恥ずかしさも度を越こすと血の気が下がって真っ青になるんですね。

　そんな地蔵さんを三人はどうにかなだめようとする。こんなことで人死にが発生したりなんかしたらもうたまったもんじゃない。

「とりあえず、落ち着きましょうですの。こんなことで死んじゃったら本気で浮かばれませんのよ？」

「そうっスよ！　生きてたらきっと良いことあるっスよ!!」

「そうそう！　確かにかなりアレだったが……」

　が、うかつなおおかみさんは思わず余計な一言をつけちゃう。

「うわああああん、いっそ殺してー!!」

　さらに泣き出す地蔵さん。

「ああ、噓うそだ噓!!　だからもう泣くな泣くな!!」

　そんな慰なぐさめも聞かずじたばた暴れていた地蔵さんだが、しばらくして観念したのかベソをかいたままぺたんと地面に崩くずれ落ちる。

「うう……」

　三人の必死な励はげましにもかかわらず、地蔵さんはぽろぽろと泣いている。そんな地蔵さんにりんごさんは慰めるように言う。

「安心してくださいの。コレを見たのはここにいるメンバーだけですの」

　それを聞いて地蔵さんはバッと顔を上げる。

「ほっ本当か？」

「ああ、そうだ。花はな咲さき先せん輩ぱいには見せていない」

　地じ蔵ぞうさんはおおかみさんの言葉に、少しだけほっとした顔を浮かべる。

「……よかった」

「ええ、アレは流石さすがに、同性として見せられないかなと……」

　コレは女の子としてのりんごさんの慈じ悲ひ、決して貧乳同どう盟めい結成とかそういうのじゃないんですよ？　ほんとですよ？

「あっありがとう!!　本当にありがとう」

　地蔵さんは、今度は感謝で瞳ひとみを潤うるませてブンブンと頭を下げる。最後の最後で救われた感じなのだろう。

　でも、侵しん入にゆう者がエッチな本を読んでいることに花咲さんが気づいていることは言わないりんごさん。いや、言えないりんごさん。今日のりんごさんはとても優やさしいですね。

　やっぱり貧乳……

「うるさいですの!!」

「??」

　いきなり叫さけぶりんごさんに地蔵さんはビックリ。

「ああ、なんでもありませんの。それでですの、この映像は見せるつもりはないのですけど、不法侵入して食事を用意したり掃そう除じをしたりしていたのは地蔵先せん輩ぱいだということは、花咲先輩に伝えさせていただきますの」

「そっそれは……」

「流石にそれを隠かくすのは無理ですの」

　りんごさんの言葉にしゅんとした地蔵さんはうつむく。

「…………はい」

　そんなしょげてる地蔵さんにおおかみさんは聞く。

「でも、なんでこんなことをしたんだ？」

「確かに、わけわかんないっスねー」

　姿を隠してピッキングで不法侵入して、家事をして帰っていくという奇き妙みよう奇天烈きてれつきわまりない行動の理由が、おおかみさんと亮りよう士しくんは気になって仕方ない。そこですかさず、気き遣づかってるような優しい顔で親切を装い、りんごさんは話を切り出す。

「できれば話してくれますの？　それを聞けば協力できることがあるかもしれませんし」

　おおかみさんがぺたんと座った地蔵さんに手を貸し立ち上がらせ、りんごさんがソファに座るよう勧すすめる。

　ですけど、これはギブアンドテイクの提案でしかなかったりするんですよ。このチャンスに、りんごさんは地蔵さんにもちゃっかり恩を売ろうとしているんです。でも、べつに善意がないわけではないんですよ。善意だけでもないですけど。

「それは……」

　地じ蔵ぞうさんは少しの間逡しゆん巡じゆんしたあと、ここまで知られたのだから……と理由を話し出した。
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　それはしとしとと雨が降っている梅雨つゆの日でした。

「……困ったな」

　学校帰り、いきなり雨に降られた地蔵さんは、たまたま近くにあったお店の軒のき先さきで雨宿り。

　しっかり者の地蔵さんは、いつもはきっちり天気予報を確かく認にんし、折りたたみ傘がさを持っているのだが、今日に限って忘れてしまった。なので、いきなり降り出した雨に、そこへ逃にげ込んだのだ。

　濡ぬれた服が体温を奪うばい、ブルブルッと地蔵さんの身体からだが震ふるえる。

「……寒いな」

　さてどうするか、このままでは風邪かぜをひいてしまう……と、走って帰ることを検討し出した地蔵さんだが……

「おい」

「ひゃうっ!!」

　いきなり声をかけられたことにビックリして飛び上がった。

　その声の主は、そのときたまたま通りすがった花はな咲さきさんだった。

　花咲さんはそんな地蔵さんの奇き妙みようなリアクションを気にせず話しかける。

「傘は？」

　急に男性に話しかけられた驚おどろきでパニック状態に陥おちいり石のように固まる地蔵さんは、その問いに答えられない。が、やっぱり花咲さんは気にしない。

「愚ぐ問もんだったか、傘を持っているのなら雨宿りなどしないしな」

　地蔵さんは真っ赤で固まって動かない。流石さすがに瞬まばたきはしているが、動くのはただそこだけだ。

　その地蔵さんの様子を見ていた花咲さんは質問を変えた。

「…………傘は必要か？」

　地蔵さんは相も変わらず微び動どうだにしない。意思の疎そ通つうができてない。

　黒くて大きなこうもり傘をさした花咲さんはしばし考え……

「ふむ、…………イエスの場合はまぶたを一回閉じる。ノーの場合はまぶたを二回閉じる。わかったか？」

　パチリ

「では聞こう、誰だれかに傘を持ってきてもらうなどの予定はあるのか」

　パチリパチリ

「では、この傘かさを貸そう」

　パチパチパチパチ

　激しく瞬まばたきをしている地じ蔵ぞうさん。何が伝えたいのかわからない。

　もちろん、花はな咲さきさんもわからない。

「…………ワシが濡ぬれることを気にしているのか？」

　パチリ

「見ず知らずのワシに傘を借りることがためらわれるのか？」

　パチリパチリ

「…………見知らぬ男であるワシに借りを作るのが嫌いやなのか？」

　パチリパチリ

「…………ワシのことを知っているのか」

　パチリ

「ということは、県予選が近いことも知っているということだな。もしかすると、ワシの身体からだを気き遣づかっているのか？」

　………………パチリ

「なるほどわかった。しかし、おまえのその心配はただの杞き憂ゆうだ。雨ぐらいでどうこうなるほど柔やわな鍛きたえ方はしていない。だから、これをおまえに貸そう」

　パチリパチリ

「なにより、ここまで関かかわってしまったのだ。このままおまえを見捨てるととても後味が悪い」

　そう言って花咲さんはカチコチに固まった地蔵さんの手に傘を握にぎらせると、その場を立ち去ろうとし……なにかにつかまれた。振ふり向くと花咲さんの制服をつかんで固まっている地蔵さんの姿があった。花咲さんが後ろを向いたので動けるようになったらしい。まんま、だるまさんが転んだだ。

「………………」

「………………」

　しゃべらない二人。埒らちがあかないと、唯ゆい一いつのコミュニケーション手段である瞳ひとみを見つめる。

　その瞳は何かを切実に訴うつたえていた。

「……………………よけいなお世話だったのか？」

　パチリパチリ

「違ちがうのか」

　パチリ

　花咲さんはうーむと考え込み……

「………………ああ、なるほど。傘を返したいのか」

　パチリ

「ワシのクラスに持ってきてくれてもいい。返すときは教室に来ずとも、野球部の部室に置いてもらってもかまわない。では帰ることにする」

　パチパチパチパチ

　そうして固まったままの地じ蔵ぞうさんを置いて花はな咲さきさんは走っていった。
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「なるほどな」

　すべてを聞き終えたおおかみさんがつぶやく。

「恩返しですのね。…………なんで恩返しに走る方というのはこう奇き妙みような行動力を持った方が多いんですの？」

「まったくっスね」

　思いっきりあきれ顔の三人の頭の中に浮かぶのは、もちろんくるくるとほうき片手に乱らん舞ぶしているメイド姿のおつうさんだった。

「でもですの。なぜ、こんな回りくどいことを？」

　話したことで少し落ち着いたのか、最初の優等生モードに戻もどっている地蔵さん。

　その問いに、地蔵さんは少しためらったあと言った。

「私は…………実は男性が苦手なんだ」

「そうなんですの？」

「ああ男性と二人きりになったりすると固まってしまう。身構えてしまうんだな。まあ、会話をできなくなるまで固まることはまれだが」

　その地蔵さんの言葉にりんごさんとおおかみさんがごにょごにょと内ない緒しよ話を始める。

「……誰だれかを彷ほう彿ふつとさせますの」

「でもまあ、男限定の地蔵先せん輩ぱいの方がその誰かさんよりマシだろう」

「……めっ面目ないっス」

　情けなく言う誰かさん。

「口うるさい委員長をやっているのは、そうすれば男が近寄ってこないからなんだ。こういう事務口調ならばどうにかボロを出さずに話せるしな。まあ、堅かたいのは性しよう分ぶんというのも否定しないが……」

　やっぱりこの地蔵さんの堅さ、まじめさは生来のものらしい。

「そんなだから、どうにか傘かさは返したが、面と向かってちゃんとお礼も言えず……」

「心残りで恩返しに走っちゃったと」

「そうなんだ」

　地じ蔵ぞうさんはこくんと頷うなずく。でも、気にかかることがあったりんごさんは質問した。

「でも、見た感じ恩返しというよりも、花はな咲さき先せん輩ぱいのことが好きだからという印象を受けるんですけど？」

　その言葉を聞いた地蔵さんの反応は劇的だった。

「そっそんなことはない！　コ、コ、コ、コ、コレは純じゆん粋すいに感謝の念で……」

「感謝の念で『うきゅー』とか言いながらベッドにダイブして、ごろごろしてたんですの？」

「うっ」

「『はふぅー』とか言いながら、布ふ団とんの匂においを胸一いつ杯ぱいに吸い込んでたりしてたっスしね」

「そっそれは……」

「鼻歌なんかしながら楽しそうに料理してたしな」

「その……」

　地蔵さんは落ち着かない様子で、きょろきょろ視線をさまよわせる。一つ忠告しておきますけど、もう、その態度だけで丸わかりですよ。

　りんごさんは、苦笑しつつ地蔵さんに言う。

「まあ、今の姿とかあの姿を見ればバレバレですのよ。それに、花咲先輩がいない間にエッチな本を熟じゆく読どくしていたのは、花咲先輩の好みが知りたかったなんていう理由からなら納なつ得とくできますの。というかそうでないと……」

　意味深なところで言葉を切るりんごさんに地蔵さんが聞く。

「……そうでないと？」

「そうでないと…………地蔵先輩はピッキングまでして侵しん入にゆうした部屋でエッチな本を熟読して勝手にへこんでいた変な人になりますのよ」

「そっそうだ！　私は花咲のことを好いている!!　そして本を読んだのは花咲の好みが知りたかったからで間ま違ちがいない!!」

　地蔵さんはものすごい勢いでカミングアウトした。流石さすがに不法侵入してエロ本読んでた変な人呼ばわりされるのは我が慢まんできなかったらしい。

「それと、熟読はしてない!!」

　あと、ここは乙女おとめとして絶対に譲ゆずれない部分らしい。

「にしてもよー」

　おおかみさんがそんな地蔵さんを見てあきれながら言う。

「花咲先輩のことが好きでそこまでやるなら、告白でもなんでもすりゃーいいだろうに」

「そっそんなはしたないことできるか!!」

　地蔵さんは真っ赤になって叫さけぶ。

「……ピッキングで不法侵入は犯罪なんだが、それははしたなくないのか？」

「なんか、奇き妙みような方向に貞てい操そう観念の発達した方ですのね。肌はだを隠かくしてるのも、そんな理由からなんじゃないですの？」

「なるほど、肌はだを見せるのははしたないとかそんな感じっスか」

　青くなったり赤くなったりと忙いそがしい地じ蔵ぞうさんを見つつ、ぽそぽそと話す三人。

「……こほん。まあ、事情はだいたいわかりましたの。では、これからどうしますの？　私どもがお手伝いすることで、直じかにお礼を言うこともできると思いますのよ？　花はな咲さき先せん輩ぱいは美味おいしく食事を召めし上がっていたみたいですし、印象は悪くないと思いますの」

「そうなのか！」

　美味しく食事を召し上がっていたのところで、地蔵さんは喜びの声を上げる。

「まあプラスにはなっているよな」

「花咲先輩も変わってるっスしねー」

　普ふ通つうならピッキングで不法侵しん入にゆう、勝手にエッチな本を読むなどで総合的にはマイナスになるはずなのだが……花咲さんの場合はプラスになってるっぽい。依い頼らいも困っているからどうにかしてくれというものではなく気になるからという理由だったし、花咲さんも間ま違ちがいなく変な人だ。

「それで、これから依頼達成を報告しようと思うんですけど、どうしますの？　そのときに口をきいてさしあげてもいいんですけど……」

「ああ……うう……」

　地蔵さんはいろいろ考えたあと頭を下げた。

「わかった、よろしくお願いする」

　どうせ、伝わるならと開き直った地蔵さんでした。




「…………というわけで不法侵入者と不法侵入の動機が判明しましたの」

　おおかみさんたちは放課後、花咲さんに御お伽とぎ銀行地上支店へ来てもらい調査結果を報告していた。

「……なるほど、確かに傘かさを貸したのは憶おぼえている」

　相変わらずのしかめっ面つらで、花咲さんは言った。

「しかし……なぜあのような行動に出たのか理解できない」

　あーそりゃあなー……なんておおかみさんが相づちを打とうとしたら花咲さんが……

「どう考えても、ワシが受けた恩の方が大きいぞ？　なぜ傘を貸した程度であそこまでやってもらえるんだ？」

　こんなことを言い出したので、ええっ？　とおおかみさんビックリする。

　なんか、理解できない箇か所しよが花咲さんは常人とは違ちがうようだ。普通、ピッキングと不法侵入の方を理解できないと思うでしょうに。

　やっぱり、花咲さんは変な人だ。そんな変な花咲さんにりんごさんは説明する。

「それはですの。花はな咲さき先せん輩ぱいが傘かさを貸した方はとてもとても感謝しているだけでなく、それ以上の気持ちを持ってしまったということですの」

　少し考え込んだあと、花咲さんはりんごさんに質問する。

「……よくわからないが、それは恋愛感情というやつだろうか？」

「それは本人に聞いた方がいいと思いますの。……ねえ、地じ蔵ぞう先輩？」

　そこでりんごさんは、隣となりの部屋に隠かくれていた地蔵さんに話を振ふった。地蔵さんはもじもじと真っ赤な顔で出てきた。

「あっああ。そうだ」

「そうなのか」

　花咲さんは相変わらずのしかめっ面つらでそう聞く。

「その通りだ。……わっ私はあなたに好意を持っている」

　カチコチに固まった地蔵さんはそれでも花咲さんを真正面から見て言った。

　地蔵さん、一世一代の告白。……が、花咲さんはあっさりと言った。

「そうか、ワシは間ま違ちがいなく恋愛感情を抱いだいていないな」

「はうぅ」

　流石さすがにこの直接すぎる言葉は辛つらかったらしく、地蔵さんはない胸を押さえる。

　いやまあ、当たり前といえば当たり前なんですけど。

　だって、二人がちゃんと顔を合わせたのって、コレで二度目ですよ？　一度目は傘を借りたときで二度目は今。一目会ったその日から恋が花咲くことなんてそうそうないですよ。まずはお互たがいのことをよく知らないと。

　……まあ地蔵さんはエロ本を読むことで花咲さんの性せい癖へきまで知っちゃってますけどね。

　というわけで、当たり前のことでショックを受けて今にもドンガラガッシャーンと砕くだけそうな地蔵さん。そんな地蔵さんを尻しり目めに花咲さんは淡たん々たんと言う。

「……が興味は抱いていた。あの料理はうまかったからな。栄養バランスも考えられていたし、食べる者のことをよく想おもって作られている食事だった。そのほかにも掃そう除じしてもらったおかげで部屋はとても清潔だ。さっきも言ったように、借りを返してもらいすぎた気がする」

「いっいやそんなことはない。私がやりたくてやったことなんだ」

「だが、やはり傘を貸しただけであそこまでしてもらっては逆にこっちが恐きよう縮しゆくする。何かワシに望むことはあるか？　このままではこちらが心苦しい」

「そんな……」

　そこで遠えん慮りよしようとする地蔵さんに、りんごさんはおとなしく言う通りにしといたらどうですの？　と、指でちょいちょいとつつく。

　それに後押しされるように地蔵さんはあーうーと言葉にならない言葉を吐はいたあと、意を決して聞いた。

「なっなんでもいいのか？」

「ああ」

　花はな咲さきさんはしかめっ面つらで頷うなずく。

　恥はずかしさから真っ赤を通り越こし青くなり硬こう直ちよくし始めた地じ蔵ぞうさんだが、どうにかこうにか叫さけんだ。

「でっデートを所しよ望もうしたい!!」

「わかった」

　ものすごくあっさり答える花咲さん。

「では、どのようなデートをしたいか決まったら言ってくれ。それとも、こちらが計画を立てる方がいいか？」

「いや、そこまで手を煩わずらわせるのは……」

「なら、どこに行くかは任せる。場所はおまえの行きたいところでかまわない」

「わっわかった」

「あと、ワシは部活動があるので、できればこちらの予定に合わせてくれるとありがたい」

「あっああ」

　あまりにもさくさく進む展開に、地蔵さんは全くついていけてない。

「それでは、部活があるので失礼する」

　そして、決めることだけ決めると花咲さんは部屋を出ていった。




　取り残された地蔵さんは現状を認にん識しきできずにあうあう言っていたが…………しばらくしてパニックになった。

「………………どどど、どうすればいいんだ？　私はデートなんてしたことないぞ!!」

　そこにはやはりお堅かたい優等生の姿はない。いるのは一人の恋する乙女おとめのみ。

　そのあわてっぷりにあきれるおおかみさんとりんごさん。

「それなのに、デートしてくれって言ったのかよ」

「まあ、男の人が苦手なら、そういうこともあるでしょうですの」

　そんな二人を尻しり目めに、地蔵さんは一人でブツブツと考え込む。

「こっこういう場合は、遊園地か？　動物園か？　映画館か？」

　恋する乙女地蔵さんはその出来の良い優等生頭脳を駆く使しして答えを導き出そうとする。

「そっそうだ！　ひっ避ひ妊にん具は……」

　しかし、優等生頭脳をいったいどんな感じに駆使したのかわからないが、なぜかこんな問いが出てきた。

「どっどうしよう!!」

　そんなわけのわからない思考を経て導き出された重大事じ項こうに地蔵さんは叫さけびを上げ、りんごさんが額を押さえつつ口を挟はさむ。

「…………どうしなくてもいいですの。というか地じ蔵ぞう先せん輩ぱい、あなたは初デートでいったいどこまでいくつもりなんですの？」

「いやその、だって男の人は……」

　地蔵さんは赤い顔でもじもじしている。その姿はとても恋する乙女おとめなのだが……それ以外の成分も混じっているようだ。具体的に言うなら、恋と変という字は似てますよね？

　そんな変な地蔵さんは、純じゆん粋すい培ばい養ようなのか男が苦手で近づかなかったからかはたまたほかの理由からか、奇き妙みような男性観を持っているらしい。

「……でもそういうことは結婚してからじゃないと」

　しかも微び妙みように古風な貞てい操そう観念もお持ちです。まあ、そのへんのことがいろいろ影えい響きようしてこんなになっちゃったんでしょうねえ。

「確かに子供は欲しいけど……できれば最初は女の子が、一いち姫ひめ二に太た郎ろうっていうし」

　初デートについて考えていたはずの地蔵さんの脳内シミュレートは、あまりの処理速度の速さにとんでもないところまで突つき進んでいるらしい。

「……というか、どこまでいくつもりなんだよ」

「想像力たくましい方ですのねー」

「というか、『ゆとり教育が……』とか、『やはり子供は私立に通わせるべきか……』とか言ってるっスよ」

　とうとう地蔵さんの未来予想図が子供の教育方針にまでさしかかってきて、このままでは老後の人生設計にまで突き進みそうになっていたので、それは流石さすがに無意味すぎるだろうとりんごさんは地蔵さんをゆさゆさとゆすり精神を現世に帰き還かんさせる。

「地蔵先輩、地蔵先輩、落ち着いてくださいの」

「……はっ、すまない。少々舞まい上がってしまったようだ」

　思考が結婚後の人生設計にまで及およぶのは流石に舞い上がりすぎでしょう。

「まあ、初デートで最後までいっちゃう人もいるでしょうけど、少なくとも花はな咲さき先輩は初デートで地蔵先輩をどうこうしようとする人じゃないと思いますのよ」

「だな。でもまあ、あの花咲先輩なら地蔵先輩が要求したらどんなことでも淡たん々たんと応こたえそうだけどな」

「そうっスねー。そのあともあのしかめっ面つらでちゃんと責任まで取ってしまいそうっスね」

　やる……あの人ならやる……と、おおかみさんたちは脳内で、何を言われても頷うなずく花咲さんのしかめっ面を思い浮かべる。

　そんな花咲さんの人物評に地蔵さんはあわてて声を上げる。

「ええ!!　それは困る、まだ心の準備が……」

「困るって、地蔵先輩が行動起こさなきゃいいだけだろ」

「それはそうなのだが……しかし……」

　地じ蔵ぞうさんはまたもやブツブツとつぶやきながら考え込み……そして考えがまとまったのか顔を上げおおかみさんたちを見た。

「…………一つ依い頼らいをしてもかまわないか？」

「はいはいですの」

　まいどあり～といった商売人の顔でりんごさんが応こたえる。

「正直何をやればいいのかわからないし、どこに行けばいいのかもわからない。とはいえ、このことを相談できるのはすべてを知っているおまえたちしかいない。なのでアドバイスなどをしてくれないだろうか」

　とても真しん剣けんな顔でそんなことを言う地蔵さんに、

「おやすいご用ですのよ」

「あーまあそれくらいなら」

　と、りんごさんもおおかみさんも同意する。なぜならここで突つき放すのも寝ね覚ざめが悪いというか、この変にお堅かたい少女が駄だ目めな方向に突き進んでしまうのが目に見えているので見捨てられないのだ。

「そうか、感謝する」

　了りよう承しようを得られたことに、地蔵さんはほっと胸をなで下ろす。

「デートコースは初デートですし、あたりさわりのないオーソドックスなコースを選ぶとして、サポートの方はどうしますの？　全くいらないか、陰かげから見守りつつサポートするか、ダブルデートみたいな感じですぐ側そばからサポートするかの三択たくになると思いますの」

　りんごさんは一本ずつ計三本の指を立てながら言った。

「うー……一人じゃ不安だ。ダブルデート方式で頼たのむ」

　いきなり二人きりというのは地蔵さん的にハードルが高すぎたらしい。

「じゃあ、涼りよう子こちゃん森もり野の君くん頼みましたの」

　いきなり名前を出されたおおかみさんは思わず叫さけぶ。

「なんでオレたちが!!」

　そんなおおかみさんにりんごさんはしれっと言った。

「だって、浦うら島しまさんと乙おと姫ひめさんカップルだと、絶対デートという言葉に興こう奮ふんした乙姫さんが浦島さんを暗がりに連れ込んでそのままフェードアウトするでしょうし、頭とう取どりアリスさんカップルはアリスさんが絶対承知しませんのよ」

「でもなんでオレが……」

「森野君が一番あのお馬ば鹿かな発ほつ作さを起こしづらいのは涼子ちゃんですのよ」

　ものすごい説得力だ。そして亮士くんのどうしようもない駄目さはどうしたものか。

「なっ……そっそうだ！　りんごが行けばいいだろう！」

　そう言われたりんごさんは亮りよう士しくんを頭の先からつま先までじっくり見たあと……

「はんっ」

　鼻で笑った。

「ひっひどいっス!!」

　りんごさんのあまりにも酷ひどい態度に、亮士くんは流石さすがにショックを受ける。

「当たり前じゃないですの。あなたみたいなヘタレが私とデートしようなんてちゃんちゃらおかしいですのよ」

　そしてそんな亮士くんの様子を楽しそうに見ながら、りんごさんは追い討ちをかける。やっぱりこの娘こ、どＳですね。

「まあ、私の感情を無視した場合、私は涼りよう子こちゃんの次に森もり野の君の扱あつかいに慣れてると思うのですけど、依い頼らいを受けたからにはやっぱり万全の態勢で臨のぞまないといけないと思うんですのよ」

　こう言われては、おおかみさんも返す言葉がない。

「まあ、というわけで、涼子ちゃんと森野君の二人がサポートということでよろしいですの？」

「…………わかった」

「任せてくださいっス!!」

　ものすごく渋しぶ々しぶといった感じで頷うなずくおおかみさんと、あっという間に復活しテンションが高い亮士くん。

　ちなみに亮士くんの頭の中はこんな感じ。

　祝、初デート!!

　ひゅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]

　どーんどどーん

　ぱぱぱぱぱぱぱ

「じゃ、デートコースを詰つめましょうですの」

　そんなわけでデートをするはめになったおおかみさんと亮士くんでした。

　はてさてどうなることやら。




　なし崩くずしに初デートが決まっちゃった夜、亮士くんの携けい帯たい電話が鳴った。

『……さて、森野君。感謝して欲しいですの』

　電話をかけてきたのはりんごさんだった。

「ああ、心から感謝する」

　電話で他人が近くにいないものだから、亮士くんはとても男らしい。

『まあ、森野君はヘタレなりにがんばっているので、ご褒ほう美びというところですの』

「全く、迷めい惑わくをかける。最近は以前と比べればマシになってきたとは思うんだが……」

　潔いさぎよく冷静で自信すら感じさせるその声からは、いつものヘタレさがかけらも感じられない。

　そんな亮りよう士しくんの様子に思わずりんごさんはつっこんだ。

『…………なんでいつもその状態でいられないんですの。その調子で押していったら涼りよう子こちゃんころっといっちゃいそうですのに。涼子ちゃん、中身は夢見る少女なんですのよ？』

「こればっかりはどうにもならないな……身体からだが勝手に反応するんだよ」

　こんな感じで素すは男らしいのに人の視線や気配を感じた瞬しゆん間かん亮士くんはヘタれてしまうのだ。要するに超ちよう内うち弁べん慶けいなんですよね。親に対してだけは強い、引きこもりの人みたいですよね。実にダメですね。

『はぁ、慣れるしかないということですのね。まあ、森もり野の君のヘタレさも慣れればあれはあれで見てておもしろいですし、白はく馬ば先せん輩ぱいのときみたいに、いざというときにはかっこよく変身するのでべつにいいんですけど』

「キレるほどに怒おこれば他人の視線を気にしてる余よ裕ゆうなんてないからな」

『なるほど、それはそうですの。まあ、デートではヘタレモードでしょうけど』

「……返す返すもすまない」

『それは涼子ちゃんに言って欲しいですのよ。……ちなみにその涼子ちゃんは今シャワーなんて浴びてる最中だったりしますの』

「そうか、それはきれいなんだろうな」

『…………その淡たん泊ぱくな反応はなんですの？』

　亮士くんの反応が予想とは違ちがったのでなんかおもしろくないりんごさんと、

「いや、俺も男だから想像はしているが、騒さわぐことでもないだろう。それに涼子の裸はだかはこの目で見てこそ価値のあるものだろうからな」

　実に男らしい亮士くん。しかし、そんな亮士くんになにか思うことがあったのか……

『……………………ちょっと待ってくださいの』

　りんごさんは電話の向こうでごそごそ何かし始めた。さらにごにょごにょ何か話してる。

「……」

　それを亮士くんが黙だまって聞いていると、カンカンカンカンと階段を上がってくる音が聞こえてきて……

「おい亮士!!」

　ドカッと亮士くんの部屋の扉とびらが開いた。雪ゆき女めさんの登場だ。

「なっなんスか雪女さん!?　というか鍵かぎは？」

　そしてヘタれる亮士くん。

「合い鍵持ってるしな」

「職権乱用っスよ!!」

　ずかずかと部屋に入り込んでくる雪女さんに亮士くんは抗こう議ぎする。

「保護者の権利と言え」

　しかし雪ゆき女めさんは聞く耳を持たない。

「で、なんでここに来たんっスか？」

「ここに来たらおもしろいものが見られるとりんごから電話がきた」

「え？　でも今赤あか井いさんと電話してるんっスけど」

　なんて言ってたら、耳元の携けい帯たい電話からりんごさんの声が聞こえてきた。

『涼りよう子こちゃんの携帯使ったんですのよ。じゃあ、これから突とつ撃げきおうちのバスルームといきますの』

　りんごさんはそう宣言したあと、とたとたと移動し、ガチャッとどこかのドアを開ける。

『はーい、涼りよう子こちゃ～ん。湯加減どうですの～』

『うわっ、ドア開けんなよ!!』

『今涼子ちゃんは頭を洗ってるところですの。目が見えなくて無防備な涼子ちゃんもなかなかおつなものですのよ』

『何馬ば鹿かなこと言ってんだ!!　さっさと閉めろ!!』

『むっふっふっ相変わらずいい身体からだしてますのねー。特にきゅっと締しまった腰こしから長い足にかけてのシルエットが何とも言えませんの』

『は？　何言ってんだ？』

『水すい滴てきを弾はじくぴちぴちのお肌はだがたまりませんの。水滴がうなじから背中を通って……ああっ水滴になりたいですの～』

『って、何してんだりんご？』

『濡ぬれた髪かみが身体にピッタリと張り付いて』

『おい、りんご!?』

『ああ、何してるのかですのね。まあ有あり体ていに言えば中ちゆう継けいですの』

『は？』

『だから森もり野の君に涼子ちゃんのシャワーシーンを実じつ況きよう生中継してるんですの』

『なっ馬鹿かおまえは!!　よこしやがれ!!』

『きゃー、濡れたまま部屋を走り回っちゃいけませんのよ』

『うるせえ!!』

『あと裸で走り回るのもどうかと思いますのよ』

『だから電話を切れー!!』

『きゃあっ、いくら私がかわいいからって裸で押し倒たおすなんて!!　……でも涼子ちゃんなら私は……』

『アホかおまえはっ!!』

　そんな感じで何とも百合ゆりっぽい会話がどたばた音と共に実況されたあと、電話が切れた。

　プチッ……ツーツー
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　そしてしばらくして再び電話が鳴った。

『はあはあ、疲つかれましたの。……で、森もり野の君ですの？　雪ゆき女めさんに代わってください』

「いや、あたしだ」

『それは手間が省けましたの。それで雪女さん、今森野君の様子はどんな感じですの？』

「おう、見事に前まえ屈かがみになってたんでひたすら言葉攻ぜめしてたところだ」

　雪女さんが足あし下もとを見下ろすとそこには、

「…………ううぅ」

　突つっ伏ぷして泣いている亮りよう士しくんがいた。どうやら若さがりんごさんの実じつ況きよう生なま中ちゆう継けいに反応してしまったらしい。

　それにしてもりんごさんと雪女さんのコンビははっきり言って最悪ですね。

『…………狙ねらい通りなのはいいんですけど、なんか、ヘタレになるどころじゃなく、人格そのものが変わってませんの？』

「わっはっはっ、そうだなー」

「…………ううぅ」

　確かにうずくまって涙なみだを流すその姿には先ほどの男らしさがかけらもない。

『まあ、それはともかく、今度涼りよう子こちゃんと森野君がデートする予定なので、森野君の格好、それなりに見れるようにしておいてくださいですの』

「なにっ!?　わかった。どこに出しても恥はずかしくない格好をさせてやる」

『では、お願いしますの』

「それで、りんご。涼りよう子こにどんな格好させるつもりだ？」

『やっぱり初デートですので、おめかししているんだけど、派手ではないという、初うい々ういしい感じがいいんじゃないかと思うんですの』

「おお、いいな」

『でも、がんばっておめかししたという背せ伸のびした感じも捨てがたいですの。いったいどちらにしたものかと迷ってますのよ』

「あーそれは迷うな」

　そんな感じで話が弾はずむ二人の会話を聞きながら……

「…………うっうっうっ」

　亮りよう士しくんはまだしくしく泣いていましたとさ。




　デート当日。晴れ渡わたった青空、一週間ぶりの休日に学生たちは街に繰くり出し、御お伽とぎ花ばな市しの中心街は人で溢あふれている。友人同士で馬ば鹿か話をしながら歩いている者たち、恋人同士でうれしそうに腕うでを組んでいる者たち、幸せな空気が街を覆おおっているようだ。

　そんな超ちよう素す敵てきな休日、御伽花市中心部にある待ち合わせスポットに、相変わらずのしかめっ面つらで突つっ立ってる花はな咲さきさんと、緊きん張ちようしているのか固まって動かない地じ蔵ぞうさんがいた。

　この二人、言うまでもないですが非常に場ば違ちがいです。

　デートっ!!　という空気が全く発散されていない二人。特に地蔵さんはもう緊張から真っ青になり、しかも微び動どうだにしないので街のオブジェと見まごうばかり。

「…………どうしたもんか」

　おおかみさんがそんな二人を見てつぶやいた。

　おおかみさんが知るだけで、もう三十分ほどそのままの状態だ。

　……いや、別にそれを覗のぞいているおおかみさんが待ち合わせに遅おくれたわけではないんです。ただ、りんごさんに急せかされ早めの三十分前行動してみたら、もう既すでに地蔵さんと花咲さんがいただけです。

　で、あまりに近寄りがたい雰ふん囲い気きに遠くから眺ながめているというわけだ。

　流石さすがのおおかみさんでも、一人であの空気に突とつ入にゆうできるほど図太くないんですよ。

　そんなわけで、どうしたもんかなんてつぶやいたおおかみさんだが、そこでようやくおおかみさんのお相手が現れた。

「……はぁ……はぁ、すいません、遅おそくなったっス」

「おせーんだよ!!」

　いや、でもまだ時間前なんですけどね。

「すいませんっス」

　謝あやまった亮りよう士しくん、おおかみさんを見て頰ほほを染めつつ言った。

「あっその涼りよう子こさん」

「なっなんだよ？」

「えーと、とても似合ってるっスよ」

　ボンッとおおかみさんが一気に赤くなった。

「うっうっせー!!　べっべつにおまえのために着たわけじゃねえんだからな!!　そこんところ勘かん違ちがいするなよ!!」

　赤くなったのは、自分の格好を理解している羞しゆう恥ちからか、褒ほめられたことによる照れからか、はたまたその両方か。どちらにしろ、実にラブリーなんでかまいませんけど。

　まあ、そういうわけで今日のおおかみさんは非常におめかししているのだ。しかも、りんごさんの趣しゆ味み全開で実にかわいらしくなってしまっているのだ!!

「りんごが『デートならかわいい格好しないといけないですの！』なんて言って無理矢理着せてきやがったんだよ!!　嫌いやだって言ったら無茶苦茶悲しそうな顔するから仕方なく……」

　おおかみさんは真っ赤な顔で必死に弁解する。

　その必死なおおかみさんがりんごさんによって、いったいどんな感じに改造されちゃってるかというとこんな感じだ。

　いつもはぼさぼさな無造作ヘアがきれいに梳すかれ整えられ、顔には薄うすい化け粧しようまでしている。

　夏らしく、淡あわい色遣づかいのワンピースはスラリとしたおおかみさんにとても似合っていて、おかげでいつもはスケバンなおおかみさんが、どこぞのお嬢じよう様さまみたくなっている。手に持ったちょっと大きめのバッグにはもちろん手作りお弁当が入ってるんですよ。

　そんなお嬢様なおおかみさんが格好に似合わない口調で叫さけぶ。

「だからな！　これは、オレの意思じゃねーんだよ!!」

「そうなんっスか」

「そうなんだよ!!」

　わかってくれたかと、ホッと胸を……ない胸をなで下ろすおおかみさん。

　が、亮士くんはわかってなかった。

「でも、すごく似合ってるっスよ？　うん」

　なんて亮士くんはうれしそうに頷うなずいてる。出かけ際ぎわに雪ゆき女めさんに、とりあえずおおかみさんに会ったら服褒ほめろなんて言われていたので出た言葉ですが、間ま違ちがいなく本心でもあるんですよ。

「く、う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　そんなストレートな褒め言葉に、おおかみさんはさらに真っ赤になって唸うなる。

　そこには初うい々ういしいカップルがいた。まあ間違いなく花はな咲さきさん地じ蔵ぞうさんカップルよりかは、かなりカップルっぽかった。




　所変わって、おおかみさんたちから二十メートルほど離はなれた建物の陰かげ。そこにそんな二人を獲え物ものを狙ねらう目つきで見守る人影かげがあった。

　物陰から二人の様子を視し姦かんしていたのは……

「……ああ、さすが涼りよう子こちゃん、なんてかわいらしいんですの？」

　もちろんりんごさんだ。

「しかもあの台詞せりふ、全世界のツンデレラーが泣きますの。というか、素すであの台詞が出ちゃう意地っ張りな涼子ちゃんが最高ですの」

　おおかみさんの服にマイクを仕込んでいるので会話はばっちり聞こえていたのだ。

　そんな一人でブツブツ言いながらくねくねしてるりんごさんは、浮かれた街の空気からすらむちゃくちゃ浮きまくっていた。




　場面は戻もどっておおかみさんたち。

　そろそろ時間だし、このままではいけないなと、真っ赤な顔で黙だまり込んだおおかみさんに亮りよう士しくんが聞く。

「それであの二人は……どんな感じっスか？」

「……さっきからずっとあんな感じだ」

　おおかみさんの視線の先には黙って突つっ立っている二人の姿があった。

「……うわぁカチコチっスねー」

「ああ。でもまーあのままにしとくわけにもいかねーから行くぞ」

　少しだけ、調子を取り戻してきた感じのおおかみさんが率先して歩き出す。

「はいっス」

　そんなわけでおおかみさんと亮士くんは地じ蔵ぞうさんたちと合流することにした。

「ちーす」

「どうもっス」

「あっああ、遅おそかったな」

　時間ピッタリにやってきたおおかみさんと亮士くんに、助かったと安あん堵どの表情を浮かべる地蔵さん。よっぽどせっぱ詰つまっていたらしい。

　そんな地蔵さんの服装は……相変わらず地味だった。華か美びな装そう飾しよく一切なしのシンプルさに、彩さい度どの低い色いろ遣づかい。しかし、しかしです。今日の地蔵さんはひと味違ちがう。なんと普ふ段だん着ている制服とは違い、スカートとソックスの間にわずかに白い足が見えているんですよ!!

　……地蔵さん的にはこれが精一いつ杯ぱいの冒ぼう険けんなんでしょう。

　地蔵さんのそのけなげさといったらもう……感かん涙るいものですね、ええ。

　おおかみさんは地蔵さんに聞く。

「……で、地じ蔵ぞう先せん輩ぱい、どうしたんだ？　さっきから一言もしゃべらずに突つっ立って」

「だっだめなんだ、緊きん張ちようして身体からだが思い通りにならないし声も出ない」

「…………そんなんでよくデートを所しよ望もうするなんて言えたな」

「あれはもう清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるくらいの覚かく悟ごで言ったんだ」

　そんな地蔵さんを見てこりゃダメだとおおかみさんは内心で思うが、お仕事なのでそうも言ってられない。

「じゃあ行くか」

　ちなみに今日のスケジュールは、映画館[image: →]公園で手作りお弁当[image: →]池でボート[image: →]帰宅というベタベタすぎるコース。地蔵さんの好みを聞いていたらこうなったのだ。

「まずは映画館だな」

　男らしく先頭を歩き出すおおかみさん。……が、その瞬しゆん間かんおおかみさんの携けい帯たい電話が鳴った。

　着信はりんごさんからだ。

「なんだ？」

『なんだじゃないですの!!　男らしく先せん陣じんを切ってどうするんですのよ!?』

「……見てんのか？」

『もちろん見てるんですのよ』

「じゃあ、どうすりゃいいんだ？」

『んなもん、森もり野の君と手を繫つないでそういう雰ふん囲い気きを作って地蔵さんたちにも手を繫がせるんですのよ!?』

　それを聞いたおおかみさんがとても嫌いやな顔をする。

「………………マジか？」

『マジですの!!　お仕事ですのよ!?』

「……はぁ、わかった」

『理由は人が多くてはぐれるといけないから～なんて言えば、地蔵さんも手を繫ぎやすいと思いますの』

「…………了りよう解かい」

　おおかみさんは電話を切り、しばらく何か葛かつ藤とうしたあとそっぽを向いて右手を出した。

「はっはぐれるといけねえからな」

「はははははいっス!!」

　おそるおそるその手を握にぎる亮りよう士しくんは……そのまま硬こう直ちよくする。

　それを見た地蔵さんは、

「わわわわわたしたちもははははぐれたらいけないから」

「わかった」

　むんずっと躊ちゆう躇ちよなく、花はな咲さきさんは地蔵さんの手をつかむ。

　手を繫つないだ二つのカップル、その姿は微笑ほほえましいダブルデートの姿…………にはとても見えなかった。

　他人と接せつ触しよくしてしまった地じ蔵ぞうさんと亮りよう士しくんは硬こう直ちよくし微び動どうだにしないのだ。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　このままではここに突つっ立ったまま一日が終わってしまうに違ちがいない。

　四人は誰だれからともなく手を離はなし、服をつかむということで落ち着いた。

　どうやらいきなり手を繫ぐのはハードルが高すぎたらしい。

　それを陰かげから見ていたりんごさんは、先が思いやられすぎると心の中で思いっきりため息をついた。




　おおかみさんたちが今いるのは店や各種施し設せつが揃そろっている御お伽とぎ花ばな市しの中心部だ。

　休日なこともあってか人通りが多く、学生の街だけあって、若者の割合が多い。

　カップルも多く、皆みなそれぞれ青春を謳おう歌かしている。

　が、そんな中で無茶苦茶深刻な顔をしている地蔵さんと相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらの花はな咲さきさんは、やっぱり非常に場ば違ちがいだった。

　その尋じん常じようじゃない様子に、自然と人混みの中に道ができる。

　そんな地蔵さん花咲さんカップルが切り開いた道を通ってやって来たのは映画館だった。上映しているのは大作アクションと最近流行の泣かせるラブストーリー。

「じゃあ入るか」

　おおかみさんはちらりとラブストーリーの方を見るが、なんの躊ちゆう躇ちよもないかのようにアクションを選ぼうとして……電話が鳴った。

「なんだ」

『なんだじゃないですのよ!?　そこでアクション選んでどうするんですのっ!!　そこはラブストーリーでしょうですのっ!!』

「えー」

『えーじゃないですの!!　実はラブストーリーの方に興味があるくせに、なんでアクションの方に行こうとするんですの？　キャラ作りですの？　キャラ作りなんですのっ!?』

「キャラ作りじゃねーよ!!」

『ともかくラブストーリーですのよ!?』

「…………了りよう解かい」

　そんなわけで四人はラブストーリーの方に行くことになった。




　紆う余よ曲きよく折せつを経て見ることになった映画だが、どうやらおおかみさんのツボにはまったらしい。

　さすが隠かくれた趣しゆ味みが少女小説を読むだけのことはありますね。

　そんなわけでクライマックスでおおかみさんは思わずうるうるしてしまう。どさくさ紛まぎれに、映画というよりは淡あわく照らされているおおかみさんの横顔なんか見ていた思春期全開の亮りよう士しくんが、ハンカチを取り出し渡わたす。もちろん、雪ゆき女めさんが持たしていたものなんです。なにからなにまでやってもらって、なんというかもういろいろ駄だ目めな感じですね。

「涼りよう子こさんどうぞっス」

「いっいらねえよ」

　ガラじゃないと拒きよ否ひし、泣いてねーんだよと虚きよ勢せいを張るおおかみさん。

　おおかみさんは潤うるんだ目を見られまいと花はな咲さきさんたちの方を見て……花咲さんの隣となりの席で固まったままはらはらと涙なみだを流す地じ蔵ぞうさんを目もく撃げきした。

　花咲さんのすぐ側そばに座った緊きん張ちようから石のように固まった地蔵さんが、微び動どうだにせず涙を流しているのだ。感動がすべて吹ふっ飛ぶほどにホラーだった。

「……地蔵先せん輩ぱいを見た人はみんなビクッとしてるっスよ」

「まあ、あれは仕方ないだろう」

　地蔵さんは相変わらずはらはらと涙を流している。

　そこで花咲さんがハンカチ取り出して地蔵さんの涙を拭ふき始める。

　泣いてる彼女の涙を拭いてあげる彼氏、普ふ通つうならとても心温まるほんわかした光景になるはずなのだが……

「………………なんであれで心温まる光景になんねーんだ？」

「等身大ドールとデートしている痛い人に見えるっスねー、花咲先輩」

　そう、地蔵さんがあまりの緊張に固まり続けているため、そんな空気は皆かい無む。それどころか花咲さんがとても奇き特とくな趣しゆ味みの持ち主に見えてしまうのだ。

「……さっさと出るか」

「ここにいてもどうしようもないっスしね」

　そしておおかみさんたちは公園へ向かうことにした。芝しば生ふの上でお弁当を食べたあとメインイベントであるお池でボートなのだ。




　御お伽とぎ花ばな市しの中心には女神の池と名前の付いた人工の池を中心に作られた公園がある。農地の減少から元は農業用のため池だったものを人工の池として作り直し、その周囲に人々の憩いこいの場を作り上げたのだ。池の周囲には植樹された木々が生おい茂しげり、遊歩道などが整備され、芝生の広場が作られ、若者たちのデートコースにもなっている。

　そんな公園内の遊歩道を皆みなと一いつ緒しよに歩いていたおおかみさんは……

「……む」

　唐とう突とつに足を止めた。

「どうしたんっスか？」

「…………なんでもねえよ」

　そうは言いつつもなんでもなさそうにない様子に、亮りよう士しくんはおおかみさんの視線をたどる。そこには……

　みゃーみゃー

　池に張り出した木の枝の上で心細げに鳴いている子こ猫ねこの姿があった。

「あれ、降りれなくなっちゃったんスかねえ」

　そんな亮士くんの声が聞こえていないのか、じっと子猫の方を見ていたおおかみさんだが、

「……行くぞ」

　そう言って先を行く地じ蔵ぞうさんの方に歩いていく。

「えっでも」

　あの猫放ほうっておくのか？　と問いかける亮士くんだが、

「うるせえ」

　おおかみさんは取りつく島がない。

　おおかみさんは怪け訝げんに思う亮士くんを無視してしばらく歩き、目的地である芝しば生ふの広場が見えた頃ころ……

「あっ、オレ買い忘れた物があるからちょっと戻もどってくる。あとこれ持ってろ」

　唐とう突とつに足を止めそんなことを言い出した。そしてお弁当の入ったバッグを亮士くんに渡わたす。

「えっなんスか？　それならおれが買って来るっスよ？」

「オレだけでいい」

「でも」

「いいからさっさと先に行け!!」

　そう言って、おおかみさんは来た道を戻っていく。

　その不自然すぎる様子に亮士くんは少し考え込んだあと、残りのデートコースを記した紙を花はな咲さきさんに渡わたし、おおかみさんを追いかけ走り出した。

「花咲先せん輩ぱい、おれ涼りよう子こさんを追いかけることにするっスから、あとはよろしくお願いするっス」

「ああ」

　花咲さんはうむと頷うなずく。

「えっそんな!!」

　が、それにあわてたのは地蔵さんだ。

　心の準備もできてないのにいきなり二人きりだ。

　慣れたのか、さっきよりかはマシになってきたのだが、それでもまだまだぎこちない。

　しかし、花はな咲さきさんは気にもしてないのか、デートコースの書かれた紙を見ながらいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。

「…………つぎは昼食をとったあとにボートか。確か芝しば生ふの広場があったはずだな。行くぞ」

「えっわっわかった」

　そんなわけで地じ蔵ぞうさんはカチコチのまま花咲さんについていった。




「…………いったいどうしたことですの？」

　りんごさんは思わずつぶやいた。一人でこそこそと四人を尾び行こうしていたら、いきなりおおかみさんが来た道を戻もどっていき、亮りよう士しくんもそれについていったのだ。

「何かあったんですの？　気になりますの」

　しかし二人がいなくなった今、ここでりんごさんまでいなくなるとどうなるかわからないので見に行くわけにもいかない。

「まあ、少し様子を見ましょうですの」

　仕方なくりんごさんは現状維い持じのまま、ちょこちょこ地蔵さんと花咲さんについていった。




　今りんごさんの目の前で地蔵さんと花咲さんが芝生の上にシートを広げ座っている。

　ああ、青春とでも言いたくなりそうなシチュエーションだが、しかし二人の周囲には全く青春分が足りてなかった。

　黙だまって座っている二人、倦けん怠たい期の夫ふう婦ふでももう少し会話があるのではないだろうか。

　見るに見かねてりんごさんは電話する。

「もしもしですの」

『あっ赤あか井いか!!』

「もうちょっと会話は弾はずみませんの？」

『むっむりだ！　二人きりだと緊きん張ちようして。大おお神かみたちも戻ってこないし……』

　地蔵さん的にはこれでもかなりがんばっているのだ。最初はただ二人でいることすらままならなかったんですから。

　しかしこれはまずい。おおかみさんたちが戻ってこないと、依い頼らいを放ほう棄きしたと見なされてしまうかもしれない。

　りんごさんはしばし考え……

「それはあなたのためにしたことなんですのよ」

『……私の？』

　口くち八はつ丁ちようで丸め込むことにした。

「そうですの、少しずつにでも慣れていかないと、いつまで経たってもそのままですのよ？　段階的にでも人を減らして慣れていかないといけませんの！」

『うっ』

「だからがんばってくださいの。まずは簡単な会話から。いい天気ですね？　とかどんな食べ物が好き？　とかなんだっていいんですのよ？　地じ蔵ぞう先せん輩ぱいは花はな咲さき先輩のことなんにも知らないんですから、いろいろ聞きたいことがあるでしょう？　それをきっかけにすればいいと思いますの」

『そうっそうだな。うん、その通りだ。わかったどうにかがんばってみる』

「はい健けん闘とうを祈いのりますの」

　そう言ってりんごさんは携けい帯たいを切る。

「ふぅ、どうにかごまかせましたの。それにしても……あの二人は何してるんですの？」

　なんて言ってたらタイムリーに電話がかかってきた。着信者の名前は亮りよう士しくんだ。

　りんごさんは電話に出るなり叫さけんだ。

「森もり野の君!!　いったい何してるんですの!?　こっちはもう大変なんですのよ？　どう考えてもデートにあるまじき雰ふん囲い気きが漂ただよいまくっちゃってるんですの!!」

　どうにか、ごまかしたがあの雰囲気が続くとまずいことになるかもしれない。が、亮士くんは亮士くんでいろいろ大変らしくせっぱ詰つまった声が聞こえてくる。

『いっいえ、こっちも大変なんスよ!!』

「……何が大変なんですの？」

　何か起こったのか？　なんてりんごさんは少し口調を真しん剣けんなものに変えるが……

『りょっ涼りよう子こさんがかわいくなっちゃったんっスよ!!』

　そんなことを言ってきた亮士くんに怒おこる。

「涼子ちゃんはいつでもどこでもなんどきでもかわいいですの！　そんな当たり前すぎることを今いま更さら言わないでくださいの！　こっちは暇ひまじゃないんですのよ!?　そんな馬ば鹿かなことを言う前にさっさと戻もどってきてくださいですの!!」

　プチッ

　そう言うだけ言って電話を切る。

　しかしすぐさま電話がかかってきた。かけてきたのはまたまた亮士くんだ。

　微び妙みように不ふ機き嫌げんに電話に出るりんごさん。

「だからいったいなんですの？」

『そうじゃなくて、涼子さんが池に落ちたらかわいくなっちゃったんっスよ!!』

　それを聞いたりんごさんは…………意味わかりませんの。もしかしてのろけられてたりするんですの？　と思い、

「……………………森野君は濡ぬれＴシャツフェチだったりするんですの？　それとも水もしたたるいい女とかベタなことが言いたいんですの？　ともかくあなたの性せい癖へきなんてこちとら知ったこっちゃないですのよ」

　プチッ

　またまた電話を切るが、間かん髪はつ入れずに再び電話がかかってくる。

「しつこいですのよ？」

『だっだから、涼りよう子こさんが池に落ちて浮かんできたら、かわいい女の子に変わっちゃってたんスよ!!』

　池に落ちたら女の子に……

「…………それなんて呪じゆ泉せん郷きようですの？」

　あまりにわけわからない亮りよう士しくんに、りんごさんは思わずつっこんでしまう。

「それともボクはきれいなジャイあンとかいうあれですの？」

『マジなんスよっ!!』

「あーもーわけわかんないですの」

　取り乱して正直なに言っているのかわからない亮士くん。何か起こったらしいが、かわいくなったとか女の子がどうとかどう考えても深刻な事態に陥おちいってるとは思えない。

　というわけでりんごさんは、

「こっちは今忙いそがしいんですの。あとでかけ直すので待っててくださいの!!」

　一方的にそんなこと言ったあと携けい帯たいの電源を切った。




　りんごさんがそんなやりとりをしている頃ころ地じ蔵ぞうさんは……

「いっいい天気だな！」

「そうだな」

「…………」

「…………」

　盛大に空から回まわっていた。

　今日花はな咲さきさんとずっと一いつ緒しよにいたので慣れてきたらしく、地蔵さんはどうにか声が出るようにはなった。しかし、声が出るようになったらなったで、また問題が。

「たったた食べ物のスッスすす好き嫌きらいはあるのか？」

「基本的に好き嫌いはない」

「そそそそうなのか」

「ああ」

「…………」

「…………」

　落ち着いた花咲さんと情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていすぎる地蔵さん。会話が思いっきり繫つながっていないのだ。言葉のキャッチボール以前に、投球フォームとかから練習しないといけない感じです。

　そんなときに再びりんごさんから救いの電話がかかってきた。

『もしもしですの』

「あっ赤あか井いか!!　わっわたしはどうすればいい？　今の状態は何かが違ちがう気がするんだ」

　地じ蔵ぞうさんも今の自分たちの状じよう況きようがおかしいことに気がついているらしい。まあ、デートの空気じゃないですしね。

『…………押しが足りませんの』

「そっそうか？　今でももういっぱいいっぱいなんだが」

　確かに見たところそんな感じです。

『そうですのね……そろそろいい時間ですしお弁当に行きましょうですの。そんでもってあ～んをいっときましょうですの』

「あっあ～ん？　それはあのあ～んかっ!?」

『ほかにどんなあ～んがあるのかわかりませんけど、まあそうですの』

「そっそれはレベルが高すぎないか!?　それはもうちょっと仲が深まってからの方がよくないか!?」

『あの花はな咲さき先せん輩ぱいにはこのくらいやらないとどうにもなりそうにありませんの』

「…………わっわかった」

　地蔵さんは電話を切るとお弁当を準備し始める。

「おっお昼にしよう。花咲の分も作ってきた」

「そうか」

　花咲さんは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらでこくりと頷うなずく。

　地蔵さんはそんな花咲さんを横目に、決意の表情でお弁当の準備を完了する。

　一つの大きめのバスケットにおにぎりと色とりどりのおかずの数々が入っている。その渾こん身しんのお弁当を膝ひざの上に置き、地蔵さんは真しん剣けんな目で花咲さんを見て言った。

「はははははは花咲」

「なんだ？」

「くっくちを大きく開けてくれないか？」

「ああ」

　花咲さんは素す直なおに口を開ける。

　地蔵さんはぷるぷると震ふるえながら箸はしで、お弁当箱の中からタコさんウインナーをつまむ。

「あああっあ[image: ～][image: ～]ん」

「あー」

　花咲さんは素直にずっと口を開いている。

「ああ～ん」

「あー」

　地じ蔵ぞうさんはぷるぷる震ふるえる箸はしで、花はな咲さきさんの口の前までタコさんウインナーを運んでいく……

「あ～ん」

「あー」

　ゆっくりゆっくりと地蔵さんの箸が花咲さんの口に到とう達たつしようとしたまさにそのとき、地蔵さんは……

「…………ぱく」

　そのタコさんウインナーを自分で食べた。

　その様にもちろんりんごさんから電話がかかってくる。

　地蔵さんは花咲さんから少し離はなれてから、怒おこっているりんごさんに小声で応対する。

『自分で食べてどうするんですのっ!!』

「だっだがな、すごくはずかしくて……」

　あまりの恥はずかしさに、地蔵さんは思わず自分で食べてしまったらしい。なんというかわけがわからない。

『アホ面づら下げて口開けたままの花咲先せん輩ぱいのほうが恥ずかしいですの!!　次はちゃんとやってくださいの!!　わかりましたの!?』

「ううっ……わっわかった」

　地蔵さんは電話を切り、もう一度トライしようとする。

　ぷるぷると震える手で卵焼きを、花咲さんの律りち儀ぎに開いたままの口へと運ぼうとする。

　今度は順調に……とまではいかないが、それでもどうにか卵焼きが花咲さんの口に……

「あ」

　入ることはなかった。ぽろりと卵焼きが落っこちたのだ。まあ、あれだけ震えてちゃあ落ちもするでしょう。

「ああーっ！」

　ころころ転がる卵焼き。そして獲え物ものを狙ねらう影かげが一つ。

「にゃー!!」

　近くの茂しげみから現れた飢うえた獣けものが卵焼きをくわえた。

「まっまって!!」

　その行動に、地じ蔵ぞうさんは思わず立ち上がってしまう。

「あっ」

　その拍ひよう子しに今度は弁当箱がひっくり返る。膝ひざの上に置いていたんですから当たり前ですね。

「ああ[image: ～][image: ～]っ!!」

　ひっくり返ったお弁当に、地蔵さんは呆ぼう然ぜんとする。しかし、それだけでは終わらない。茂みから現れた飢うえた獣けものたちの群れがひっくり返った弁当に群がっていく。

「にゃっ」

「にゃにゃっ」

「みゃー」

　ここの公園は居い心地ごこちが良いらしく飢えた獣──ネコたちが住み着いていて、ネコたち楽園になってたりするのだ。

　まーそんなわけでひっくり返ったお弁当にネコたちが群がり、地じ蔵ぞうさんの悲痛な叫さけびが響ひびき渡わたる。

「あっあっああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　そして地蔵さんはそれを見ながら膝ひざをつき、ガックリと手をつく。

「……その煮物は昨日の晩から下ごしらえして……ああ、その唐から揚あげは揚げる前に下味を付けたんだ。母に教わったお袋ふくろの味というやつなんだ。……それはうまいだろう、自信作なんだ」

　ブツブツとネコたちの胃い袋ぶくろに収まっていくお弁当の中身の解説をする地蔵さん。

　その姿はどうしようもないくらいに哀あわれだった。

　しばらくしてその哀れな解説が終わった頃ころ、お弁当を食べ終わったネコたちが満足そうにニャーニャー鳴いていた。

　その鳴き声に地蔵さんはうつろな声で答える。

「そうか……うまかったか……それはよかった」

　そんなネコと会話する哀れなドジッ娘こ地蔵さんを見て花はな咲さきさんは一言。

「………………ふむ」




　なんというか、どうしようもない二人というか、その様を隠かくれて見ていたりんごさんはとりあえず盛大なため息をついた。

「…………はぁ。全くどうしましょうですの」

　地蔵さんの空から回まわりっぷりに初うい々ういしさを軽く越こえて痛々しさを感じてきてしまったりんごさん。しかし、遠くからでは介かい入にゆうしようがないのでただ見守るしかない。

　涼りよう子こちゃんと森もり野の君がいれば話は変わったのかもしれないですけど……

「涼子ちゃん、いったいなにしてるんですの？」

　いつまで経たっても戻もどってこないおおかみさんが、りんごさんも流石さすがに心配になってきた。そういえば電話がかかってきたけど、こっちもいっぱいいっぱいなので切っちゃいましたし。

「隠かくしマイクの方はどうでしょうですの。…………あれ？　繫つながりませんのね」

　おおかみさんに密ひそかにくっつけていた隠しマイクも、壊こわれたのか電波の届かない場所にいるからなのか音声を拾わない。

「そういえば池に落っこちたとか言ってましたの。んーまあ、森野君もいるし、大だい丈じよう夫ぶでしょうですの」

　そんなことを考えてたそのとき、

「亮りよう士しさん、亮士さん、次はあそこに行こー！　ほら、早く早くっ!!」

「ちょっちょ待ってくださいっス」

　なんて聞き覚えのある気がする声が聞こえた。

　振ふり向くと、にこにこと亮士くんぽい人の腕うでをとって走っているおおかみさんっぽい少女の姿があった。

　りんごさんはおっさんの動作で目め頭がしらを押さえる。

「…………疲つかれてるんですかねー私。なんかあり得ないものが見えた気がしますの」

　というわけでりんごさんは何も見なかったことにした。




　昼食後、池にボート乗りにやって来た地じ蔵ぞうさんと花はな咲さきさん。

　もちろんボートの上でも二人きりだ。

　しかし、会話は弾はずまずただ二人でぷかぷか浮いているだけ。

「あっあのな」

「なんだ？」

「いっいや、なんでもないんだ」

　花咲さんはそんな地蔵さんをいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで見ている。

　そしてどれくらい経たっただろうか。

「いっ良い天気だな!!」

　地蔵さんがさっきのりんごさんの助言を思い出しなんとか会話を繫つなごうとしたそのとき、




　ザ────




　突とつ然ぜん降り出す雨。

　夏ならではの夕ゆう立だちだ。

　バケツを引っくり返したような激しい雨に二人はびしょぬれになる。

　なんかもう踏ふんだり蹴けったりを通り越こしてどうしようもなくなってきた。

　そんな状じよう況きように、地蔵さんはとうとう乾かわいた笑い声を上げた。

「ふふふふ……ははははは。何から何までまあ……」

　その口に浮かぶのは自じ嘲ちよう。

「今日はすまなかった。……こんなおもしろみのない女といてもつまらなかったろう？」

　どうやらもうどうしようもないと開き直り吹ふっ切れたことで話せるようになったらしい。

　そんな地蔵さんにも、花咲さんは相変わらず表情を変えない。

「……今日は付き合ってくれて本当にありがとう。花はな咲さきには悪いが、私は楽しかったよ。さんざん迷めい惑わくかけた私が言うのもなんだがな」

　盛大に空から回まわり続けた地じ蔵ぞうさんは花咲さんの意見も聞かず、自分の頭の中で勝手に結論を出す。

　そんな地蔵さんにも花咲さんは無言で、ボートをキーコキーコとこいでボート乗り場に引き返す。

　そして、

「………………ちょっとここで待っていろ」

　そう言い残して走っていった。

　地蔵さんはそれを啞あ然ぜんと見送ったあと……顔を歪ゆがめ立ち去ろうとした。

　そのとき、地蔵さんの携けい帯たい電話が鳴った。

『どこ行くんですの？』

　電話の相手はりんごさんだった。

「いや、ここにいても仕方ないだろう……」

『……逃にげるんですの？　花咲先輩は待っていろって言ったんですのよ？』

「逃げる……逃げるか、そうだな。何を言われるかはわかっている。私はそれを聞きたくないんだ。自分のことは自分が一番よくわかっているんだからな」

『自分は散々言いたいことを言って、逃げる。それはどうかと思いますの』

「……怖こわいんだよ、私は」

『怖かろうがなんだろうが、地蔵先輩には聞く義務がありますの。花咲先輩を連れ出してきたのはあなたなのですから』

「しかし……」

『まあ、いいですの。時間切れですし』

「時間切れ？」

『では健けん闘とうを祈いのりますのよ』

　そしてりんごさんは一方的に電話を切った。地蔵さんがいぶかしげに顔を上げると、そこには傘かさを持った花咲さんの姿があった。

「花咲……」

　花咲さんはどうやら傘を買いにいっていたらしい。面食らっている地蔵さんに花咲さんは言った。

「傘はいるか？」

　しかし固まった地蔵さんは応こたえられない。

「…………瞬まばたき一回はイエス、二回はノーだ」

　パチパチパチパチ

　驚おどろきで瞬きを連発する地蔵さん。

「…………ちなみに傘かさに入る場合は、恩返しが必ひつ須すだ。恩返しの方法は今までと同じでいい。まあ、その場合はやはり恩を返してもらいすぎなので、今回のようにおまえの願いを叶かなえるということになるだろう」

　…………掃そう除じしてご飯作って時々デートに行って……それはいわゆる恋人関係ではないか？

　地じ蔵ぞうさんはビックリして花はな咲さきさんを見つめる。

「おまえは自分のことをおもしろみがないと言ったがな、ワシとしては正直おもしろかった。おまえは相当おもしろい奴やつだぞ？」

　確かに端はたから見ると地蔵さんはとてもおもしろいかもしれない。

「ものすごく便利だし側そばにいられても不ふ愉ゆ快かいではないしな」

　花咲さんは思っていることをオブラートに包みすらしようとしない。野球小こ僧ぞうらしくまさに直球だ。確かにそれはそうなんでしょうけど、どう考えても都合のいい女ゲットーって感じなんですが……

「ほっ本当にいいのか？」

　それでも地蔵さんはうれしそうだ。

「まあ、野球の方に時間が割さかれるからおまえのために使う時間はあまり取れないだろうがな。おまえがそれでもよいのならだが」

「もっもちろんだとも！」

「ただまあ、これがどういう関係なのかはワシにもわからんが……恋人同士という関係になりたいのなら、どうにかワシを惚ほれさせてくれ」

「あっああ、わかった、努力する」

「では帰るぞ」

　そんなわけで、あり得ない過程を経てなぜかきれいにまとまってしまった二人は、寄り添そい相あい合あい傘で帰っていった。




　それを見ていたりんごさんは、

『おめでとうですの』

　と地蔵さんにメールを送っておく。これで依い頼らいは完了……途と中ちゆうからはあんまり何もしてないが。

「……しかし雨が降って地が固まるとはこのことですの？」

　花咲先せん輩ぱいがへんてこな人で良かったなんてりんごさんは思っていた。

　普ふ通つうはどう考えてもこんなハッピーエンドにはならない。

　やっぱり、変人同士なのでピッタリはまってしまったのかもしれない。

「なんにせよ、末すえ永ながくお幸せにですの～……って、こんなことしてる場合じゃありませんの。はやく涼りよう子こちゃんたちと合流しないと」

[image: ]

　りんごさんは折りたたみ傘がさをさしたままチャパチャパと走り出した。




　そんなわけでお堅かたい委員長体質地じ蔵ぞうさんは、

「ふんふふ～ん」

　家主公認ブラウニーとなり今日も花はな咲さきさん家ちでお料理中。

　じじむさい野球部エースの花咲さんは、そんな楽しそうな地蔵さんを見て思う。

　……このまま恩返しポイントがたまり続ければ人生を懸かけて返さないといけないな。

　しかし、そんな人生の重大事を……

「……まあいいか」

　で、花咲さんはすませてしまう。このままではいつぞやの地蔵さんの人生シミュレーション通りになってしまうに違ちがいないのだが……花咲さんには地蔵さんを手放せそうにないのだ。実際、生活の面めん倒どうを見てもらうようになってから、身体からだの調子がとても良いのだ。いろいろな面で充じゆう実じつしているし。

　そんなわけで完全に餌え付づけされている花咲さんは、

「……これも人生か」

　なんて達観しつつ料理ができるのをいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで待っていましたとさ。


めでたしめでたし









　　　おおかみさん池に落ちてかわいくなる







　お堅かたい委員長気質の地じ蔵ぞうさんとじじむさい野球小こ僧ぞう花はな咲さきさんをダブルデートでサポートしていたおおかみさんが「忘れ物をした」と言って職場放ほう棄きし、来た道を戻もどっていったあとのお話。




　いきなりとって返したおおかみさんを、ついてくんなと言われたので気配を消してストーキング……もとい追いかけていた亮りよう士しくん。

　ようやくおおかみさんに追いついた亮士くんが見たのは、おおかみさんが……

「よーし、そこでじっとしてろよ。怖こわくないからな」

　なんて言いながらよじよじ木を登っている光景だった。木の下に行ったら間ま違ちがいなくスカートの中身が見えるはずなんですがそんなのおかまいなしですよ。

　もちろんおおかみさんが優やさしく話しかけているのは、池に張り出した細い枝の先で降りれなくなっている子こ猫ねこだ。

「……涼りよう子こ」

　女神の池と名付けられた人工の池の横の茂しげみに隠かくれつつ、亮士くんは思わずほのぼのした気分になる。

　やっぱりおおかみさんはこうでないといけないですね。

　しかし、ここで出ていくわけにはいかない。出ていったら絶対意地っ張りなおおかみさんは、なんやかんや言って子猫を助けようとしていることを認めようとしないに違ちがいない。そしていろいろこじれてしまうのだ。なのでここは見守っておいて問題ないようなら隠れたままで、もしも危なくなったら手助けをするのがいいな。

　そんなことを考え、黙だまって見守るいい男になっちゃってる漢おとこモードの亮士くん。隠れてて誰だれの視線も受けてないですからね。

「よーしよし、ちっちっちっちっ」

　おおかみさんは子猫のいる枝をそろそろと進む。

　おおかみさんは背が高いが、細いというかいろいろ大事な部分が欠けてるので比較的軽い。しかし、枝がどうにも細すぎた。

　おおかみさんの重さで枝がぐにょんとたわみ、子猫がみゃーみゃーと鳴く。

「もう……すこし」

　子猫に向かっておおかみさんは手を伸のばす。

　子猫まであと十センチ五センチ三センチ……

「もうすこしだ涼りよう子こ!!」

　亮りよう士しくんも陰かげで見守りながら熱くなっている。

　そしておおかみさんの手はやっとの思いで子こ猫ねこの許もとに届いた。

「よしつかまえ……」

　…………しかし、そこでおおかみさんの真下で破は滅めつの音が聞こえた。

　ボキッ

「あっ」

「あっ」

　おおかみさんと見守っていた亮りよう士しくんの声がハモった。

「うわわわわ!!」

「にゃ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　乗っていた枝が折れ、おおかみさんは子猫をつかんだまま真っ逆さまに池へと落ちていく。

　亮士くんはたまらず隠かくれていた茂しげみから飛び出す。

「涼子っ!!」

「なっ!!」

　いきなり飛び出てきた亮士くんに驚おどろきつつも、もう水面はすぐ間近なので文句も言えない。そしておおかみさんは子猫を抱だきしめ守るようにしながら池に落っこちた。

　ボッチャーンと派手な音を出しておおかみさんが池に落ちたのを見た亮士くんもそれに続く。

　漢おとこモードの亮士くんはかっこよく頭から池に飛び込み…………

　ゴスッ

　…………池の底で頭を打った。

　池の端はしだったのでむちゃくちゃ浅かったのだ。

　その衝しよう撃げきにプカーと水面に浮く亮士くん。ぴよぴよとひよこが頭の周りを回り、目の前に女神の幻まぼろしが見える。

　その幻げん覚かくの女神はピヨってる亮士くんに言った。

『あなたの落としたのはこのかわいいおおかみさんですか？』

　女神の右横には目の前で手を組んで目をキラキラさせたかわいいおおかみさんがいた。亮士くんがそんなおおかみさんを啞あ然ぜんと見ていると、女神はさらに言う。

『それともこのナイスバディーなおおかみさんですか？』

　女神の左横にはセクシーポーズの非常に凹おう凸とつがはっきりしているおおかみさんが……

「…………ぶはぁ!!」

　そのあり得ない光景に亮士くんは覚かく醒せいする。

　なんというか……おっぱいが大きいおおかみさんを見て目が覚めるってのはどうなんでしょうね？

　それはともかく亮りよう士しくんは周囲を見回しながら叫さけぶ。

「涼りよう子こっ!!　大だい丈じよう夫ぶか!!」

　そして目を回して仰あお向むけでぷかぷか浮いてるおおかみさんを発見する。やっぱりおおかみさんも底で頭を打ったらしい。おおかみさんのお腹なかの上では子こ猫ねこがみゃーみゃー鳴いている。

「涼子!!」

　亮士くんはあわててジャバジャバとおおかみさんに近づくと、お姫ひめ様さまだっこで抱だき上げ岸に上がる。おおかみさんは気絶してるし、亮士くんを見てるのは子猫のみ。なのでやっぱり漢おとこモードが持続しているのだ。

　そんなかっこいい亮士くんはワンピースが濡ぬれて透すけて見えているかわいらしい下着を気にもせず、おおかみさんの状態を確かく認にんする。

「外傷はないな、息は……大丈夫だ」

　どうやらただ気を失っているだけらしい。たんこぶぐらいはできてるかもしれないが。

　亮士くんはおおかみさんの状態が深刻ではないことを確認してから、おおかみさんを揺ゆする。

「涼子、起きろ涼子」

　しばらくそうしているとおおかみさんは、

「うっうーん」

　そんな悩なやましげな声を出したあと……

「……ここは？」

　どうにか覚かく醒せいする。そして亮士くんはヘタレに──

「涼子さん！　気がついたんっスか！　良かったっス!!」

　ヘタレな亮士くんは心底安あん堵どした表情で、おおかみさんが上体を起こすのを助ける。

「う～ん…………」

　おおかみさんは亮士くんにサポートされながらゆっくりと身体からだを起こしたあと、きょろきょろと周囲を見回し最後に亮士くんを見た。

　そして爆ばく弾だん発言。

「…………あなたは誰だれですか？」

「………………は？」

「……………………あれ？　ここどこ？」

「………………………………は？」

「…………あの…………なんで私こんなところにいるんですか？」

　何言ってるんだろうと亮士くんはおおかみさんを見るが、どうやらおおかみさんは本気らしい。

　だって、おおかみさんはきょとんとした表情で首をかしげるなんていう、ぶりっこモードのりんごさんばりにかわいいポーズをしてるんですよ？　もう、言っちゃあなんですが正気のおおかみさんではあり得ない。

「あの、ひとつうかがいますが……お名前聞いてもいいっスか？」

「えっええと、大おお神かみ涼りよう子こ……」

　それを聞いた亮りよう士しくんはほっと胸をなで下ろしかけ……

「十三歳の中学一年生です」

　固まった。

「……十三歳？」

「はい」

「……中学一年生？」

「はい……たぶん」

　おおかみさんはこくこくと頷うなずく。

　その様子を見ておおかみさんの状態を悟さとった亮士くんは叫さけんだ。

「…………まっまままままっマジっスかあっ!?」

　そんなわけで池に落っこちたおおかみさんは、別に亮士くんが正直者だったわけでもないのに──いや、おっぱい大きなおおかみさんを見て覚かく醒せいしたあたり噓うそのつけない正直者だったのか？──それはともかく、かわいくなって帰ってきましたとさ。




　しばらく錯さく乱らんしたあとどうにか正気に戻もどった亮士くんは、何なんだろうこの人って視線で自分を見つめていたおおかみさんに気づいた。亮士くんはそのおおかみさんを再びまじまじと見て、服が濡ぬれてすけすけセクシーになっていることに気づき真っ赤になる。その視線におおかみさんは……

「きゃっ」

　なんて言って腕うでで身体からだを隠かくす。そんな萌もえリアクションを見て亮士くんは思う。

　…………あり得ねー。

　やっぱりこの涼子さんはおかしい。今の状じよう況きよう、いつもなら鉄てつ拳けんが飛んでいたはずだぞ!?

　そう思いつつも、亮士くんはシャツを脱ぬいでおおかみさんに渡わたす。濡れているがそれでもなにもないよりマシだろう。

「あっありがとう」

　おおかみさんはシャツを受け取り頰ほほを染めそう言う。

　…………かわいい、実にかわいい。

　その非現実的な光景に痛む頭を押さえつつ亮士くんは聞く。

「……えーと、もう一度聞くっス。…………涼子さんっスよね？」

「はい。私は大おお神かみ涼子です」

「…………で、年ねん齢れいは十三歳なんスね？」

「……はい。でも、なんだか頭がくらくらする」

　そう言って、おおかみさんは頭をふるふると振ふる。

　その姿を見て亮りよう士しくんの脳が仕方なく答えをはじき出した。




　…………記き憶おく喪そう失しつ？




　というか、最初からわかっていたけど信じたくなかったというかなんというか。

「マジっ…………スか？」

　やっぱりあり得ねーと亮士くんは頭を抱かかえる。

　このおおかみさんはどうやら、ここ数年の記憶が吹ふっ飛んでしまっているらしい。

　どうするよ？　どうする？

　なんてパニクりかけてた亮士くんはポケットの中にあるものに気がついた。それはライフカードなんかではなく携けい帯たい電話。

　ああ防水万ばん歳ざい……なんて思いながら他た力りき本ほん願がん亮士くんは電話をかける。

　トゥルルルルルトゥルルルルル

　程ほどなくして電話をかけた相手が出る。

『森もり野の君!!　いったい何してるんですの!?　こっちはもう大変なんですのよ？　どう考えてもデートにあるまじき雰ふん囲い気きが漂ただよいまくっちゃってるんですの!!』

　亮士くんが助けを求めたのはもちろんりんごさんだ。しかし、りんごさんは仕事を放ほう棄きして戻もどってこないおおかみさんと亮士くんにご立腹中だった。

　亮士くんは大変度合いなら負けていないと叫さけび返す。

「いっいえ、こっちも大変なんスよ!!」

　その剣けん幕まくにりんごさんはどうにか聞くモードに入る。

『……何が大変なんですの？』

「りょっ涼りよう子こさんがかわいくなっちゃったんっスよ!!」

　動転している亮士くんはいろいろと言葉が足りない。

『涼子ちゃんはいつでもどこでもなんどきでもかわいいですの！　そんな当たり前すぎることを今いま更さら言わないでくださいの！　こっちは暇ひまじゃないんですのよ!?　そんな馬ば鹿かなことを言う前にさっさと戻ってきてくださいですの!!』

　プチッ……ツーツー

　無情にも電話が切られた。

　しかし引き下がるわけにはいかない。こっちもいっぱいいっぱいなのだ。

　というわけで亮士くんはリダイヤルで再びりんごさんへ電話する。

　トゥルルルルルトゥルルルルル

『……だからいったいなんですの？』

「そうじゃなくて、涼りよう子こさんが池に落ちたらかわいくなっちゃったんっスよ!!」

　亮りよう士しくんもう必死だ。

『……………………森もり野の君は濡ぬれＴシャツフェチだったりするんですの？　それとも水もしたたるいい女とかベタなことが言いたいんですの？　ともかくあなたの性せい癖へきなんてこちとら知ったこっちゃないですのよ』

　プチッ……ツーツー

　電話が切られた。亮士くんはリダイヤルでまたまたりんごさんへ電話する。

　トゥルルルルルトゥルルルルル

『しつこいですのよ？』

「だっだから、涼子さんが池に落ちて浮かんできたら、かわいい女の子に変わっちゃってたんスよ!!」

『…………それなんて呪じゆ泉せん郷きようですの？』

　りんごさんはそんな変なことを言った。

『それともボクはきれいなジャイあンとかいうあれですの？』

「マジなんスよっ!!」

　まじめに聞いてないりんごさんに必死で訴うつたえる亮士くんだが……

『あーもーわけわかんないですの。こっちは今忙いそがしいんですの。あとでかけ直すので待っててくださいの!!』

　プチッ……ツーツー

　電話が切られた。亮士くんはリダイヤルでまたまたまたりんごさんへ電話するが……

『おかけになった電話は現在……』

　電源が切られていた。

　どっどうしよう。

　途と方ほうに暮れる亮士くんに、かわいくなっちゃったおおかみさんが聞いた。

「あの……なにか困ったことがあるんですか？」

「いえ、なんでもないっス!!」

　なんでもないことはもちろんないが、それでも亮士くんはおおかみさんを不安がらせないようにとそう答えた。

　そうだ、今涼子さんが頼たよれるのはおれしかいないんだ!!　ここ数年の記き憶おくがなくなったということは、今の涼子さんは、全く知らない場所に放り出されたに等しいんだから!!

　使命感に燃え上がった亮士くんはおおかみさんの肩かたをガシッとつかみ、

「涼子さん、今から重大なことを言います。実は、今の涼子さんは十六歳なんス」

「……え？」

「えっといろいろあって頭を打ってここ数年の記憶が飛んじゃってるんっス。だから、今涼子さんがここにいる理由がわからないんスよ。でも大だい丈じよう夫ぶ！　記き憶おくがなくて不安でしょうけど、大船に乗ったつもりで全部おれに任せて……」

　と、そこまで言ったところで……じーっとつぶらな瞳ひとみで亮りよう士しくんを見るおおかみさんの視線のレーザービームに大船は撃げき沈ちんされた。

「みっみないで、みないでーっ!!」

　そんな亮士くんを、この人はいったい何なんだろうという目でおおかみさんは見ていた。

　初対面の亮士くんってやっぱりあれですよね。




　しばらくしてどうにか亮士くんが落ち着いたのを見計らっておおかみさんは聞いた。

「あのーおにいさん」

「おっおにいさんっ!?」

　信じられない呼ばれ方に、亮士くんの声が裏返る。

「えっあれ、何かおかしかったですか？」

　確かに今のおおかみさんの精神年ねん齢れいは十三歳なのでおかしくないかもしれない。しかしやっぱりなにかおかしい。

「いっいえ、そうじゃないんスけど……亮士と呼んでくださいっス」

「はっはい、わかりました。じゃあ、亮士さんで」

　…………亮士さん。

　心の奥から溢あふれ出てくる名前のつけようのない感情に、亮士くんは打ち震ふるえる。

　下げ克こく上じようを果たした武将ってこんな気持ちなのかもしれませんね。

「それで亮士さん」

「なんっスか？」

　亮士くんが錯さく乱らんしている間に立ち上がっていたおおかみさんは、自分の姿を見ながら言う。

「私今、十六歳さいなんですよね？」

「はいっス」

「確かに身体からだは成長してる。私こんなに背が高くなかったし……じゃあ、ほんとに私って記憶喪そう失しつなんだ。……確かに頭痛いし、頭の中もやもやしてるし」

　頭を打って中学生に戻もどっちゃったらしいおおかみさんは、しばらく考え込んだあと亮士くんに聞いた。

「あの……今の私ってどんな娘こだったんですか？　聞けば何か思い出すかもしれないですから」

　自分のことすらわからず他人に聞くおおかみさんを見て、そうだ、おれがしっかりしないと！　一番心細いのは記憶喪失になった涼子さんなんだから!!

　というわけで、またまた亮士くんは決意を新たにする。今度は錯乱しないようおおかみさんの肩かたをガシッとつかんだりしない。護まもる対象のおおかみさんから視線が微び妙みようにそらされているあたり駄だ目めさが非常に漂ただよっています。

　しかし…………どう答えたものか。

　亮りよう士しくんは悩なやむ。

　いざ言葉で説明しようとするとおおかみさんはいろいろややこしい。

　ただの第一印象で見ると、おおかみさんの印象は悪いだろう。いつも噓うそつきオオカミの毛皮を被かぶっている乱暴者で怖こわい女の子なのだ。目つきなんかもうやばすぎなのだ。おおかみさんは混んだ廊ろう下かでもスムーズに歩けるのだ。みんなが避さけるから。

　ただ、おおかみさんのことを知ってくるとその印象は全く変わる。怖いオオカミの姿は上うわっ面つらだけで、その中身は実はかわいくてがんばりやさんということがわかってくるのだ。

　ぱっと見は乱暴者の嫌きらわれオオカミで意地っ張りで素す直なおじゃないけど、実はとてもかわいい女の子で、でも拳こぶしで会話とかしそうな武ぶ闘とう派で、だけどとてもがんばりやさんで優やさしくて…………という感じで、おおかみさんはとてもややこしい。

「…………えーとかわいい人でしたっス」

　というわけで亮士くんは、無難な感じで中身の方を答えておくことにした。外面の乱暴者で目つきが悪くて手が早くて……なんて言ったら、記き憶おく喪そう失しつのかわいいおおかみさんがショックを受けてしまうかもしれない。ショック療りよう法ほうというのもあるのかもしれないが、余計にややこしくなっては困るので、それは最終手段なのだ。

「どんな風に？」

　かわいいという説明が抽ちゆう象しよう的すぎたのか、もう少し詳くわしくとおおかみさんが聞いてくる。

　この場合の、かわいいというのは亮士くんの恋は盲もう目もく節穴アイで見た結果なので、世間一いつ般ぱんの人から見れば……うーんどうだろう。

「んーいつもは強がってばかりいるんスけど、実は優しくてがんばりやな女の子なんスよ。それを指し摘てきするとすぐに真っ赤になっちゃって、そんなところがかわいいっスね」

　とりあえず、照れから理り不ふ尽じんに殴なぐられても、そのおおかみさんをかわいいと思える亮士くんの意見は参考にならないに違ちがいない。

「へー」

「あと……」

　みゃーみゃー

「……動物にも好かれるみたいっスねー」

　助けた子こ猫ねこがおおかみさんの手をちろちろなめている。

「涼子さんは、その子猫を助けようとして池に落っこちたんスよ。そのときに頭を打ったのが原因で、今涼子さんは記憶が混乱しているんスよ」

「なるほど、そうなんですか」

　おおかみさんはふんふんと頷うなずきながら、どうにか自分のことを思い出そうと考え込む。

「……それじゃあ、もうひとつ聞いていいですか？」

「いいっスよ」

「亮りよう士しさんと……」

「っ！　……亮士さん!!」

　またまた呼ばれた亮士さんという名に、亮士くんは目に見えて挙動不ふ審しんになる。

　いつも呼び捨てなのにさん付け。相手を尊重しつつもその穏おだやかで前向きな人間関係を構築しようとするかのようなそこはかとなくフレンドリーさが漂ただよう呼び名に、亮士くんは衝しよう動どう的に周囲を見回してしまう。罠わなかっ、これは何かの罠かっ!!　なんて考えてしまうあたり、亮士くんは相当報むくわれてないらしい。

「…………亮士さん？」

「いっいえ、なんでもないっス」

　不思議そうに言うおおかみさんに、亮士くんは微び妙みような笑顔でごまかす。

「それでおれと涼りよう子こさんの関係っスけど……」

　いじめっ子とパシリ、ご主人様とパシリ……

　おおかみさんとの関係を思い返してみると、亮士くんの脳裏に浮かぶのはそんな光景ばかり。

　亮士くんは基本ヘタレで、かっこいいのは本当にたまにだけなので、いらついたおおかみさんに殴なぐられたりあきれられたり怒おこられたりしてばっかりなのだ。

「……亮士さん、なんで泣いてるんですか？」

　気がつけば涙なみだを流していたらしい亮士くんにおおかみさんが聞いた。

「…………ほんと、なんでもないっス」

　目指す理想と現実の差にただ涙が溢あふれてきただけ。

「それでおれと涼子さんの関係っスけど、仲間っスね」

「友達じゃなくて、仲間なんですか？」

「今の状じよう況きようは仲間が一番しっくりくるんスよね」

　亮士くんは、んーと考え込むふりをしながら言う。そう、仲間仲間。パシリでも下げ僕ぼくでもない。そう考えることで自分をごまかしている亮士くん。もっとがんばりましょう、仲間は仲間にパシリにされたり理り不ふ尽じんな暴力を受けたりしません。

　そんな亮士くんのごまかしの言葉を聞いたおおかみさんは微妙に残念そうに言った。

「なーんだ、恋人同士じゃないんですね」

「ハイっス。いずれはそんな関係に……って何言わせるンスか!!」

「へー亮士さんって私のこと好きなんですか」

　その亮士くんのリアクションに、おおかみさんは今度はうれしそうにうんうんと頷いている。

「いや、まあ……そうなんスけど」

　なんて返しつつ亮りよう士しくんは心の底から思う。

　何この会話マジあり得ねー。

　なんと亮士くんがおおかみさんと恋愛談義してますよ。

　そんなあり得ないおおかみさんとのトークに照れるというか微び妙みように引きつる亮士くん。調子が狂くるって仕方がない、というより怖こわい。

　そんな間にも、記き憶おくがないからか好こう奇き心しん旺おう盛せいなおおかみさんは、自分の服装を調べ始めた。

「今の私ってこんな服着てるんだ」

　おおかみさんは自分の服装から元の自分の性格を探ろうとする。しかし、今日はりんごさんにかわいい服を着させられてるので、服装からはおおかみさんの今の性格なんかはかれるわけがない。

「あんまり趣しゆ味み変わってないなー」

　というわけで、おおかみさんは間ま違ちがった答えを導き出す。

「じゃあ……やっぱり引っ込み思案なままなのかなぁ」

「引っ込み思案!?」

　おおかみさんから放たれたあり得ない言葉に、亮士くんは驚きよう愕がくする。

「そう、なんか亮士さんとは初対面な気がしないから普ふ通つうに話せてますけど、私って人見知りするから直したいなぁって思ってたんです」

　初対面じゃないですしね。

「おしゃれして高校デビューとかしようと思ってたんですけど」

　違う意味での高校デビューというか中学デビューならした感じなんですけどね。

　まあ、いつものスケ番っぽい改造制服なら、違う意味でのデビューを飾かざったと思われていたに違いない。

　亮士くんは危ないところだったと……汗あせをぬぐう。本当に私服で良かった。

「あっ、これは？」

　焦あせる亮士くんを尻しり目めに、おおかみさんは自分の持ち物を調べ始める。そして持っていたバッグからおおかみさんが取り出したものを見て、亮士くんは言葉を詰つまらせる。

「そっそれは……」

　なぜ亮士くんがこんなリアクションをしたかというと…………おおかみさんの手の中にねこねこナックルがあったから。おおかみさんはしげしげとそれを見つつ言う。

「わあ、かわいいキーホルダー。なんかすごく大きいけど」

　メリケンサックモードに変形する前のキーホルダーモードなので、おおかみさんはただの大きなネコ顔キーホルダーだと思っているようだ。

　そんなおおかみさんを見ながら亮士くんは思う。

　言えない……それが実は何人もの血を吸って、もう少しで自分の意思とか持っちゃいそうなほどに曰いわくの付いた妖よう刀とうならぬ妖メリケンサックだとは絶対に言えない。

「こんなキーホルダーを持ってるなんて、やっぱり私ってかわいい物好きなのね？」

「そっそうなんすよ」

　必死に隠かくしてるつもりでバレバレだったが、実際おおかみさんはかわいい物好きだったので噓うそは言っていない。

　ただ、そのかわいいキーホルダーの皮を被かぶっているそれは凶きよう器き。

「それで、私はなんでこんなところにいたんですか？」

　おおかみさんはねこねこナックルを手の中でもてあそびながらそう聞いてくるが、亮りよう士しくんは気が気ではない。

「……ああ、そこはだめっス」

　思わず声が漏もれる。もしも変形機構に気がついてしまったらもうどうにもごまかしがきかない。……いや、ショックで記き憶おくが戻もどったりするかな？

「ん？」

　かわいく聞き返すおおかみさんに亮士くんはあわててごまかす。

「なっなんでもないっス。で、何してたかっスけど仕事でデートしてたんスよ」

「え？　デート？　私と亮士さんは恋人同士なの!?　でもさっきは仲間って……」

「えーとその、話は長くなるんっスけど……」

　かくかくしかじかと御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会の活動内容を説明したあと、依い頼らいで地じ蔵ぞうさんのサポートしてたことを亮士くんは話す。

「へーそうなんだ」

「そうなんっスよ」

「なら、戻ってお仕事手伝わないといけないんじゃ？」

「そんな状じよう況きようじゃないっスし、赤あか井いさんがついてるからまあどうにか……」

　……なるかなぁ？　地蔵先せん輩ぱいいろいろ変だしなぁ。でも、こっちはこっちで余よ裕ゆうないし仕方がないか。

　ということで亮士くんはりんごさんにすべてを丸投げすることにした。それはもう力一いつ杯ぱい全力投球で。

「……なるっスよ!!」

「……そうですか」

　その発言にダメ臭しゆうを感じたのか、おおかみさんは微び妙みような顔をしたあと話を変えた。

「それでこれからどうするんですか？　……私はどうしたらいいんでしょうか？」

「これからっスか……」

　少し不安そうなおおかみさんに、亮士くんは脳みそをフル回転させいくつかの案を導き出す。

　第一案、記憶喪そう失しつのお約束涼りよう子こさんを池に突つき落として同じ衝しよう撃げきを与あたえて……んなことできるか。記き憶おく喪そう失しつのいたいけな少女を池に突つき落とすってそれどこの外げ道どうよ。

　第二案、涼りよう子こさんの記憶がないのをいいことに実はおれたち恋人同士だったんだぜーとインプリンティング……もう仲間だって言っちゃってるし無理。何よりなんの解決にもなってない。

　第三案、今までの印象的な出来事が起こった場所を一いつ緒しよに回って記憶を復活させる……自分的に一番印象的なのは囚とらわれの涼子さんを助けに颯さつ爽そうと現れたおれカッコイーな感じの白はく馬ばの王おう子じさま事件。でも、学校とかならまだいいが、記憶がない涼子さんをあの人気のない廃はい工場に連れ込むってやばすぎでしょ。もう怖こわがられること間ま違ちがいなし。

　第四案、りんごさんのところに連れていく。……自分を見ても記憶を取り戻もどさなかったのに、りんごさんを見て記憶を取り戻したらとても悲しい気分になりそうだし、思い出さなかったら出さなかったでりんごさんが激凹へこみしそう。

「う～む」

　そしていろいろ考えた末に亮りよう士しくんが選んだのは学園コメディにあるまじきことに、話を盛り上げようにもない無難かつ一番まっとうな方法だった。

「…………よし！　とりあえず病院に行くっス!!」

　亮士くんはそう男らしく宣言する。

「でもまずは服がびしょびしょなんでひなたぼっこをして服でも乾かわかしましょうっス」

「そうですね、良いお天気だし……」

　なんて言ったところでおおかみさんのお腹なかあたりから、
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　と、かわいらしい音が。

「…………」

「…………」

　またまたおおかみさんは真っ赤になる。

　かっかわいい……

　超ちようレアな光景に、亮士くんはとろけそうになる。いつものおおかみさんもいいけど、このおおかみさんもかわいいし味があっていいなぁなんて考え出す。

「とっとりあえず昼ご飯にしましょうっス」

「……うっうん」

　おおかみさんは真っ赤でうつむいたままか細い声で応こたえる。

　……本気であり得ない絵え面づらですね。

「とりあえずお弁当があるので服を乾かしながら食べましょうっス」

　亮士くんはおおかみさんを助けに飛び出す際、茂しげみに置いたままにしていたお弁当を入れたバッグを取りに行ったあと、池の畔ほとりのベンチにおおかみさんと並んで座る。

　そしてお弁当箱をご開帳する。

「うわぁ、ごちそう」

「本当っスねぇ」

　お弁当箱の中には色とりどりの豪ごう勢せいな料理の数々があった。

「あの、亮りよう士しさんこれは……」

「ああ、涼りよう子こさんが作ってきてくれたらしいんスよ」

「すごい！　高校生の私って料理もできるんだ!!」

　おおかみさんはしげしげとお弁当の中身を覗のぞき込んだあと、おそるおそる箸はしを伸のばし……

「うわぁおいしい。私って料理も上手なんだ！　…………もしかして私ってすごいの？」

　感かん嘆たんの声を上げた。

　おおかみさんはかわいくて優やさしくて料理までできるのだ。その要素だけとってみれば完かん璧ぺきだ。

　が、おおかみさんは一方でマイナス要素をたくさん持っている。

「ええ……」

　亮士くんはゴクリとつばを飲み込む。

　……ここはショック療りよう法ほうとしてあれを言ってみようか？　これくらいなら多分大だい丈じよう夫ぶだとは思うし、もしかしたら記き憶おくが戻もどるかもしれないし。

　亮士くんはこれから起こることを想像し、がたがた震ふるえながらも付け加えた。

「……胸以外はぁうあ!!」

　いきなり吹ふっ飛ぶ亮士くん。

　……そう、おおかみさんはそれなりに美人で性格もかわいくて、一人暮らしというかりんごさんとの二人暮らし歴が長いので炊すい事じ洗せん濯たくもお手の物だ。

　が、どことは言いませんが絶ぜつ壁ぺきで、目つきが悪くて口が悪くて意地っ張りで素す直なおじゃなくて乱暴者の噓うそつきおおかみさんでもあるので、総合成績ではプラマイゼロくらいにはなっているっぽいんですよ。

「そっそれでこそ涼子さん……ガクッ」

　……だってこんな風に口より先に手が出ますしね。

　殴なぐられて吹っ飛ばされたにもかかわらず、幸せそうな顔で意識を手放すマゾい亮士くん。すくなくともこんな亮士くんじゃないとおおかみさんの側そばにはいられないだろう。

「えっあっごめんなさい。身体からだが勝手に……」

　そんな亮士くんと予想外に良い感かん触しよくのした拳こぶしを、おおかみさんはおろおろと見比べている。

　どうやら反射で身体が動いたらしい。しかも腰こしの入った良いパンチ。意地っ張りというかなんというか……すでに乱暴者のオオカミの毛皮が反射の域にまで達していたんですね。あと、記憶を失っても胸がないというコンプレックスは残っていたらしいです。避さけているのか見なかったことにしたのか、三年経たっても全く成長してない胸のことには触ふれてないですしね。

「だっだいじょうぶですか？」

「大だい丈じよう夫ぶっす。慣れてるんで……」

「慣れてるんですかっ!?」

　驚おどろくおおかみさん。いや、確かにおおかみさんに殴なぐられることに慣れてちゃいかんでしょうね。じゃないと記き憶おく喪そう失しつおおかみさんが思い描えがいている記憶を失う前の自分の姿と違ちがいすぎる。

「わっ私って……」

　そんな困こん惑わくするおおかみさんに、しまったと亮りよう士しくんはどうにかごまかそうとする。

「いっいやその……あのっスね……そうっス!!　おれ殴られるのが趣しゆ味みで、いつも殴ってもらってるんスよ!!」

　亮士くんのどうしようもない駄だ目めすぎるごまかしに空気が凍こおった。

「…………」

　ずささささっとおおかみさんがものすごい勢いで後ずさる。

「りょ亮士さんは変へん態たいさんなんですか？　…………でも、私が殴ってたということは私も……そんな……」

　ＳとＭ、女王様とその下げ僕ぼくといった想像をして、おおかみさんは思わぬところでショックを受ける。

「いっいったい私に何があったの」

　女王様になった未来の自分の姿を想像してふらふらする。

「ああ、落ち着いてくださいっス!!」

　それからしばらく亮士くんの必死な弁解の声が響ひびき続けた。




　十分経過。




「……というわけで、涼りよう子こさんは別に新たな世界への扉とびらを開いたわけじゃあないんっスよ。わかったっスか？」

「はっはいわかりました」

　亮士くんの必死さに、おおかみさんは思わず頷うなずいてしまう。

「さっさあ、お弁当を食べましょうっス」

「はっはい」

　というわけでどうにかおおかみさんを落ち着かせて女王様疑ぎ惑わくを払ふつ拭しよくし、亮士くんとおおかみさんは食事を再開した。

　おおかみさん的にはまだいろいろ納なつ得とくできてないようですが、それでも空腹には勝てないのかおおかみさんはお弁当を食べ始めた。




「ごちそうさまでした」

「ごちそうさまでしたっス」

　美味おいしくお弁当をいただいた二人は一いつ緒しよに手を合わせる。

　この場合おおかみさんは「お粗そ末まつ様さまでした」になるのだろうが、記き憶おくがないのでごちそうさまに。

「…………」

「…………」

　二人は無言で幸せな満腹感に浸ひたる。お日様がぽかぽか気持ちいい。おおかみさんの足あし下もとではお弁当を分けてもらった子こ猫ねこがゴロゴロと……

「って、和なごんでる場合じゃないっスよ!!」

「えっあっはい」

「服も乾かわいてきたっスし、それじゃあ病院に行きましょうっス!!」

　亮りよう士しくんは気合いを入れて立ち上がった。

　かわいくなっちゃったおおかみさんを護まもり、元に戻もどすのが自分の使命なのだ!!




　そして十数分後、亮士くんのメラメラと燃え上がっていた使命感は、あっという間に鎮ちん火かしていた。

　なぜなら……

「あっあれなんですか!!」

　おおかみさんがおのぼりさんと化していたのだ。

　おおかみさんはいろんなものに興味を示しては、あっちへうろうろこっちへうろうろ。

　今おおかみさんは、亮士くんを引っ張りながら女神の池の脇わきの売店へ突とつ撃げき中だ。

「あの……そろそろ病院に」

「あっあれおいしそう」

「……そうっスね」

　ヘタレな亮士くんはおおかみさんに逆らえない。というか、骨の髄ずいまでおおかみさんに服従しているらしいですね。獲え物ものに飼かい慣らされる狩人かりゆうどってもう、どうしようもないですね。

　そんなわけで、おおかみさんは存分に公園内をうろついたあと、今度は公園の外へ出る。

　そして好こう奇き心しん旺おう盛せいなかわいいおおかみさんによる突とつ撃げきは町中でも繰くり広げられる。蝶ちようが花から花へと移るように、店から店へと亮士くんを引っ張り回す。

　今日は日曜なので人通りも多く、時折そのおおかみさんの姿を見てごしごしと目をこすったり、ぽかーんと馬ば鹿か面づら下げて突つっ立ってる人の姿が見える。おおかみさんを見たことある人なのだろう。というか、いつものおおかみさんを知ってる人が今のおおかみさんを見たら、もう夢とか幻げん覚かくとか自分の脳が誤作動を起こしてるとしか思えないだろう。

　そんな視線に全く気づかず笑顔を振ふりまくおおかみさん。とてもかわいい。

　亮りよう士しくんはそんなおおかみさんを見てかわいいなぁというか、今おれ幸せじゃねぇ？　なんて頰ほほをゆるめて思う。だってこれ正しよう真しん正しよう銘めいのデートですよ？

「ほらほらはやく!!」

　おおかみさんが亮士くんと腕うでを組んで引っ張る。

「…………うう」

　苦節二ヶ月、ようやくここまで来たかなんて考えて涙なみだがぽろぽろとこぼれる。

　腕を組んでるのに、伝わってくる柔やわらかな感かん触しよくが皆かい無むなのはおおかみさんだしまあ仕方ないとしても、良い匂においがするし全体的に華きや奢しやな感じがあああああ。

　亮士くんはあまりの幸せにトリップする。おおかみさんが何か言っているようですが耳に入っていない。

「…………むー、亮士さん。私の話聞いてますか!!」

　にやけて上うわの空そらになった亮士くんをゆさゆさ揺ゆすり、ぷんぷんなんて感じで怒おこるおおかみさん。

　実に怖こわくない、怖くないどころか超ちようラブリーだ。

「ごめんなさいっス。それで、えっとなんスか？」

「あそこ！　あのお店行きたいです!!」

「了りよう解かいっス」

　でも、亮士くんは考えてしまう。

　このおおかみさんは昔のおおかみさん。そう、おおかみさんが今の噓うそつきオオカミになる前の、正直おおかみさんなのだ。

　ここ数年の記き憶おくがないことで、おおかみさんの噓の毛皮が剝はがれて素すのおおかみさんが出てきているためこんなことになっているらしい。

　でも……

「うわぁかわいい」

　……中身の、芯しんの大事なところは変わってないはず。ということは、これが今でも本当のおおかみさんということになる。

　おおかみさんに引きずられてやって来たのは、ぬいぐるみの並んだ、いわゆるファンシーショップというお店だ。ウインドウを覗のぞき込んでいるおおかみさんを見ながら亮士くんは考える。

　りんごさんの話にあったように、中一の二学期にこっちに引っ越してきたときはもう噓つきおおかみさんだった。それはこの街に来るまでにおおかみさんを変えることになる何かがあって、今のおおかみさんになったということだ。

「……いったい何が」

「えっなんですか？」

「いや、なんでもないっス」

　亮りよう士しくんは無理矢理笑え顔がおを浮かべた。何が起こったか知りたいが、それはりんごさんの言う通りおおかみさんが話してくれるのを待つしかないのだ。

「…………よし」

　おおかみさんが話してくれるほど頼たよられる男を目指そう。そう決意を新たにする亮士くんなのでした。




　しばらくおのぼりおおかみさんに引っ張られていた亮士くんだが、流石さすがに時間が厳しくなってきた。

「……じゃあ涼りよう子こさん、そろそろ病院行きましょうっス」

　おおかみさんはその声にぴたっと止まる。

「…………あっあれって」

　露ろ骨こつに話をそらそうとして亮士くんの声に固まる。

「涼子さん、病院行きましょうっス。記き憶おく戻もどらないといろいろ困るっスよ」

「…………でも」

　作った笑顔で固まっていたおおかみさんはうつむき言った。亮士くんからはどんな表情かは窺うかがい知れない。

「…………怖こわいんスね」

　気がつけば知らない場所に放ほうり出され、見知らぬ土地で一人きり。そしてわけのわからないままに病院に連れていかれ……不安にならない方がおかしい。なにより今のおおかみさんの心は十三歳さいなのだ。あのはしゃぎようも不安の裏返しだったのかもしれない。

　そんなおおかみさんを見て亮士くんは思う。

　おおかみさんが初めてこの街に来たときもこうだったのだろうか。こっちに知り合いがいなかったようだし、りんごさんの話ではりんごさんと仲良くなるまでおおかみさんは頑かたくなに一人でいようとしていたらしいし。

　亮士くんは小さくなって震ふるえているおおかみさんの頭を優やさしくなでる。

　こんな小さくて弱いおおかみさんが噓うそをついて自分を騙だまして一人でがんばっていたのだ。

　過去のことは仕方がない。自分がいなかったことはどうしようもないし、りんごさんがどうにかしてくれた。

　でも、今は自分がおおかみさんの側そばにいる。だからこのおおかみさんを助けるのは自分の役目だ。

「大だい丈じよう夫ぶ、おれがいるっスから。……いや、記憶をなくす前の涼子さんにも同じようなこと言ったんスけどね。……おれは涼子さんの側にいて涼子さんを護まもるって決めたんっスよ。涼子さんの中におれの記憶があろうとなかろうとそれは変わらない。…………まあ、なにができると言われても側についているくらいしかできないんスけどね」

　亮りよう士しくんは苦笑する。おおかみさんはそんな亮士くんの袖そでをつかんで、うつむいたままか細い声で言った。

「ううん、……それだけでいい」

　うつむいているので見えないが、耳まで赤くなっているのでその顔は真っ赤だろう。

「そうっスか。じゃあ行きましょう」

「うん」

　ニカッと笑う亮士くんにおおかみさんは顔を上げ微笑ほほえみ返した。




　確か近くに大きな大学病院あったよなーなんて自分の記き憶おくを検けん索さくしつつ、亮士くんがおおかみさんと歩いていると急に雨が降ってきた。

「うわっちゃー」

「わわわ」

　土ど砂しや降ぶりの雨に、ちょうど近くに見えた喫きつ茶さ店てんに亮士くんとおおかみさんは逃にげ込む。亮士くんは空を見ながら言う。

「これは通り雨っスねー。まあ、もう少ししたら止むと思うんでここで雨宿りしましょうっス」

「はい」

「じゃあまあ、おごるんで適当に何か頼たのんでくださいっス」

「えっいいんですか？」

「いいっスよ、おれがかっこつけれることなんて滅めつ多たにないっスしね。ときどきはかっこいいところ見せて点数稼かせがないと」

「はいじゃあごちそうになります」

　照れたように言う亮士くんに、おおかみさんはクスリと笑ってメニューを開いた。

　と、ちょうどそのとき亮士くんの電話が鳴った。

「もしもし……あっ、赤あか井いさん」

『こっちはどうにかなりましたの。なんかもー大団円で、ケッいちゃつきやがってって感じですの』

　電話の主は人の幸せを素す直なおに喜べてない独ひとり身みのりんごさんだった。

『それでそっちはどうなってるんですの？』

「あっはい、それですけどまずは合流しましょうっス。……見た方が早いと思うので」

『わかりましたの』

「それで合流する場所は…………」

　亮士くんは簡単に現在位置を伝えた。




　りんごさんがやって来たのは、おおかみさんがケーキと格かく闘とうしている真っ最中だった。

　そのおおかみさんのラブリーな様子にくらくらしつつりんごさんは亮りよう士しくんの向かいに座る。

　なぜか亮士くんの隣となりにおおかみさんが座っているからこうなったのだが、おおかみさんの隣に座れなかったりんごさんは少し残念そうだ。

　そして、そんなりんごさんに亮士くんは説明を始めた。

「………………記き憶おく喪そう失しつですの？」

「そうみたいっス。ここ数年の記憶が飛んじゃってるらしいんスよ。中一途と中ちゆうまでの記憶はあるみたいっスけど」

「確かにこんなしおらしい涼りよう子こちゃんの姿なんて寝ねてるとき以外ではほとんど見たことありませんの」

　へーほーとジロジロとおおかみさんを見るりんごさんに、おおかみさんは居い心地ごこちが悪そうにしている。

「それで涼子ちゃんはなんでこんなことに？」

「木に登って降りられなくなった子こ猫ねこを助けようとして池に落っこちたんスよ」

「それはまた涼子ちゃんらしい」

　それを聞いて苦笑とも微び笑しようともつかない笑えみをりんごさんは浮かべる。

「それにしても……涼子ちゃん、かわいくなっちゃって」

「そうっスね。でも早く記憶を取り戻もどしてもらわないと」

「んー滅めつ多たに見られないとってもレアな涼子ちゃんですし、これはこれでかわいいんですけど……」

　親しげに会話をする亮士くんとりんごさん。その二人を見て不ふ機き嫌げんになったのか不安になったのか、おおかみさんは亮士くんにぴっとりくっつくと、りんごさんに警けい戒かいするように言った。

「あの……どなたですか？」

「はうっ!?」

　その他人行ぎよう儀ぎすぎる台詞せりふにりんごさんはビクッと反応した。

　そしてじわじわとりんごさんの大きくてつぶらな瞳ひとみに涙なみだが盛り上がっていく。

「いっいっこくもはやく……涼子ちゃんを元に戻しましょうですの……ぐすっ」

　他人扱あつかいは思いの外ショックだったらしい。

「あー、そうっスねー」

　そうしないとりんごさんがマジ泣きに移行しそうだ。

「それで今はなにをしようとしていたんですの？」

　取り出したハンカチで涙を拭ふきつつりんごさんは聞いた。いきなり涙ぐんだりんごさんにおおかみさんも居心地悪そうにしている。

「とりあえず病院に行こうかと思ってたんス」

「なるほど、森もり野の君らしいですの」

　納なつ得とくするりんごさん。どのあたりが亮りよう士しくんらしいのかはノーコメントです。

「そしたら雨が降ってきたんで雨宿りをしてるんスよ」

「なるほどですの」

「まあ、すぐ止みそうっスから」

「じゃあ、とりあえず雨が止んだら病院に行って、そのあとどうなるかですのね」

「大だい丈じよう夫ぶだとは思いますけど、入院だとかなった場合はいろいろ用意が必要っスし」

「そうですのね」

　なんて亮士くんとりんごさんが今後の行動について話をしていると、おおかみさんがみるみるうちに不ふ機き嫌げんになってきた。

　お皿の上のケーキがなくなり、カップの中のミルクティーがなくなり、足をぶらぶらし始めて、眉み間けんにしわが寄り……

「…………一いつ緒しよにいてくれるっていったくせに！」

　おおかみさんはだだだっといきなり喫きつ茶さ店てんを飛び出した。

「あっえっ!?」

「なっなんですの？」

　亮士くんとりんごさんはその突とつ然ぜんの行動に啞あ然ぜんとする。

　亮士くんはおおかみさんを追おうとがたがたっとあわただしく立ち上がる。

「えーとなんというか……たぶん…………焼やき餅もちとかそんな感じだと」

「焼き餅!?　涼りよう子こちゃんがっ!?」

「今の涼子さんは十三歳の女の子なんっスよ。しかも頼たよれる人がおれしかいなかったって状じよう況きようっスから」

「そんな中で急に現れた私が親しそうに森野君と話をしていたと。それは確かに不安になったりすることもあり得るかもしれませんの。……涼子ちゃん実は嫉しつ妬と深いですし。それにしてもここまで自分に素す直なおな涼子ちゃんって初めて見ますのよ」

「こっちに引っ越こしてくる前の涼子さんっスからね。ともかく、おれ、涼子さんを追っかけます」

「はい、私もすぐ追いかけますの」

　りんごさんは機動力が低いので、亮士くんを先行させるしかないのだ。

「あと、今の少女モードの涼子ちゃんを説得するなら、少女漫まん画がのヒーローのように臭くさいくらいにかっこよーくやった方がいいですのよ。趣しゆ味みとかは変わってないみたいですし」

「わかりましたっス」

　そう言って亮士くんは喫茶店を飛び出した。




　おおかみさんは走っていた。

　あの赤い髪かみの人と亮りよう士しくんが仲良さそうに話してるとイライラした。そして気がついたら飛び出していた。

　だが、雨の中を走って少し経たつと、すぐにここが知らない街だということを思い出す。

　少しずつ走るスピードが遅おそくなり、とぼとぼと歩き出す。

　知らない街知らない人知らない景け色しき。頼たよれる人は誰だれもいない。

　濡ぬれた服が体温を奪うばっていき身体からだが震ふるえる。

　不安で心細さが増してくる。

　そしてどれだけ亮士くんに頼っていたのかを実感する。

　自分の短たん絡らく的行動に後こう悔かいするがそれも後の祭り。でも、自分以外と仲良く話す亮士くんを見るととてもイライラしたのだ。

「……亮士さん」

　最初は変な人だと思った。口調も変だし、おどおどしてるし、殴なぐられて喜んでいるマゾだし。

　というか、亮士くんの弁解空むなしくマゾは決定らしい。

　でも、優やさしかったのだ。おかしな言動が多々あったけど、あれは私のためだったということは何となく伝わってきた。それに……一いつ緒しよにいてくれるって言ってくれたのだ。

「だから記き憶おくを失う前の私も亮士さんと一緒にいたのかな」

　変で情けなくて、でも優しくて、もしものときは何とかしてくれそうな頼たのもしさを感じる。

　これは、高校生の私の気持ちなんだろうか？　亮士さんのことを考えると何か温かい感じがするのは？

　わからない。……でも、自分が悪いのはわかる。

「……謝あやまろう」

　そして亮士さんと一緒に……そうおおかみさんが決めた、そのとき、

　どんっ

　おおかみさんは誰だれかにぶつかってしりもちをついた。持っていたバッグも落とし中身がこぼれ出る。

「あっすいません」

　前を見ていなかった自分が悪いと謝ったあと、ぶつかった相手を見ておおかみさんは啞あ然ぜんとつぶやいた。

「……羊ひつじ飼かい……君？」

「やあ、涼りよう子こちゃん。久しぶり……って、ついこの間会ったばかりだけどね。はははっ」

　なんて気さくに、羊飼さんは人じん畜ちく無害な顔で笑う。しりもちをついたおおかみさんに手をさしのべる。

「さ、せっかくきれいな服着てるのが台無しだよ」

　その姿は模も範はん的な優等生だ。しかしおおかみさんはその手にビクッと後ずさった。

「…………」

　羊ひつじ飼かいさんは笑え顔がおのまま固まる。

　そこで亮りよう士しくんがようやく追いついた。

「涼りよう子こさん大だい丈じよう夫ぶっスか!!」

　しりもちをついたおおかみさんに駆かけ寄ると、そこで初めて側そばに立つ人物に気がついた。

「っあんたは!!」

「……あれ、大おお神かみさんの知り合いですか？　初めましてボクの名前は羊飼といいます。そこの大神さんの元クラスメイトです」

　羊飼さんは亮士くんににっこり微笑ほほえむ。

「おまえ……」

「ああ、ボクはなんにもしてないですよ？　ただ歩いていてぶつかっただけです。ほら今だって手を貸そうとしているところですよ」

　亮士くんは無言でその声を聞きながらおおかみさんを助け起こす。おおかみさんから伝わるのはかすかな震ふるえだ。

　そしてこの震えの原因は……亮士くんはにこやかに微笑む羊飼さんを睨にらみ付ける。

「できればあなたの名前を教えていただけませんか？」

「……森もり野の亮士っス」

「森野君ですか」

　羊飼さんは目を細めて亮士くんを見て、次に怯おびえるおおかみさんに視線を移動させる。

「それにしても……大神さんは相変わらずかわいいですね。この間見たときは変わったのかと思ったんだけど」

　おおかみさんを見ながら人当たりの良い笑え顔がおでそんなことを言う羊飼さんを、亮士くんは油断なく監かん視ししつつ聞く。

「……で、あんたはなんでここにいるんっスか？」

　ヘタレ口調なままなのはいただけませんが。

「偶ぐう然ぜんですよ」

「へー、そうっスか」

　亮士くんは全く信じてないような顔で応こたえる。

「で、あんたはいつまでそのエセ笑顔を浮かべてるつもりっスか？　その仮面の下から嫌いやな感じがぷんぷんするっスよ」

「…………なんのことかな？」

「これでも人を見る目には自信があるんっスよ。特に危き険けんには敏びん感かんに身体からだが反応するんっスよね」

　亮りよう士しくんはいつもの視線恐きよう怖ふ症しようを発症し震ふるえつつも、羊ひつじ飼かいさんを睨にらみ付ける。

「…………」

「…………」

「……まぁ、いいか。今いま更さら無害装よそおっても意味ないみたいだしな」

　そう言って羊飼さんは今まで被かぶっていた人当たりの良い仮面を脱ぬぐ。

「それで、なんでここに？　涼りよう子こさんになんの用っスか？」

「そこの涼子が中立であるここにやって来たっていうんで顔を出したわけだ。そっちの縄なわ張ばりに入ると鞭むち持った怖こわいお姉さんに怒おこられちまうからな。それがうるさいから、そこから出てくるのを待ってたわけだ。まあ、その辺でたむろってる柄がらの悪い奴やつらに見たら連れん絡らくしろと言っといたんだよ」

　羊飼さんの口から出た自分の名前に、おおかみさんはビクッと反応する。亮士くんの後ろにしがみつくようにして隠かくれる。

「あのかわいかった涼子がつっぱっちゃって、とても美味おいしそうになってたんでちょっかい出そうかと思ったわけだ。つっぱってた涼子が何考えてたのかはわかるからな。強くなろうとしたんだろう。でも今の姿を見るとあれは何かの間ま違ちがいだったのかと思わないでもないが。まあ、人の本質は変わらないということだな。狩かられる側がわは一生狩られる側だ」

　羊飼さんが唇くちびるの端はしを上げながら言う。その羊飼さんを睨み付け亮士くんは答えた。

「……涼子さんは変わらなくていいんスよ。……いや、変わっちゃいけない人だ」

　亮士くんは思う。

　目の前のむかつく野や郎ろうの言う通りに、涼子さんの中身は今の震ふるえている少女と何ら変わりがないんだろう。自分の弱さを噓うその毛皮で隠かくしていつもの強くて凜り々りしい涼子さんになった。

　涼子さんは変わらない。涼子さんは変われない。噓の毛皮を身に纏まといいくらオオカミを気取っても、中身は昔の優やさしい女の子のままで……だからこそ……

「変わらなくても大だい丈じよう夫ぶなようにおれがいる」

　亮士くんは羊飼さんを睨にらむ。その様子を見て羊飼さんは思い出した。

「…………そうか、どこかで聞いたことがある声だと思ったが、うちに攻せめてきたとき聞こえてきた声だな」

「そうっスよ、あんたこそなんでそこまで涼子さんに拘こだわってるんスか？」

「…………あ？　涼子から聞いてないのか？　……そうかそうか」

　予想外の質問だったのか、羊飼さんは一いつ瞬しゆん間ま抜ぬけな表情を浮かべたが、すぐに何かに気がついたのか嫌いやらしい笑みを浮かべた。

「そうだな、いわゆる男女の仲ってやつだ。要するに俺が涼子を美味おいしく食べちゃったわけだ」

「なっ」

　亮りよう士しくんは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「俺と涼りよう子こはクラスメイトだったわけだが、さっきの俺みたいに人当たり良く振ふる舞まってたら信しん頼らいされちまってな。まあ、疑うことも知らない世間知らずのお嬢じようちゃんって感じだったからな。んで、その頃ころ俺はちょうど思春期ってやつでいろいろ興味があったもんでな…………」

　そこで羊ひつじ飼かいさんは心底うれしそうに笑いながら亮士くんを見て言った。

「…………思わず涼子を美味しく食べちゃったわけだ」

　いやぁ若かったなーなんて、羊飼さんはなんでもないことのように言う。

「まあ、そのあといろいろあって涼子は逃にげ出して、この街に来たわけだがな。いやアレは傑けつ作さくだったな。涼子が俺に襲おそわれたと訴うつたえ出たんだが優等生してて信しん頼らいされてた俺の言い分がそのまま通ったんだよ。おかげで本来被ひ害がい者しやであるはずの涼子は振ふられた腹いせに俺を陥おとしいれようとした悪女になっちまった。ハブられる涼子を見るのは実に楽しかったな」

　その話に何かを思い出したのか、おおかみさんは震えながら亮士くんの服を強く握にぎり、うつろな瞳ひとみでブツブツと何かをつぶやいている。

「あっ……あっ……私は……噓ついて……ない」

　そのおおかみさんの様子に亮士くんはギリッと歯を嚙かみしめる。

「俺は俺でその後も優等生やりつついろいろ悪さしてたわけだが、ちょっと失敗してなー。いづらくなったから、ここに来たわけだ。鬼おにヶが島しまは来る者は拒こばまずだったからな。まあ、涼子がいるのを知ったのはここに来てからなんだが」

　本当にうれしそうな顔で、羊飼さんは武勇伝でも語るようにしゃべり続ける。

「で、涼子に久しぶりに会ってみたら無茶苦茶美味おいしそうになってただろ？　だから、もう一度美味しくいただこうかなっなんて思ったわけだ」

「……てめぇ……ふざけんな!!」

　羊飼さんの台詞せりふに亮士くんはいつも持ち歩いているスリングショットを取り出し構えた。

　しかし、

「なっ!?」

「危ねぇだろ。あと、俺が話してるんだ邪じや魔ますんな」

　一いつ瞬しゆん羊飼さんが動きその手元がキラリと光った瞬間、なぜかぴんと張っていたスリングショットのゴムが切れた。

「能ある鷹たかは爪つめを隠かくすってか。狩かられる草食動物と違ちがって、肉食の動物は鋭するどい牙きばを持ってるんだよ」

　羊飼さんは得意げにそうのたまう。

「あと別に俺はふざけてなんかねぇよ。俺はグルメなんだ。だからやっぱり美味しそうな肉を見ると喰くいたくなるだろ」

「……肉？」

「そ、肉。まあ、少々脂し肪ぼうが足りてないようだが、筋の張った肉もそれはそれで嚙かみ応ごたえがあっていいもんだろ。嚙めば嚙むほど味が出てくる……いやぁ、いいねぇその顔。ゾクゾクくる。その顔も俺の大好物だ」

　あまりの言いように亮りよう士しくんは怒いかりで顔を歪ゆがめたあとに、唐とう突とつに震ふるえが止まった。

　いつもの漢おとこモード。どうやら怒りでぶち切れ視線が全く気にならなくなったらしい。

「悔くやしいだろ、過去は変えようがない。過去には何があろうと助けに行けない……」

「……関係ない」

　漢モードの亮士くんは羊ひつじ飼かいさんの言葉を遮さえぎる。

「あ？」

「涼りよう子この過去に何があっても関係ないと言っているんだよ。俺が惚ほれたのは必死に過去を乗り越こえ強くあろうとしている涼子なんだからな。過去に何があろうと関係ない……俺は今までと変わらず涼子を護まもるだけだ」

　いきなり豹ひよう変へんした亮士くんに羊飼さんは落らく胆たんを隠かくさずに言う。

「…………なんだそりゃ。興ざめだ、もっと悔しがって泣きわめけよ」

　が、亮士くんの次の言葉で表情をどう猛もうな笑えみに変えた。

「ふん、おまえの望み通りにする義理はないな。ただ……絶対おまえは俺が狩かる」

「……そりゃあ楽しみだ。狩れるもんなら狩ってみ……ちっ」

　そこでいきなり羊飼さんは後ろに跳とんだ。

　なんだ？　といぶかしむ亮士くんの真横を拳こぶしが通り過ぎ、

「くそっはずした」

　そんな声が聞こえてきた。

　亮士くんの後ろから唐とう突とつに羊飼さんに殴なぐりかかったのはおおかみさんだった。

「涼りよう子こさん!!」

　思わず亮士くんが声を上げる。ついでにヘタレに戻もどっている。そんな亮士くんにおおかみさんは聞いた。

「…………で、なんでこんなところにいるんだ、オレは」

「えっ!?　記き憶おくが戻もどったんスよね？」

　そんなことを唐突に言い出したおおかみさんに、亮士くんは何言ってんのこの人って感じで聞き返す。しかし、おおかみさんはちんぷんかんぷんって顔だ。

「記憶？　なんだそりゃ。オレは確か地じ蔵ぞう先せん輩ぱいの依い頼らいでダブルデートをしてて……」

　なんておおかみさんは朝からの記憶をたどっていく。が、それはおおかみさんに突つっ込んできた小さな影かげに中断される。

「記憶戻ったんですのね!?　というか、このふてぶてしくて世間様に喧けん嘩か売ってるとしか思えない顔はいつもの涼子ちゃんですの!!　よかったですの～」

「…………おまえこそオレに喧嘩売ってんだろ？」

　いつの間にか現れおおかみさんにタックルかましたのはりんごさんだった。いつからか覗のぞいていたらしい。

　そんな三人の様子を見て羊ひつじ飼かいさんが口を開く。

「……なるほど、記憶喪そう失しつだったわけだ。どうりでしおらしいと思ったよ。でもまあこうじゃないとな」

「なんだ？」

　その言葉を聞いたおおかみさんは羊飼さんを睨にらむ。

「いや、なんでも。ただ、やっぱり美味うまい肉にはスパイスがきいてねぇとなってことだ」

　そこで羊飼さんは再び人当たりの良い人じん畜ちく無害の仮面を被かぶる。

「じゃあ、また。大おお神かみさんに森もり野の君」

「逃にげんのか？」

「はい。じゃないとそこの彼女が仲間呼んじゃいそうですし。今はまだあなたたちと事を構える気は全くないんですよ」

「今はまだ……ですのね」

　りんごさんは携けい帯たい片手に羊飼さんを威い嚇かくしている。

「あっあと森野君。大神さんを食べたというのは噓うそですよ。どうにも邪じや魔まが入っちゃったんですよね。もう少しだったんですけど」

　羊飼さんは残念そうにネタばらしをする。

「…………なんで本当のことを話したんっスか？」

　亮りよう士しくんは羊飼さんに聞く。

「最初はいろいろと思い悩なやんで苦しんでもらって、人間関係をめちゃくちゃにするつもりだったんだけど意味がないみたいですし。それに何より本当のことを知っていた方が、今後大神さんを護まもれなかったときの君の落らく胆たんが大きいだろうと思っただけですよ。それも良いスパイスになるんです」

「…………あんた、ほんと性格悪いっスね」

「それほどでも。……では」

　羊飼さんはおおかみさんたちに背を向けると雑ざつ踏とうの中に消えていった。




「じゃっじゃあ、なんにも憶おぼえてないんスか!?」

　羊飼さんがいなくなって、おおかみさんの記き憶おくが戻もどってよかったーなんていろいろ話してたら判明した事実に、亮士くんはそっそんな～と情けない顔になる。

「ああ。気がついたら亮士とあいつが睨にらみ合っててな。こりゃチャンスだと……」

　こりゃチャンスだとヒロインが不意打ちで殴なぐりかかっちゃいかんでしょう。

「……せっかく、おれかっこよかったのに。……本気であそこまでの啖たん呵かを切ったのに」

　ブツブツつぶやいている亮りよう士しくん。倍率ドンさらに倍ってな感じの好感度アップの大チャンスがすべてなかったことになったのだからそれも仕方なしか。

「ご愁しゆう傷しよう様さまですの」

　流石さすがに哀あわれと思ったりんごさんに慰なぐさめられた亮士くんが弱々しく笑う。

「……まあ、いいんスけどね。涼りよう子こさんが元に戻もどって大事がなかったんスから」

　そんな二人を見ながらおおかみさんはあきれるように言った。

「いったいなんなんだ……。そういや、地じ蔵ぞう先せん輩ぱいの方はどうにかなったのか？」

「はいですの。どうにかいい感じに収まりましたの」

「そうか、そりゃよかった。……じゃあ、帰るか」

　二人がついてくるのも確かく認にんせずにきびすを返したおおかみさんは、

「はいっス！」

「わかりましたの」

　ついてくる二つの足音にかすかに笑えみを浮かべながら空を見上げた。

　いつしか空はおおかみさんの心を写すかのように晴れ渡わたり、鮮あざやかな虹にじが架かかっていた。




　…………なんてきれいに終わったその後の話。

「……涼子ちゃん」

「なんだ？」

　亮士くんと別れ二人きりになったところで、りんごさんがおもむろに口を開いた。

「久しぶりに女の子やった気分はどうですの？　楽しめましたの？」

「…………………………………………なんのことだ？」

　わけわかんねーとりんごさんに聞き返しつつも、微び妙みように視線が宙を泳いでいる噓うそのつけないおおかみさん。

「そうなんじゃないかなーとかまかけてみたんですけど、やっぱりですの。涼子ちゃん、あなた記き憶おくがなくなっていたときのこと忘れてないでしょ？」

「そっそんなことねえよ！」

「しかも……途と中ちゆう、羊ひつじ飼かいさんが本性現したあたりから記憶戻もどってたでしょ」

「んなわけあるか!!」

「…………森もり野の君かっこよかったですものね」

「…………」

「『過去に何があろうと関係ない……俺は涼子を護まもるだけだ』でしたの？　ほかには『おまえは俺が狩かる』……なんてことも言ってましたのね。さしもの私も惚ほれちゃいそうでしたの。いやー愛されてますのねー」

　そんな風にひやかすりんごさんに、おおかみさんは照れたのか頰ほほを染める。

「はっあんなもんまだまだだ……はっ!?」

　そこで墓ぼ穴けつを掘ほったことに気がついたおおかみさん。記憶がなかった間の記憶が全くないと言っているおおかみさんが、亮りよう士しくんのかっこいいシーンを知っているはずがない。

「………………」

「………………」

「………………」

「…………ふふっ」

　黙だまって見つめ合ったあと、りんごさんの嫌いやな笑え顔がおに、おおかみさんはガシッとりんごさんの肩かたをつかむ。

「…………りんご、何が望みだ？」

　何をすれば口外しないかと暗に交こう渉しようを持ちかけるおおかみさん。

「ん～どうしましょうですの。だってあの森もり野の君の啖たん呵かで涼りよう子こちゃんの記憶が戻ったんですのよね？　これはぜひとも森野君に伝えてあげないと森野君が報むくわれませんの」

　りんごさんがにやにやしながら歩き出すと、後ろからおおかみさんの悲痛な叫さけび声が響ひびいた。

「りっりんご[image: ～][image: ～]!!」




　というわけで女神の池に落っこちてかわいくなっちゃったおおかみさんが元に戻もどったのは昨日のこと。

　そして今日のおおかみさんは……

「あれ？　涼子さん………………それは…………その…………いったいどうしたんスか？」

　りんごさんに弱みを握にぎられ思いっきり強請ゆすられていた。

「……気にするな」

「いやそう言われても……」

「いいから気にするな」

　そんなおおかみさんの頭の上には黒くて大きなリボンが。正面から見るとネコ耳に見えるいわゆるネコ耳リボン……つけてるのがおおかみさんなので、この場合はオオカミ耳リボンか？

　これはもちろんりんごさんに強請られつけさせられたわけです。

「…………」

「…………」

　無言で流れる時間に耐たえられなくなったリボンつきおおかみさんが言う。

「…………黙だまるな、なんか言えよ」

「……………………………………にっ似合ってるっスよ、マジでかわいいっスぼぉあ」

「っ!!　黙りやがれ!!」

「そんな理り不ふ尽じんなっ!?」

　真っ赤になって亮りよう士しくんを殴なぐる相変わらずのおおかみさん。

「うっせー!!　男ならごちゃごちゃ言うな!!」

　でも、いつもより顔が真っ赤で完全に毛皮を被かぶりきれてない様子。

　予想外のアクシデントで久しぶりに心に纏まとった噓うその毛皮を脱ぬいだおおかみさん。着直すときにいろいろな想おもいでふくらんだおおかみさんの心のサイズと噓の毛皮のサイズが合わずにジッパーがうまく閉まらなかったらしく……

「うう[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

「だからなんで殴なぐるんスか!!」

　ほんのちょっとだけ素す直なおになったおおかみさんでした。


めでたしめでたし









　　　あとがき




　どうもお久しぶりです、沖おき田たです。順調に刊行できているように見えて地味にスケジュールがじわじわと遅おくれていっているので、いつまで謝あやまらないでいられるのか未知数な沖田です。そんな自分が嫌いやです。でもがんばりますので見捨てないでください。

　この巻は、おおかみさんを掘ほり下げたお話になっています。おおかみさんとりんごさんの出会いやら、おおかみさんの過去のトラウマ判明やら、おおかみさんがなんかかわいくなっちゃうやら、とあとは新キャラがデブ三人という全く関係ないなめた馬ば鹿か話やらが載のっています。でもこれでいつでもシリーズを終わらせられる感じなのでほっと一安心です。一応四巻で終わらせられるように進めていたんですよね。ですがおかげさまで、四では終わらないみたいです。しかし続きは、続きは……どうなるんでしょう。

　それではオオカミさんシリーズ恒こう例れいになった感もあるというか、まあ完全に私の自己満足っぽい解説にいってみたりしましょう。これ、ネタバレなので気をつけてくださいませ。




　三人のデブの話

　馬鹿話。これにつきます。三匹びきの子こ豚ぶたのあのストーリーは何かに似ていると思ってたんですが、アレですよアレ、死亡遊ゆう戯ぎ。一人倒たおすと、その次に進める感じが。なもんでマジバトル話にするか馬鹿話にするか考えたんですが馬鹿話になりました。理由はその方が楽しそうだったから。というか、我ながらこの話は馬鹿すぎる気がするんですがどうしましょう。

　あと、りんごさんは絶対週末の夜とかにテレビでやってたラピタとかナウ歯科見た直後に違ちがいない。あれは何度も見てるのにやってたら思わず見てしまいますしね。「少し肺に入ったですの」あたりは個人的にツボです。んーりんごさんは実に使いやすい。

　そして、おおかみさんで初めて描えがいたキスシーンが……でも後こう悔かいはしていない、りんごさんはよい!!（ブタの方はちょっと後悔）くそーりんごさんルート行かせてみたいが（以下略）

　あと亮りよう士し君の保有スキルはすべて、私が猟りよう師しという存在に持っている思い込みから決まってます。目がよいというのもその一つ。犬、目、遠えん隔かく攻こう撃げき能力、ストーキング、潜せん伏ぷく、観察力……と、こんな感じ？　でも、これだけだとただのかっこいい人になっちゃうのでヘタレにしたんですよ。

　でも、少しヘタレにしすぎた気がしますが……まあ仕方ない。マシになってる感じですしね。




　おおかみさんとりんごさんの出会いの話

　絶対やっておきたかった話の一つだったりします。今までの話は童話にいないはずの人物が加わっておかしなことにって感じだったんですが、この話は登場人物が足らなかった話です。

　本文で書いたように猟りよう師しがいなけりゃ赤ずきんは喰くわれたままだろーということです。

　赤ずきんのクライマックスというかメインとなるシーンは、赤ずきんがオオカミとの問答後に喰われるシーンだと思うので、どうにかあの問答を利用できないかと試し行こう錯さく誤ごした結果こんな感じに。この話は自分で気に入っている話だったりします。思わずおおかみさんをりんごさんと百合ゆり百合ルートに進めてしまいたくなるほどに。

　しかし、それだと噓うそつきおおかみさんはりんごさんと末永く仲良く暮らしました～なんて感じで噓ついたままなんですよ。だからこそそれをどうにかするために亮りよう士し君がいるんですが……どんな感じなのかは皆みなさんご存じの通りです。

　そういえばこのオオカミさんシリーズのテーマの一つは「脱ぬがす」です。手を替かえ品を替えおおかみさんの毛皮を脱がして素す直なおにさせるわけですよ。なんというか……男の浪漫ロマンですよね!!




　傘かさを借りた地じ蔵ぞうさんの話

　愉ゆ快かいな愉快な地蔵さんの話。あれですね、地蔵さんは個人的に大ヒット。楽しすぎます。いじめればいじめるほどキャラが立つあたり誰だれかを彷ほう彿ふつとさせます。私はそういうキャラが好きなのかもしれない。シーンでいえば布ふ団とんにダイブして悶もだえたり、飢うえた獣けものの群れに弁当強ごう奪だつされるあたりが輝かがやいてたと思います。最後に雨を降らしたのはさすがにやりすぎな気がしないでもないですが、まあそのおかげでハッピーエンドですし我が慢まんして欲しいです。

　これは笠かさ地蔵を元にした話なんですが、笠地蔵を読んでてこの話のストーリーの流れも何かに似てる気がするなーなんて思ってたんですが、アレですよアレ、少女漫まん画が。雨に降られて、傘借りて、恋が始まるみたいな。なので、この話のコンセプトは少女漫画です。少女漫画なんです！　誰がなんと言おうとっ!!　…………すいません、ちょっと自分でも信じてないこと言いました。書き始めるまでは少女漫画っぽくなる予定だったんですが………

　キャラはお地蔵さん[image: →]石[image: →]硬かたい[image: →]性格お堅かたい委員長みたいな感じで作りました。硬いという連想から胸までなくなってしまった悲劇の人だったりもします。

　硬いといえば、貞てい操そう観念とかも堅い地蔵さんは乙おと姫ひめさんの真逆のキャラだったりするかもしれません。あと地蔵さんは姉が何人もいて、そのお姉さんたちにおもしろがっていろいろ吹ふき込まれたのが、男苦手＆男に対する偏かたよった知識の原因となってしまったとかいうそんな裏設定があります。花はな咲さきさんと地蔵さんはお爺じいさんお婆ばあさん役が必要になったときに、今後も出てくるかもしれません。




　池に落ちたおおかみさんの話

　おおかみさんが池に落ちてかわいくなる話。ラブコメにありがちな記き憶おく喪そう失しつものです。

　それで判明したおおかみさんのトラウマ。前からだいたい決まってて、問題はどこまで酷ひどい目に遭あわせるかだったんですがこんな感じに。おおかみさん食べられちゃってたらラブコメできないくらい鬱うつな話になりそうだし、そんなこと誰だれも望んでねーですよねって感じでおおかみさん二巻の最後にチラッと出たように未み遂すいということになりました。というかおおかみさん的トラウマは誰にも信じてもらえなかった噓うそつき呼ばわりの方にしたかったですしね。オオカミ少女だし。

　まーそんなことがあっておおかみさんはぐれて、りんごさんと出会ってほんの少しだけマシになって、満を持して現れた亮りよう士し君が止とどめとなるはずだったのにヘタレだったって感じですか。でもまあ、亮士君がヘタレじゃなくなったら話が終わりますしね。




　そんなわけで長々書きましたが、恒こう例れいのお世話になった皆みな様へのお礼を。

　担当の高林さん。今回もいろいろとありがとうございました。そして、相変わらずご迷めい惑わくをかけてすいませんでした。今後もどうにかがんばりますので見捨てないでください。

　イラストのうなじさん。いつも超ちよう素す敵てきすぎるイラストをありがとうございます。まだ見てないのですが、イラストができあがるのが楽しみで仕方がありません。

　この本の出版に当たりお力ちから添ぞえをいただいた皆様。いつもありがとうございます。おかげさまで今回も無事出すことができました。

　そしてこの本を手に取ってくださった皆様。本当にありがとうございます。

　このシリーズは読んだら楽しい気分になれるお話を目指しているので、この本を読んだ皆様がそんな気分になってくだされば、これほどうれしいことはありません。

　それでは次作でお会いできたら幸いです。……あ、お次の予告童話は、北風と太陽です。


沖おき田た 雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

この巻でまた一人[image: ↓]キャラが増えましたが、あとがきに書いたように連想からで別に私の趣味じゃないんですよ！　だって、私は大きいのだって好きですから!!　……なんかマジすいません。もう既に著者近影の意味なしてねー。
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イラスト／うなじ

広島在住イラストレーターという名の無職ひきこもり。悪い夢を視ているのだと思い、ふて寝を決め込んで視るのもまた悪い夢だったりします。もう一段階眠ると何が視えるのか気になりますが、生還出来る自信が無いのでひとまず保留！
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